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上田東北消防署　庁舎改修工事



・ MA4S

平場の保護コンクリートの厚さ　　こて仕上げ　 ※ 水下　80mm以上　 ・ 図示　 ・ 

仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　　・ 図示　　 ・　

仮設間仕切りの種別と材質等

種　別 下　地 仕上げ(厚さ:mm) 塗　装 充填材

・ A種 ・ 木 ・ せっこうボード ( ※ 9.5　・ 図示) ・ 無し

・ B種 ・ 軽量鉄骨 ・ 合板 ( ※ 9.0　・ 図示) ・ 片面

※ C種 単管 防炎シート

※有り

充填材:　※ グラスウール32k　(厚:50mm以上)　 ・ 

仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

材　質 仕 上 げ 塗　装 充填材

※ 木製 ・ 図示 ※ 合板張り程度　 ・ 図示 ・ 無し ※ 有り

・ ・ ・ 片面 ・ 無し

充填材:　※グラスウール32k　(厚:50mm以上)　 ・ 

※ 設けない　 ・ 設ける

規模　 ・ 10㎡程度　　 ・ 20㎡程度　　 ・ (　　　)㎡程度

4.  仮設間仕切

5.　監督員事務所

[2.3.2]

[2.4.1]

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

降雨等に対する養生方法(とい共) [3.1.3]

既存保護層の撤去 ・ 行う( 範囲　 ・ 図示　　 ・　　　　　　　)　 ・ 行わない [3.2.3, 4]

既存防水層の撤去 ・ 行う( 範囲 　・ 図示　　 ・　　　　　　　)　 ・ 行わない

露出防水層表面の仕上げ塗装除去 　・ 行う ( ・ M4AS ・ M4ASI  ・ M4C　・ M4DI ・ L4X )

　　　　　　　　　　　　　　　 　・ 行わない

ルーフドレン回りの処理 [3.2.5]

改修用ドレン（P0AS工法、P0ASI工法、P0D工法、P0DI工法、P0S工法、P0SI工法及びP0X工法の場合）

・ 設ける　 ・ 設けない

既存防水層の下地補修 [3.2.6]

補修箇所の形状、長さ、数量等　　 ※ 図示　 ・ 

1.  一般事項

2.  既存防水層の処理

既存保護層の補修及び処置（P0S工法及びP0SI工法(機械式固定方法)の場合）

既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り部等の補修及び処置

架台回り等の処置

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、塔屋出入口部等の

欠損部及び防水層末端部の納まり部

※ 監督職員との協議による　　 ・ 図示　　 ・ 

防水層の種別

シート防水

工法 備考

・ AS-T1

・ AS-T2

・ AS-T3

・ AS-T4

・ ASI-T1

・ ASI-J1

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

※ 改修標仕表3.4.1から表3.4.3による　 ・ 

※ 改修標仕表3.4.1から表3.4.3による　 ・ 

(材質)　・ 断熱B

高日射反射率

防水の適用

 ・ 

 ・ 

 ・ 

(種類)

 ・ 図示

 ・ 図示

(使用量)

仕上げ塗料断 熱 材種別 施工箇所

防水層の種別

ルーフィングシート
高日射

防水
反射率

工法 種別 備考
防水の

適用

・ S-F1  ・ 

・ S-F2  ・ 

・ S-M1  ・ 

・ S-M2  ・ 

施工箇所

3.  アスファルト防水 [3.3.2～5]

[3.4.2～4]4.  改質アスファルト

5.  合成高分子系 [3.5.2～4]

Ⅰ 工事概要

1. 工事場所

2. 敷地面積(㎡)

3. 改修対象建物

建　物　別 種　別 構　造 階　数 梁間(m) 桁行(m) 建築面積(㎡) 延面積(㎡)

Ⅱ 建築改修工事仕様

1. 共通仕様

(建築工事編)(最新版)」(以下、「改修標仕」という。)による。

版)」(以下、「標仕」という。)、及び「建築物解体工事共通仕様書・同解説(最新版)」(以下、「解体共仕」)による。

(2) 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの標準仕様書を適用する。

2. 特記仕様

(1) 項目は、番号に 　 印の付いたものを適用する。

(2) 特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。

・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

(5) 特記事項に記載の< . . >内表示記号は、解体共仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

(1) 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書

また、改修標仕に記載されていない事項は、国土交通大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(最新

(3) 特記事項に記載の[ . . ]内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

(4) 特記事項に記載の( . . )内表示記号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

章 項　　　目 特 記 事 項

1 1.　適用基準等 ※ 建築工事標準詳細図　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・ 敷地調査共通仕様書　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

※ 工事写真の撮り方 建築編　　　　　　　　　　 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※ 建築工事監理指針　　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　
　
一
般
共
通
事
項

・ 建築構造設計基準　　　　　　　　　　　 　　 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※ 建設工事公衆災害防止対策要綱(建築工事編)　　建設省建設経済局建設業課・ 住宅局建築指導課監修

・ 長野県建設リサイクル推進指針

※ 建築物解体工事共通仕様書・同解説　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・ 公共木造建築工事標準仕様書　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※ 建築改修工事監理指針　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・ 建設副産物適正処理推進要綱(以下「推進要綱」という)

各基準等は最新年度版を使用する。

2.　工事実績情報の登録 ※ 適用する　　　 ・ 適用しない

3.　品質計画 建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による [1.2.2]

※ 風速 (V0=　30　　)

※ 地表面粗度区分 ( ・ Ⅰ　 ・ Ⅱ　 ・ Ⅲ　 ・ Ⅳ )

※ 積雪区分　建告示第1455号　別表(　27　)

[1.1.4]

※ 図示　　　　 ・ 

騒音・粉塵等の対策

設置範囲及び高さ

※ 防音パネル　 ・ 防音シート　 ・ 養生シート

3.  騒音・ 粉塵等の対策

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能と同等以上のものを使用する。

ただし、製造業者等が記載されている場合に同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を

受ける。なお、JIS及びJASの表示のない材料及び製造業者等は、次の(1)～(6)の事項を満たすものとする。

(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること

(2) 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

(3) 安定的な供給が可能であること

(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

(6) 販売、保守等の営業体制が整えられていること

これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料又は外部

機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

なお、(一社)公共建築協会で発行する「建築材料・ 設備材料等品質性能評価事業建築材料等評価名簿(最新

版)」に指定された材料については上記(1)～(6)に該当するものとする。

また、備考欄に商品名が記載された材料については、当該商品同等の性能を有するものとし、監督職員の

承諾を受けた材料とする。

※ 適用する(一級技能士を採用している現場である旨の表示をすること。)

・ 適用しない　　 ・ 以下の表による他監督員の指示による

適用工事種目 技能検定作業

仮設工事 ・ とび作業

防水改修工事 ・ アスファルト防水工事作業　　 ・ ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・ アクリルゴム系塗膜防水工事作業　 ・ 合成ゴム系シート防水工事作業

・ 塩化ビニル系シート防水工事作業　 ・ セメント系防水工事作業

・ シーリング防水工事作業

・ 改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・ FRP防水工事作業　　　・ 左官作業  　 ・ 内外装板金作業

外壁改修工事 ・ 左官作業　　 ・ タイル張り作業　　　 ・ 建築塗装作業

建具改修工事 ・ 木製建具(手・機械)加工作業　 ・ ビル用サッシ施工作業

・ ガラス工事作業　　　 ・ 自動ドア施工作業

内装改修工事 ・ プラスチック系床仕上げ工事作業　 ・ カーペット系床仕上げ工事作業

・ 木質系床仕上げ工事作業

・ ボード仕上げ工事作業　　 ・ 鋼製下地工事作業

・ 壁装作業　　 　　・ 大工工事作業　　 ・ タイル張り作業

塗装改修工事 ・ 建築塗装作業

耐震改修工事 ・ 鉄筋組立作業　　 ・ 型枠施工作業　　 ・ コンクリート圧送工事作業

コンクリートブロック・　・ コンクリートブロック工事作業

ALCパネル工事 ・ エーエルシーパネル工事作業

石工事 ・ 石張り作業

植栽工事 ・ 造園工事作業

その他 ・ 畳製作　 ・ 家具(手・機械)加工作業　 ・ 樹脂接着剤注入工事作業

・ カーテン工事作業

・ 構造物鉄工作業　 ・ とび作業

測定方法　　 ※ パッシブ法(拡散法)　 ・ アクティブ法(吸引法)

検査機関

※ 環境計量証明事業の知事登録がある者で、監督員が承諾した者

測定物質

※ ホルムアルデヒド　　 ※ トルエン　　 ※ キシレン　　 ※ エチルベンゼン

※ パラジクロロベンゼン　　 ※ スチレン　　 ・ 

測定個所(室)

※ 試料採取に当たっては、監督員又は監督員が指定する者が立ち会いの下に行う。

化学物質の室内汚染濃度指針値(厚労省指針)

下記のものを監督職員に提出する。原版は撮影業者の保管とする。

・ 見本施工の実施（　　　　　　　　　　）

ホルム エチル パラジクロロ
トルエン キシレン スチレン 備　考

アルデヒド ベンゼン ベンゼン

0.08ppm 0.07ppm 0.20ppm 0.88ppm 0.04ppm 0.05ppm

技術検査 (中間技術検査) の実施回数及び実施する段階

※ 作成する

※ 完成図 ( ※ 設計図書で示したもの全て　 ・ 改修標仕表1.8.1による　　・ 監督員の指示による)

・ 請負金額5000万円以上の中間検査　　・ 部分使用の中間検査　　・　不可視部分の中間検査

分 類 ・ 規 格 撮 影 箇 所 数 部 数 写真のサイズ(㎜)

外部(　　) 内部(　　) ※ 1　・　 ※ キャビネ版　　 ・ サービス版

・ パネル(木製枠) 外部(　　) 内部(　　) ※ 1　・　 240×360以上

※ 428万画素以上　・ 800万画素以上
※ 電子データ 外部(　　) 内部(　　) ※ 2　・　

※ 350dpi以上

電子データは、フィルムスキャンのうえRGB各8ビット(フルカラー)、JPEG形式最高画質(100%画質)とし、

CD-Rにて提出とする。

撮影業者　　 ※ 建築完成写真撮影の実績のある業者で監督職員の承諾する撮影業者

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

※ 図示　　 ・ 設計GL=現状GL　　 ・ 監督員の指示による

1.  足場その他

足場の組立て等に関する基準」における2の(2)「手すり据置方式」、又は(3)「手すり先行専用足場方式」に

より行うこと。

C種:利用可能なエレベーター　 ・ 図示　 ・ 現場説明書による　 ・ 

防護シート等の垂直養生　 ・ 防炎シート　 ・ メッシュシート　　 ・ 

材料、撤去材等の運搬方法

種別　 ・ A種　　・ B種　　・ C種　　・ D種  　・ E種

D種:利用可能な階段　　　　　 ・ 図示　 ・ 現場説明書による　 ・ 

2.  既存部分の養生 養生方法

既存ブラインド、カーテン等の処置

・ 施工中取外し保管、工事後復旧

固定備品、机、ロッカー等の移動　 ・ 図示　　 ・ 

既存部分　　 ※ ビニルシート、合板等　 ・ 

既存家具・設備等　 ※ ビニルシート等（監督職員の承諾） ・ 

・ 養生 ( ・ ビニルシート等　　 ・　　　　　　　　　)

保管場所　（ ・ 図示　　 ・ 　　　　　　　　　　　　）

[2.2.1]

[表 2.2.1]

[2.3.1]

作成方法　　 ※ 製本　　　　 ※ 見開きA3縮小版 2～3部（黒表紙金文字製本）・ 監督員の指示による

・ 見開きA1版 1部（ビニール製本）　 ・ 

※ CADデータ  ( ※ CD-R (1部)　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　)

※ 保全に関する資料(1部)

・ カラー写真(製本)

2

　
　
仮
設
工
事

建築非構造部材の耐風及び耐震設計

設計用鉛直震度（※0.5　　　　　・　　　　　）

設計用水平震度（※1.0　　　　　・　　　　　）

検討に用いる層間変形角（※1/100（S造）1/200（RC造、SRC造）　　・　　　　　　　　）

外壁、屋根等の非構造部材の耐震設計は次による

建築基準法に基づき定まる風圧力の ( ・ 1　・ 1.15　 ・ 1.3 )倍の風圧力に対応した工法

耐風圧性能（建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法）

化学物質を放散させる建築材料等 [1.4.1]

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

次の(1)から(6)を満たすものとする。

(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、

その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙はホルムアルデヒドを放散させないか、

放散が極めて少ないものとする。

(2) 保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極めて少ない

ものとする。

(3) 接着剤はフタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を

使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させ

ないか、放散が極めて少ないものとする。

(4) 塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて

少ないものとする。

(5) 上記(1)、(3)及び(4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、

ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

(6) 建築材料等は、クロルピリホスを成分として含有せず、施工においても添加しないものとする。

なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量がF☆☆☆☆のものを、ホルムアルデヒドの

放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則としてF☆☆☆☆のものを使用する

ものとするが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

■　規　制　対　象　外

① JIS及びJASの F☆☆☆☆規格品

② 建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

③ 下記表示のあるJAS規格品

a. 非ホルムアルデヒド系接着剤使用

b. 接着剤等不使用

c. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない材料使用

d. ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

e. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料使用

f. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

■　第　三　種

① JIS及びJASの F☆☆☆規格品

② 建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

③ 旧JISのEo規格品

④ 旧JASのFco規格品

7. 環境への配慮

4.　電気保安技術者 ※ 適用する　　　 ・ 適用しない

施工順序、工事車両の駐車場所、資機材の保管場所、その他

6.　発生材の処理等

また、収集・運搬・中間処理・最終処分等の処理について予め監督職員と協議すること。

5.　施工条件明示項目

※ 現場説明書による　　　・　図示

[1.3.3]

[1.3.5]

[1.3.12]※ 10章 解体工事による　 ・ 構外搬出適正処理　 ・ 現場説明書による

[1.7.2]

[1.7.5]

[1.7.9]

[1.8.2]

[1.9.1～1.9.3]

改修標仕及び、標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。8.  特別な材料の工法

9.  石綿含有建材の

事前調査

調査範囲　 ※ 図示　　　　　　 ・ [1.5.1]

既存の設計図書（　・ 有　・ 無　）石綿含有建材の調査報告書（ ・ 有　・ 無)

[1.4.2]

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　 ※ 図示　　　・　

調査範囲及び調査方法　 ※ 図示　　　　　　 ・ [1.6.2]

[1.6.3]

分析調査　※ 10章解体工事よる　　・  

10.  施工数量調査

11.　建築材料等

12.  技 能 士

13. 施工の検査等

14. 化学物質の濃度測定

15. 技術検査

17. 完成写真

16. 完成図等

18. 設備工事との取合い

19. 設計GL

足場を設ける場合、「改修標仕」2.2.1(2)によるほか、設置においては、「手すり先行方法による

外部足場　 ・ 設置する（設置範囲　※ 図示　・　　　　 ）　 ・ 設置しない　 ・ 脚立による

〈2.2.1〉[2.1.3]

3　
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※ 改修標仕3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による。　　　・　

※ 改修標仕 3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による　 ・ 

屋根保護防水

防水層の種別

工法 種別 施工箇所 断熱材 絶縁用シート 立上り部の保護

・ A-1 ※ ポリエチレン

・ P2A フィルム

・ A-3 厚:0.15mm以上

・ 
・ 乾式保護材

・ P1B

・ コンクリート押え
・ AI-1

※ フラット
・ P2AI

ヤーンクロス ・ レンガ押え
・ AI-3

70g/㎡程度

・ 

（JIS R 1250による）

・ P1BI

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※ 改修標仕表3.3.3から表3.3.9による　 ・ 

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※ 改修標仕表3.3.3から表3.3.9による　 ・ 

・ AI-2

断熱A：JIS A 9521（建築用断熱材）による押出法ポリスチレンフォーム断熱材3種bA（スキン層付き）

断熱B：JIS A 9521による硬質ウレタンフォーム断熱材2種1号若しくは2号で透湿係数を除く規格に適合するもの

断熱C：JIS A 9521による押出法ポリスチレンフォーム断熱材の1種b、2種b又は3種b

断熱D：JIS A 9521によるポリエチレンフォーム保温材の密度及び熱伝導率の規格に適合するもの

■　3章 防水改修工事内で適用する断熱材は以下の略号で表す。

(材質)　※ 断熱A

(厚さ)　・ 25mm

・ 

乾式保護材

・ 金属複合板：金属板と樹脂を積層一体化したもの

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

・ 窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートクレーブ養生したもの

床タイル張り　 ※ 水下　60mm以上　 ・ 図示　 ・ 

立上り部への断熱材及び絶縁用シートの設置

※ 製造所の指定による　 ・ 図示　　・　

屋根排水溝　 ※ 図示　　 ・ 

・ E-1

屋内防水

防水層の種別

工法 種別 施 工 箇 所

・ P1E

・ P2E

高日射

反射率
工法 種別 備考

防水の

適用

・ C-1

・ M4C  ・ 
・ C-3

・ C-4

・ M3D
 ・ 

・ P0D

・ P0DI
・ DI-1

・ M3DI  ・ 

・ M4DI

※ アスファルトルーフィング類製造所の指定による　　 ・ 

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

 ※ 図示　　 ・ 

屋根露出防水

防水層の種別

・ D-1

・ D-2

・ C-2

・ DI-2

・ E-2

コンクリートの平坦さ　　改修標仕表8.1.5（ ・ a種　・ b種　・ c種　)　

E-1の工程３の適用　（ ※ 貯水槽、浴槽等の常時水に接する部位　・  　　　　　　    )

押え金物の材質及び形状 ※ アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　 　 ・ 

・ BI-1

・ BI-2

・ B-1

・ B-2

・ A-2

粘着層付改質アスファルトシート及び部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

押え金物の材質及び形状 ※ アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　 　 ・ 

※ 改質アスファルトシート製造所の指定による ・ 

・ 

(厚さ)  ・ 25mm

・ 

・ M3AS

・ P0AS

・ M3ASI

・ M4ASI

・ P0ASI

・ AS-J2

・ AS-J1

・ AS-J3

　　仕様による

 ※ 製造所の

 ※ 製造所の

　　仕様による

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

・ 設ける

・ 設けない

防湿用シート

・ S-F1

・ S-F2

・ S-M1

・ S-M2

 ・ 

 ・ 

(材質)
・ SI-F1

・ SI-F2

・ SI-M1

・ SI-M2

・ 断熱B　・ 断熱C　・ 図示

(厚さ)

・ 25mm　 ・ 

(材質)

・ 断熱B　・ 断熱C　・ 断熱D　・ 図示

(厚さ)

・ 25mm　　 ・ 

・ P0SI

・ S3SI

・ S4SI

・ M4SI

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

・ S3S

・ M4S

・ S4S

・ P0S

断熱材

(防湿用フィルム)

※ 設ける  ・設けない

S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様

・ 

・ 

・ P1S ・ S-C1

仕上塗料の種類と使用量

ルーフィングシートの種類及び厚さ ※ 改修標仕表3.5.1から表3.5.3による　・ 図示　 ・ 

※  ルーフィングシートの製造所の仕様による

・ 非歩行仕様　　・ 軽歩行仕様

接着工法の脱気装置の種類及び設置数量 ※ ルーフィングシート製造所の指定による ・ 

絶縁用シートの材質 ※ 発泡ポリエチレンシート　　・　　

固定金具の材質及び寸法形状 ※ 改修標仕3.5.2(3)(ｲ)による　　・ 図示　 ・ 

・ 

防水下地がPCコンクリート部材又はALCパネル下地の場合の処理

目地処理(S-C1の場合)　 ※ 図示　　 ・ 

入隅部の増張り(S-F1、SI-F1、S-C1の場合)　　※ 図示　　 ・ 

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

屋内保護密着工法の保護層

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

※ 適用する　(1一般共通事項により製造所の指定による)　

・ 適用しない

保護モルタルの塗厚さ　※図示　　・　

立上り部の保護モルタル塗厚　 ※ 7㎜以下　　・ 図示　 ・ 

5.  塗膜防水

工法

・ X-2
・ P0X

・ L4X

・ P1Y

・ P2Y

[3.6.2～4]

・ X-1

・ X-1H

・ X-2H

※ Y-2

高日射反射率

防水の適用
施工箇所

 ・ 

 ・ 

種別 保護層

※ 図示

仕上塗料の

種類と使用量

 ・ 図示

 ※ 製造所の

　　仕様による

絶縁工法の脱気装置の種類及び設置数量　 　　※ 主材料製造所の仕様による　　 ・ 

※ 図示

備 考

仕上塗料の

種類と使用量

※ 製造所の

　仕様による

・ 図示

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

(材質)　・ 断熱B

断熱材

・ 

(厚さ)  ・ 25mm

・ 

・ 

施工箇所

6.  シーリング シーリング改修工法の種類

　・ シーリング充填工法　　　・　シーリング再充填工法　　・ 拡幅シーリング再充填工法

　・ ブリッジ工法

ボンドブレーカー張り　 ・ 適用する（適用箇所:　※ 図示　 ・ 　　　　　　　　） ・ 適用しない

エッジング材張り　　　 ・ 適用する（適用箇所:　※ 図示　 ・ 　　　　　　　　） ・ 適用しない

シーリング材の種類、施工箇所

下表以外は、改修標仕表3.7.1による。

施工箇所 シーリング材の種類(記号)

[3.7.2, 3, 8]

接着性試験   ※ 簡易接着性試験　 ・ 引張接着性試験

シーリング材の目地寸法　 ※ 図示　　 ・ 

2024.07改訂

図 名

事 業 名 NO.SCALE

No Scale

上田東北消防署　庁舎改修工事事業年度

R-07
設計者氏名　小福田　洋

一級建築士　大臣登録　第292990号

長野県知事登録　第上田N-78311号

住　所　長野県上田市住吉55番地2

代表者　品田　和久

株式会社

上田市　芳田　1515　番地　1

2,534.26　㎡

上田東北消防署　庁舎改修工事　建築改修工事　特記仕様書

679.02 842.7231.6222.54２鉄 骨改 修消 防 署 庁 舎

 ※ 図示　　　　　　 ・ 

建築改修工事　特記仕様書 １

 ※ 変成シリコン　　　　 ・ 

A-01

内部足場　 ※ 脚立、足場板等　 ・ ローリング足場　 ・ 枠組棚足場

計　　１　個所



―

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

改修工法

防
水
改
修
工
事（

続
き）

[3.8.2, 3]7. とい といの材種　 ・ 配管用鋼管及び排水管継手　 ・ 硬質ポリ塩化ビニル管及び同質継手

・ 表面処理鋼板（　　　　　　　　　　　　　　） ・ ステンレス鋼板

・ 図示　　 ・ 

4　
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モ
ル
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ル
塗
り
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工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 注入量(ml/m)

※ 自動式低圧エポキシ樹脂
0.2 以上～1.0 以下 ※ 200～300 　・ 

注入工法

・ 手動式エポキシ樹脂

注入工法

・ 機械式エポキシ樹脂

注入工法

※ 樹脂注入工法

0.3 以上～0.5 未満 ・ 70　　 ・ 

0.2 以上～0.3 未満 ・ 40　　 ・ 

0.5 以上～1.0 以下 ・ 130　  ・ 

改修工法

パテ状エポキシ樹脂

エポキシ樹脂モルタル

ポリマーセメントモルタル

ポリマーセメントスラリー

調査内容

※コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

※塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

　また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

　を調査する。

※モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損部の形状寸法等

　の有無を調査する。

※ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　

調査報告書の部数　・ ２部　

可とう性エポキシ樹脂

引張接着性 耐久性

（劣化曲げ強さ）

長さ変化率

（収縮）(cm/s)

広がり速度

（材齢２８日）

曲げ性能

（材齢２８日）

吸水性

（７２時間）

１５％ 以下３ 以上

０．３５～０．５５保水係数 粘調係数 ０．５０～１．００

既製調合モルタル

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤

等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

性能　 ※ 建築材料等品質性能表による　 ・ 

1.　施工数量調査

2.　材料

　
　
共
通

工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 注入量(ml/m)

※ 自動式低圧エポキシ ・ 130　  ・ 
0.2 以上～1.0 以下 ※ 200～300　 ・ 

樹脂注入工法 ・ 

・ 手動式エポキシ樹脂

注入工法
0.3 以上～0.5 未満 ・ 100～200　 ・ ・ 70　　 ・ 

・ 機械式エポキシ樹脂

注入工法

4-1　
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改修工法

1. ひび割れ部 ※ 樹脂注入工法

改修工法

2. 欠損部

充填材料　 ・ エポキシ樹脂モルタル　 ・ ポリマーセメントモルタル

0.2 以上～0.3 未満 ・  50～100　 ・ ・ 40　　 ・ 

0.5 以上～1.0 以下 ・ 150～250　 ・ ・ 130　  ・ 

4-2 劣化モルタル層の撤去

・ あり（撤去部分 ・ 全面　 ・ 図示） ・ なし

1. 既存ﾓﾙﾀﾙ塗り

　　 　　の撤去

2. ひび割れ部

3. 欠損部

改修工法

工法

本数

(本/㎡)

一般部 指定部 一般部 指定部

・ アンカーピンニング部分 ※ 16 ※ 25 ※ 25
― ― ―

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ 

・ アンカーピンニング全面 ※ 13 ※ 20 ※ 12 ※ 20 ※ 25
―

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・ ・ 

・ アンカーピンニング全面 ※ 13 ※ 20 ※ 12 ※ 20 ※ 50
―

ポリマーセメントスラリー注入工法 ・ ・ ・ ・ ・ 

・ 注入口付アンカーピンニング部分 ※  9 ※ 16 ※ 25
― ―

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ 

・ 注入口付アンカーピンニング全面 ※  9 ※ 16 ※  9 ※ 16

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・ 

・ 注入口付アンカーピンニング全面 ※  9 ※ 16 ※  9 ※ 16 ※ 50

ポリマーセメントスラリー注入工法 ・ ・ ・ ・ ・ 

・ 充填工法 ― ― ― ― ― ―

・ モルタル塗替え工法 ― ― ― ― ― ―

（指定部とは見上げ面、庇の鼻、まぐさ隅角部分等を指す）

アンカーピン
注入口箇所数

(箇所/㎡)

アンカーピン本数及び注入口箇所数の特例

※ 25

・ 

工法の種類

※ 浮き面積が1m2以下の場合及び狭幅部（幅200mm以下で帯状にはく離している幅の狭い箇所）では

4.  浮き部

アンカーピン

※ ステンレス鋼(SUS304) 呼び径4mmの丸棒で、全ネジ切り加工をしたもの

・ 

注入口付アンカーピン

材料

※ ステンレス鋼(SUS304) 呼び径外径6mm　 ・ 

改修工法

※ 25

・ 

(本/㎡)

一般部 指定部 一般部 指定部

・ アンカーピンニング部分 ※ 16 ※ 25 ※ 25
― ― ―

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ 

・ アンカーピンニング全面 ※ 13 ※ 20 ※ 12 ※ 20
―

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・ 

・ アンカーピンニング全面 ※ 13 ※ 20 ※ 12 ※ 20 ※ 50
―

 ポリマーセメントスラリー注入工法 ・ ・ ・ ・ ・ 

・ 注入口付アンカーピンニング部分 ※  9 ※ 16 ※ 25
― ― ―

 エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ 

・ 注入口付アンカーピンニング全面 ※  9 ※ 16 ※  9 ※ 16

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・ 

・ 注入口付アンカーピンニング全面 ※  9 ※ 16 ※  9 ※ 16 ※ 50

ポリマーセメントスラリー注入工法 ・ ・ ・ ・ ・ 

・ 注入口付アンカーピンニング
・ ・ ― ― ―

エポキシ樹脂注入タイル固定工法

・ タイル部分張替工法 ― ― ― ― ― ―

・ タイル張替工法 ― ― ― ― ― ―

※ 25

・ 

※ 25

・ 

本数

アンカーピン
注入口箇所数

(箇所/㎡)工法の種類

[4.4.2]

・ 150～250　 ・ 

・ 100～200　 ・ 

・  50～100　 ・ 

・ 130　　・ 

5. 浮き部

8.　アルミニウム製笠木 種類　 ・ オープン形式

・ シール形式

・ 板材折曲げ形 (本体幅:　　　mm　板厚: ※ 2.0mm  ・　　　mm)

板材折曲げ形 (本体幅:　　　mm　板厚: ※ 2.0mm  ・　　　mm)

・ 250形　・ 300形　・ 350形

・ 行わない

下地補修の工法　 ※ 図示　　 ・ 

板材折曲げ形の笠木の取付方法　　 ※ 図示　　 ・ 

笠木の固定金具の工法等

既存笠木等の撤去 ・ 行う (範囲:　・ 図示　 ・　　　　　　　　　)

着色 ( ・ アンバー ・ ブロンズ ・ ブラック系　 ・ ステンカラー )

表面処理　種別(　　)種　皮膜等の種類(※ 改修標仕表5.2.2による　 ・　　　　　　　　　 )

[3.9.2, 3]

※ 適用する　(1一般共通事項により製造所の指定による)　　・適用しない

耐風圧性能（建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法）

・ 

鋼管製といの防露巻き　　 ・ 適用する

たてどい受金物の取付け　 ※ 図示　　 ・ 

・ 適用しない

 取付け 　　※ 水はけがよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填

ルーフドレン

既存のといその他の撤去、降雨に対する養生方法　　※ 図示　・　

防露材のホルムアルデヒドの放散量　 ※ F☆☆☆☆　　・ 

とい受け金物及び足金物の材種、形状及び留付け間隔　※改修標仕表3.8.2による　　・ 図示

(施工箇所及び工法: ※  改修標仕表3.8.4による ・ 図示　 ・ 　　　　　　)

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

多雪地域の軒どいの留付け間隔の適用　　・　あり　　　・　なし

品質・性能及び試験方法　 ※ JIS A 6024による　 ・ 

品質・性能及び試験方法　 ※  JIS A 6024による　 ・ 

品質・性能及び試験方法　 ※  JIS A 6024による　 ・ 

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

4.9N/mm2以上4.9N/mm2以上0.49N/mm2以上３％以下

エポキシ樹脂　　 ※ 低粘度形（0.5㎜未満）　　 ※ 中粘度形又は高粘度形（0.5㎜以上）

コア抜取り検査　  

抜取り部の補修方法　 ※ 図示　　 ・ 

充填材料　　 ※ 1成分形又は2成分形ポリウレタン系　　 ・ 

ポリマーセメントモルタルの充填　 ※ 行う　 ・ 行わない

抜取り個数　　　　　 ※ 長さ500mごと及びその端数につき1個　　・ 

※ 充填工法　　　　　 　　　

[4.1.4][4.2.4～6]

 [4.2.4] [4.3.5] [4.4.5] [4.5.2]

・ モルタル塗替え工法

・ 充填工法

充填材料　 ・ エポキシ樹脂モルタル　　 ・ ポリマーセメントモルタル

仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の処置　 ※ 図示　 ・ 

既製目地材　・ 使用する（形状　　　　　　　　　）

・　現場調合材料　　・ 既調合材料モルタル　

[4.1.4][4.3.5][4.3.9, 10]

エポキシ樹脂　　 ※ 低粘度形（0.5㎜未満）　　 ※ 中粘度形又は高粘度形（0.5㎜以上）

　　　　　　　　 ※ 硬質形（ひび割れ挙動小）　　 ※ 軟質形（ひび割れ挙動大）

・ Uカットシール材充填工法

ポリマーセメントモルタルの充填　 ・ 行う　 ・ 行わない

種類　　 ※ 1成分形又は2成分形ポリウレタン系　　 ・ 

・ 可とう性エポキシ樹脂充填（1.0㎜未満の挙動するひび割れ及び1.0㎜以上の挙動しないひび割れ）

・ シーリング材充填（1.0㎜を超え挙動するひび割れ）

・ シール工法（ひび割れ0.2㎜未満）

・ シーリング材充填（1.0㎜を超え挙動するひび割れ）

・ 可とう性エポキシ樹脂充填（1.0㎜未満の挙動するひび割れ及び1.0㎜以上の挙動しないひび割れ）

・ シール工法（ひび割れ0.2㎜未満）

材料　 ・ パテ状エポキシ樹脂　 ・ 可とう性エポキシ樹脂

材料　 ・ パテ状エポキシ樹脂　 ・ 可とう性エポキシ樹脂

[4.1.4][4.2.8]

[4.1.4][4.3.5～8]

(ml/箇所)

注入量

注入口への

(ml/箇所)

注入口付ピン

への注入量

※ 25

・ 

・ 

※ 25

 [4.1.4][4.3.5][4.3.11～16]

[4.1.4][4.2.2][4.4.9～15]

ピン固定用・ 

(ml/箇所)

への注入量

注入口付ピン

ピン固定用・ 
注入口への

注入量

(ml/箇所)

※ 25

・ 

※ 25

・ 

該当する改修標仕の項[4.3.11～15]の(1)の指示に従う

充填工法・モルタル塗替え工法

※ 3.欠損部改修工法による

1.  既存タイル

張りの撤去

・ 外壁タイル張り全面　　・ 図示の範囲

   撤去範囲　※ 下地モルタルまで　・ 張付けモルタルまで　・ タイルのみ

4-3　
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2. ﾀｲﾙの形状

寸法等

 [4.4.2]

補修又は張替に使用するタイル

吸水率に 耐凍
主な用途に うわぐすり 役物 色

形状寸法 よる区分 再生材の 害性

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

標
準

特
注

よる区分 備考
(mm) 施 無 適用

(施工箇所) 有 無 有 無
ゆう ゆう

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　　 ・ 行う　　 ・ 行わない

見本焼き　　 ・ 行う　　 ・ 行わない

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

改修工法

工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 注入量(ml/m)

※ 自動式低圧エポキシ
0.2 以上～1.0 以下 ※ 200～300   ・ 

樹脂注入工法

・ 手動式エポキシ樹脂

注入工法

・ 機械式エポキシ樹脂

注入工法

・ 樹脂注入工法

・ 130　・ 

0.3 以上～0.5 未満

0.2 以上～0.3 未満

0.5 以上～1.0 以下

・ 100～200　 ・ 

・  50～100　 ・ 

・ 150～250　 ・ 

・ 70　　 ・ 

・ 40　　 ・ 

・ 130　  ・ 

改修箇所　※ 既存タイル張り面

          ・ 既存タイル撤去面（・ コンクリート面　・ モルタル面）

工法

3. ひび割れ部

エポキシ樹脂　　 ※ 低粘度形（0.5㎜未満）　　 ※ 中粘度形又は高粘度形（0.5㎜以上）

　　　　　　　　 ※ 硬質形（ひび割れ挙動小）　　 ※ 軟質形（ひび割れ挙動大）

・ Uカットシール材充填工法

ポリマーセメントモルタルの充填　 ・ 行う　 ・ 行わない

種類　　 ※ 1成分形又は2成分形ポリウレタン系　　 ・ 

・ シーリング材充填（1.0㎜を超え挙動するひび割れ）

・ シール工法（ひび割れ0.2㎜未満）

材料　 ・ パテ状エポキシ樹脂　 ・ 可とう性エポキシ樹脂

・ 可とう性エポキシ樹脂充填（1.0㎜未満の挙動するひび割れ及び1.0㎜以上の挙動しないひび割れ）

下地調整材塗りの接着力試験

シーリング材の種類

・ 行う　 ・ 行わない

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地 ※ ポリウレタン系　　 ・ 

伸縮調整目地その他の目地 ※ 変成シリコーン系　 ・ 

タイルの種類 ・　外装タイル　　・ ユニットタイル

目地詰め ※ 行う　・ 行わない

・ 有機系接着剤による陶磁器質タイル張り

・ 行う　 ・ 行わない

改修工法

4. 欠損部 ・ タイル部分張替え工法

張付け材料 ・ ポリマーセメントモルタル

・ 外装壁タイル接着剤（JIS A 5557による）

（ ※ 一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系　 ・ 一液反応硬化形ウレタン樹脂系）

目地詰め　　※ 行う　・ 行わない

1か所当たりの張替え面積が0.25㎡を超える場合　※ 図示

・ タイル張替え工法

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地位置 ※ 改修標仕表4.4.2による　　・ 図示

※　目荒し工法　・　コンクリート素地面の下地処理

・ セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

下地モルタル塗りの接着力試験

タイル張りの工法 外装タイル　　　 ・ 密着張り　　 ・ 改良圧着張り　　

ユニットタイル　 ・ マスク張り　 ・ モザイクタイル張り

・ 既調合モルタル

予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

・ 既調合目地材

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤等を

[4.1.4][4.4.5, 7，8]

 [4.4.5]

[4.1.4] [4.4.5, 6]

（指定部とは見上げ面、庇の鼻、まぐさ隅角部分等を指す）

アンカーピン本数及び注入口箇所数の特例

移動する

※ 穿孔位置がタイル陶片にかかる場合は、穿孔位置を近傍のタイル目地部分に釣り合いを保ちながら

※ 浮き面積が1m2以下の場合及び狭幅部（幅200mm以下で帯状にはく離している幅の狭い箇所）では

アンカーピン

材料

箇所数は該当する改修標仕の項[4.3.11～15]の(1)の指示に従う。

※ ステンレス鋼(SUS304) 呼び径4mmの丸棒で、全ネジ切り加工をしたもの

注入口付アンカーピン

・ 

タイル部分張替え工法・タイル張替工法

※ ステンレス鋼(SUS304) 呼び径外径6mm　 ・ 

※ 4.欠損部改修工法による

・ 目地ひび割れ部改修工法

・ 伸縮調整目地改修工法

6. 目地改修工法 [4.1.4][4.4.16]

伸縮調整目地の位置及び寸法　　※ 図示　　・ 

シーリング材の種類 　　 ※ 図示　　・ 

[4.5.4]4-4　
　
塗
り
仕
上
げ
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※ 既存仕上げ面全体　・ 図示

処 理 範 囲工 法
下地処理

除去及び

既存塗膜の劣化部の除去、下地処理及び下地調整の工法1. 既存塗膜等の

・ 

(既存塗膜の除去範囲は処理面積の30%とする)

※ 既存仕上げ面全体　・ 図示 ・ 

既存塗膜の除去範囲は既存塗膜の劣化部とする

高圧水洗機の加圧力　 ※ 試験施工による ・ 30MPa程度以上 ・ 

※ 既存仕上げ面全体　・ 図示 ・ 

・ サンダー工法

・ 高圧水洗工法

・ 塗膜はく離剤工法

・ 水洗い工法 ※ 既存仕上げ面全体　・ 図示 ・ 

下地調整塗材 ※ 下地調整塗材　 ・ ポリマーセメントモルタル

2. 仕上げ塗材 [4.1.5][4.5.2][表4.5.1]

・ 防水形複層塗材RE

防火
種　　類 呼び名 仕上げの形状及び工法等

材料

・ 外装薄塗材Si  ・ ・ 砂壁状

・ 可とう形外装薄塗材Si  ・ ・ ゆず肌状 ( ・ 吹付け ・ ローラー塗り)

・ 外装薄塗材E  ・ ・ さざ波状 ・ 平たん状
・ 薄付け仕上塗材

・ 可とう形外装薄塗材E  ・ ・ 凹凸状　 ( ・ 吹付け ・ こて塗り　　)

・ 防水形外装薄塗材E  ・ ・ 着色骨材砂壁状(・ 吹付け ・ こて塗り)

・ 外装薄塗材S  ・ 

・ 外装厚塗材C  ・ 

・ 外装厚塗材Si  ・ 

・ 外装厚塗材E  ・ 

・ 複層塗材CE  ・ 

・ 可とう形複層塗材CE  ・ 

・ 複層塗材Si  ・ 

・ 複層塗材E  ・ 

・ 複層塗材RE  ・ 

・ 防水形複層塗材CE  ・ 

・ 防水形複層塗材E  ・ 

 ・ 

上塗材　　・ 適用する　 ・ 適用しない

・ 吹放し　 ・ 凸部処理　 ・ かき落とし

・ 平たん状　・ 凹凸状　 ・ ひき起こし 

　（・ こて塗り　・ ローラー塗り）

耐候性　※ 耐候形3種　・ 

・ ゆず肌状 ・ 凸部処理　 ・ 凹凸状

 ・ ・ 平たん状

 ・ ・ さざ波状
仕上塗材

 ・ ・ ゆず肌状

・ 可とう形改修用
・ 可とう形改修塗材E

・ 可とう形改修塗材RE

・ 可とう形改修塗材CE

複層仕上塗材及び可とう系改修塗材の上塗り材の樹脂、外観、溶媒の種類

溶媒　　・ 溶剤系　・ 弱溶剤系　・ 水系

樹脂　　・ アクリル系 ・ シリカ系　・ ポリウレタン系　・ アクリルシリコン系　・ ふっ素系 

外観　　・ つやあり　 ・ つやなし　・ メタリック

つやなし及びメタリックは、可とう形複層塗材、防水形複層塗材及び可とう形改修塗材に適用しない

[表4.5.2]

塗材塗り

種別　 ・ A種

・ B種

3. マスチック [4.6.2][表4.6.1]

4. 外壁用塗膜

防水材

仕上げの形状及び工法

・ ゆず肌状　・ さざ波状（ローラー塗り）

・ 凹凸状　・ 凸部処理（吹付け）　

仕上塗料の種類　　※ 製造所の指定による　　・ 　

模様材の種類　    ※ 製造所の指定による　　・ 　

仕上塗材の耐候性　※ 耐候性3種　　・　

下地挙動緩衝材 　 ・ 用いる　・ 用いない

[4.7.2,3][表4.7.1]

・ 厚付け仕上塗材

・ 複層仕上塗材

5　
　
建
具
改
修
工
事

1.  一般事項

・ アルミニウム製建具

・ 樹脂製建具

・ 鋼製建具

・ 内部

・ 外部

・ 鋼製軽量建具

・

ー

・

・

・

・

・

ー

・

・

・

・

建具の種類 かぶせ工法 撤去工法 適用箇所

・ 建具表による　・ 

・ 建具表による　・ 

・ 建具表による　・ 

・ 建具表による　・ 

・ 建具表による　・ 

・ 建具表による　・ ・ ステンレス製建具

新規に建具を設ける場合

防火戸

見本の製作等

壁部分の開口の開け方　 ※ 図示　　 ・ 

新規建具周囲の補修工法及び範囲　　 ※ 図示　　 ・ 

建具見本の製作　 ・ 行う(建具符号:　　　　　　)　・ 行わない

特殊な建具の仮組 ・ 行う(建具符号:　　　　　　)　・ 行わない

防犯建物部品 ・ 適用する (　　　　　　　　　)　 適用箇所 ( ・ 建具表による ・　　　　　　　　)

・ 適用しない

 ※ 建具表による　　 ・　　　　　　　　　

 [5.1.3～5、7]

5　
　
建
具
改
修
工
事
つ
づ
き

2.  アルミニウム製建具 性能等級

耐風圧性、気密性及び水密性の等級

外部に面する建具 ・ A種 (建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

・ B種 (建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

・ C種 (建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

防音ドアセット、防音サッシ　　 ・ 適用する　遮音性の等級 (　　)

( 建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　 )

[5.2.2～ 5]

・ 適用しない

断熱ドアセット、断熱サッシ　　 ・ 適用する　断熱性の等級 (　　)

( 建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　 )

・ 適用しない

耐震ドアセット　　　・ 適用する　面内変形追随性の等級 (　　)

(建具符号: ・ 建具表による　 ・　　　　　　 )

・ 適用しない

表面処理

水切り板、ぜん板　　 ※ 図示　　 ・ 

皮膜等の種類 ( ※ 改修標仕表5.2.2による　 ・　　　　　 )

皮膜等の種類 ( ※ 改修標仕表5.2.2による　 ・　　　　　 )

枠の見込み寸法　　 ・ 70　・ 100　 ・ 建具表による　　 ・ 

外部に面する建具　 ・ BB-1種　　・ BB-2種　　・ 

着色 ( ・ 標準色　・ 特注色　・　　　　)

屋内の建具　　　　 ・ BC-1種　　・ BC-2種　　・ 

着色 ( ・ 標準色　・ 特注色　・　　　　)

結露水の処理方法　　 ※ 排水式 　　 ・ 水貯め式　　・  

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

種類 材 種 線 径 網 目

※ 合成樹脂製
※ 0.25mm以上 ※ 16～18メッシュ

・ ガラス繊維入り合成樹脂製
・ ・ 

・ ステンレス(SUS316)製

・ 防虫網

3.  網戸等

性能等級 [5.3.2～5]

防音ドアセット、防音サッシ　　 ・ 適用する　遮音性の等級 ( ・ T-1　・ T-2 )

(建具符号: ・ 建具表による　 ・ 　　　　)

・ 適用しない

(建具符号: ・ 建具表による　 ・ 　　　　)

耐風圧性、気密性及び水密性の等級

外部に面する建具　 ・ A種 (建具符号: ・ 建具表による　 ・ 　　　　　　)

・ B種 (建具符号: ・ 建具表による　 ・ 　　　　　　)

・ C種 (建具符号: ・ 建具表による　 ・ 　　　　　　)

断熱ドアセット、断熱サッシ ・ 適用する　　断熱性の等級　 ( ・ H-4　・ H-5　・ H-6　・ H-7　・ H-8)

 ・ 適用しない

外部に面する建具の日射熱取得製の等級　 （ ・        )(建具符号:　※ 建具表による　 ・　　　　 )

ガラス　　　 ※ 複層ガラス　 ・ 単層ガラス　　 ・ 三層ガラス

枠の見込み寸法　　　 ※ 建具表による　 ・ 

表面色　　　 ※ 標準色　　　 ・ 特注色

水切り板、ぜん板　 ※ 図示　 ・ 

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

性能等級

簡易気密型（ドアセット） ・ 適用する　(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　 )

・ 適用しない

防音ドアセット、防音サッシ　　 ・ 適用する　遮音性の等級 (　　)

(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　　 )

外部に面する建具の耐風圧性　　 ・ S-4種　 (建具符号: ※ 建具表による　　 ・　　　　　　　　 )

・ S-5種　 (建具符号: ※ 建具表による　　 ・　　　　　　　　 )

・ S-6種　 (建具符号: ※ 建具表による　　 ・　　　　　　　　 )

[5.2.2][5.4.2～6]

・ 適用しない

断熱ドアセット、断熱サッシ　　 ・ 適用する　断熱性の等級 (　　)

(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　　 )

・ 適用しない

耐震ドアセット　　 ・ 適用する　面内変形追随性の等級 (　　)

(建具符号: ※ 建具表による　　 ・　　　　　　　　 )

・ 適用しない

ステンレス鋼板　※ SUS304,SUS430J1又はSUS443J1　

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※ HL　　・ 

鋼板厚み　　　 ※ 図示　　 ・ 

鋼板類の厚さ　※改修標仕表5.4.2による　　・　

片開き、親子開き及び両開き戸の1枚の戸の有効開口幅が950mm又は有効高さが2,400mmを超える場合

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

※ 建具表による　　・ 標準型鋼製建具の形式及び寸法

[5.6.3]

性能等級

簡易気密型（ドアセット）　 ・ 適用する　(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　 )

・ 適用しない

防音ドアセット、防音サッシ　　 ・ 適用する　遮音性の等級 (　　)

(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

[5.2.2][5.5.2～5]

・ 適用しない

断熱ドアセット、断熱サッシ　　 ・ 適用する　断熱性の等級 (　　)

(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

・ 適用しない

耐震ドアセット　　 ・ 適用する　面内変形追随性の等級 (　　)

(建具符号: ※ 建具表による　　 ・　　　　　　　　 )

・ 適用しない

ステンレス鋼板　※ SUS304,SUS430J1又はSUS443J1　

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※ HL　　・ 

召合せ、縦小口包み板の材質　　　 ※ 鋼板　　 ・ 

片開き、親子開き及び両開き戸の1枚の戸の有効開口幅が950mm又は有効高さが2,400mmを超える場合

※ 図示　　　 ・ 

鋼板の厚さ　　　 ※ 改修標仕表5.5.1による　　 ・ 建具表による

鋼板　　 ※ 亜鉛めっき鋼板　 ・ ビニル被膜鋼板　 ・ カラー鋼板　 ・ ステンレス鋼板

標準型鋼製建具の形式及び寸法 ※ 建具表による　　・ 

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

4.  樹脂製建具

5.　鋼製建具

6.　鋼製軽量建具

性能等級 [5.2.2] [5.4.2] [5.6.2～5]

耐風圧性、気密性及び水密性の等級

耐風圧性の等級　　（　　　　　　）(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

気密性の等級　　　（　　　　　　）(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

水密性の等級　　　（　　　　　　）(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

防音ドアセット、防音サッシ　　 ・ 適用する　遮音性の等級 (　　)

(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

・ 適用しない

断熱ドアセット、断熱サッシ　　 ・ 適用する　断熱性の等級 (　　)

(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

・ 適用しない

耐震ドアセット　　 ・ 適用する　面内変形追随性の等級 (　　)

(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　　)

・ 適用しない

ステンレス鋼板の曲げ加工　　 ※ 普通曲げ　　 ・ 角出し曲げ

鋼板　 ※ SUS430JIL、SUS443J1、SUS304　・ 

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

7.　ステンレス製建具

仕上塗材の種類

2024.07改訂

図 名

事 業 名 NO.SCALE

No Scale

上田東北消防署　庁舎改修工事事業年度

R-07
設計者氏名　小福田　洋

一級建築士　大臣登録　第292990号

長野県知事登録　第上田N-78311号

住　所　長野県上田市住吉55番地2

代表者　品田　和久

株式会社

調査範囲　・ 外壁改修範囲　・ 図示の範囲

建築改修工事　特記仕様書 ２

・ Uカットシール材充填工法

・ ゆず肌状 ( ・ 吹付け ・ ローラー塗り)

表面仕上げ　 ・ HL仕上げ　　 ・ 鏡面仕上げ　 ・ 

A-02



ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

2024.07改訂

図 名

事 業 名 NO.SCALE

No Scale

上田東北消防署　庁舎改修工事事業年度

R-07
設計者氏名　小福田　洋

一級建築士　大臣登録　第292990号

長野県知事登録　第上田N-78311号

住　所　長野県上田市住吉55番地2

代表者　品田　和久

株式会社
建築改修工事　特記仕様書 ３ A-03

[6.5.3、4]

建
具
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修
工
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[6.1.3]6　
　
内
装
改
修
工
事

1.  改修範囲等 既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う ・ 図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

※ 既存のまま　 ・ 図示

※ 壁面より両側600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・ 図示

下地補修

2.  既存床の撤去及び

合成樹脂塗床材の除去工法　　 ・ 機械的除去工法　 ・ 目荒し工法

[6.2.2]ビニル床シート等の除去　　　※ 仕上げ材のみ（接着剤とも）

・ 下地モルタルとも（・ 図示の範囲　・除去範囲全て）

建物内部の木製建具に使用する材料、接着剤、塗料のホルムアルデヒド放散量

・ フラッシュ戸

建具材の加工、組立時の含水率　　※ A種　 ・ B種

※ F☆☆☆☆又は規制対象外　 ・ 

接着の程度　 水掛かり箇所( ※ 1類　）その他（※ 2類　)

・ 普通合板

表面材の合板の種類

板面の品質

広葉樹　※ 1等　・ 

表面板の

厚さ(mm)
備 考規 格 等合板の種類

針葉樹　・ 

[5.7.2～4]8. 木製建具

樹種名 (　　　　　　　　　　　)

※ 2.5以上

・ 

※ 3.2以上
・ 天然木 化粧合板 樹種名 (　　　　　　　　　　　)

・ 

化粧加工の方法

( ・ オーバーレイ ・ プリント ・ 塗装 )
・ 特殊加工 化粧合板 ※ 2.4以上

表面性能 
・ 

 ( ・ F　・ FW ・ W　・ SW ) タイプ

表裏面の状態による区分　（　　　　）

曲げ強さによる区分　（　　　　　）

難燃性による区分　　（　　　　　）

接着剤による区分　　（　　　　　）
・ MDF

召し合わせかまちのいんろう付け　 ・ なし　　 ・ あり

枠、くつずりの材料　 　　※ 建具表による　　 ・ 

金物の種類及び見え掛り部の材質　 ※ 改修標仕表5.8.1による　・ [5.8.1, 2]

建具に使用する丁番　　　　 ※ 改修標仕表5.8.2～4による　・ 

木製建具に使用する戸車とレール　　※ 改修標仕表5.8.5による　・ 

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付位置　　 ・ 建具表による　 ・ 

・ 錠前類

シリンダーサイド　 ※ 外側シリンダー、内側サムターン　 ・ 建具表による　 ・ 

・ クローザー類

ディレードアクション(遅延閉)機能　 ・ 建具表による　 ・ あり　 ・ なし

マスターキー、コンストラクションキーなどのキーシステムが構築できるものとする。 

その他の性能項目はグレード3とする。また鍵による施錠が可能なものはマスターキー、グランド

耐じん性能　　 ・ グレード1　  ・ グレード2

デッドボルトの出寸法　 ・ グレード3 (17mm)以上　　 ・ 

実用性能項目（JIS A 1541-1及びJIS A 1541-2による）

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

キーシステムの種類、構成　 ・ 錠製作時に監督員より指示する　　　・　　　

マスターキー　 ・ 製作する　　 ・ 製作しない

鍵の引き渡し

※ 錠1に対し対応する鍵3本を1組とし、室名札を付け、直接引き渡す

・ 錠1に対し対応する鍵3本を1組とし、室名札を付け、鍵箱に収納して引き渡す

[5.7.4]

[5.9.2, 3]

自動ドア 性 能 防 錆 凍結防止

・ SSLD-1

・ SSLD-2

・ DSLD-1
・ 

・ DSLD-2
・ 適用する

建具表による)
・ 適用しない

・ タッチスイッチ

・車椅子

使用者用

便房出入口

検出装置の性能と種類

・ 光線(反射)センサー

・ 熱線センサー

・ 音波センサー

・ 光電センサー

・ 電波センサー

・ 押しボタンスイッチ

・ 車椅子使用者用便房

　　スイッチ

・ 図示 ・ 

（・ 無線式　・ 光線式）

（・ 押しボタン ・ 非接触）

・ 行わない

(適用箇所は

・ 行う

※ 改修標仕

表5.9.1による

性能　※表5.9.3による

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

[5.11.2, 3]

引戸装置

[5.10.3]性能　 ※ 改修標仕表 5.10.1 による　　・ 

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

ステンレス鋼板　※ SUS304,SUS430J1又はSUS443J1　・　

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

シャッターの種類 耐 風 圧 強 度

・ 管理用シャッター 耐風圧強度 (　　　　　 ) N/m2

・ 外壁用防火シャッター 耐風圧強度 (　　　　　 ) N/m2

・ 屋内用防火シャッター

・ 屋内用防煙シャッター

開閉機能による種類　 ※ 上部電動式(手動併用)　　 ・ 上部手動式

電動式シャッターの急降下制動装置、急降下停止装置、障害物感知装置の設置場所　　※ 図示　　・  

管理用シャッターのシャッターケース　 ・ 設ける　 ・ 設けない

スラット及びシャッターケース用鋼板

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止装置　　　※図示　・ 

鋼板の種類　　 ・ JIS G 3302(溶融亜鉛めっき鋼板) ・ JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板) 

めっきの付着量　　 ※ Z12又はF12　 ・ 

ガイドレール、まぐさ、雨掛かりの座板、座板カバー、スイッチボックス類の蓋　

[5.13.2, 3]

開閉形式　　 ※ 手動式　 ・ 上部電動式(手動併用)

耐風圧強度　 (　　　　) N/m2

スラットの材質

・ JIS G 3312 (塗装溶融亜鉛めっき鋼板)

電動式シャッターの障害物感知装置の設置場所　　※ 図示　　・  

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

スラットの形状　 ・ インターロッキング形　　 ・ オーバーラッピング形

・ JIS G 3322 (塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板)めっき付着量 ( ※ AZ90　 ・　　　　 )

めっき付着量 ( ※ Z06又はF06　　 ・　　　　　)

[5.12.2～4]

開閉方式に 収納形式に
セクション材料による区分 耐風圧区分 ガイドレールの材質

よる区分 よる区分

・ 125 ・ スタンダード形
※ スチールタイプ ※ バランス式

・ 100 ・ ローヘッド形
・ アルミニウムタイプ ・ チェーン式

・　75 ・ ハイリフト形
・ ファイバーグラスタイプ ・ 電動式 ・ ステンレス鋼板

・　50 ・ バーチカル形

※ 溶融亜鉛めっき鋼板

（めっき付着量※Z27）

9.  建具用金物

10.  自動ドア開閉機構

11.  自閉式上吊り

12. 重量シャッター

13. 軽量シャッター

14. オーバーヘッドドア

・ かまち戸　　　かまち樹種 (　　　　)　鏡板樹種 (　　　　)

見込み寸法　 ※ 36mm　 ・ 建具表による　・ 

・ ふすま　　　　張りの種別 ( ・ Ⅰ型　 ・ Ⅱ型 )

上張り　 ・ 鳥の子　 ・ 新鳥の子又はビニル紙程度　 押入等の裏側は雲花紙程度

縁仕上　 ・ 塗り縁　 ・ 生地縁(素地)　　 ・ 生地縁(ウレタンクリヤー塗装)

見込み寸法　 ※ 19.5mm　 ・ 建具表による　　 ・ 

・ 戸ぶすま　　　見込み寸法　 ※ 30mm　　 ・ 建具表による　　 ・ 

・ 紙張り障子　　見込み寸法　 ※ 30mm　　 ・ 建具表による　　 ・ 

・ 

※ 改修標仕

表5.9.2による

障害物感知装置の設置場所　　※ 図示　　・  

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

・ すり板ガラス　　　　厚さ(ミリ)　 ※ 図示　 ・ 

・ 型板ガラス　　　　　厚さ(ミリ)　 ※ 図示　 ・ 

・ フロート板ガラス　　厚さ(ミリ)　 ※ 図示　 ・ 

・ 磨き板ガラス　　　　厚さ(ミリ)　 ※ 図示　 ・ 

模様　　　　 ・ 梨地　 ・ かすみ　 ・ その他（　　　　　　　　　　）

・ 合わせガラス

・ 網入板ガラス、線入板ガラス

種 類 網 種 厚さ(ミリ)

・ 網入磨き板ガラス ・ かく網
・ 網入板ガラス

・ 網入型板ガラス ・ ひし網

・ 線入磨き板ガラス
・ 線入板ガラス

・ 線入型板ガラス

※ 図示　 ・ 

板の表面の状態

材料板ガラス種類及び厚さの組合せ特性による種類　・ Ⅰ類　・ Ⅱ-1類　・ Ⅱ-2類　・ Ⅲ類

材料板ガラス種類の組合せ

材料板ガラスの厚さの組合せ、合わせガラスの全体厚さ　 ※ 建具表に図示　　 ・  

　※ 建具表に図示　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ 強化ガラス

材料板ガラスによる種類

・ Ⅰ類　 ・ Ⅲ類・ 型板強化ガラス

・ 熱線反射強化ガラス

特性による種類

・ フロート強化ガラス（※ 平面　・ 曲面)

※ 4

※ 図示　 ・ 

※ 図示　 ・ 

厚さ(ミリ)

・ 熱線吸収板ガラス

・ 熱線吸収フロート板ガラス

・ 熱線吸収磨き板ガラス

・ 熱線吸収網入磨き板ガラス

・ 熱線吸収線入磨き板ガラス

・ 熱線吸収網入型板ガラス

板ガラスによる種類 厚さ(ミリ)

※ 図示　 ・ 

※ 6.8

性能による種類

・ 1種（5㎜日射取得率0.8以下）

・ 2種（5㎜日射取得率0.7以下）

・ 複層ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ、複層ガラスの全体厚さ　 ※ 建具表に図示　　 ・ 

断熱性による区分　（ ・ T1 ・ T2 ・ T3 ・ T4 ・ T5 ・ T6)

日射取得性及び日射遮蔽性による区分（ ・G（日射熱取得率0.5以上）　・ S（日射熱取得率0.49以下））

乾燥気体の種類　（ ・ 空気　・ アルゴン　・ クリプトン　・ ネオン）

板ガラスによる種類

・ 熱線反射ガラス

・ 熱線吸収フロート板ガラス

・ 熱線吸収磨き板ガラス

・ 平面強化ガラス

・ 倍強度ガラス

・ 磨き板ガラス

・ フロート板ガラス

厚さ(ミリ)

※ 図示　 ・ 

耐久性による区分日射遮へい性による区分

・ 2種（日射熱取得率0.55以下）

・ 3種（日射熱取得率0.40以下）

・ 1種（日射熱取得率0.70以下）

・A種

・B種

反射被膜面　 ・ 内面　　 ・ 外面

映像調整　　 ・ 行わない　　 ・ 行う

・ 倍強度ガラス

厚さ(ミリ) 備 考名 称 材料板ガラスによる種類

熱線反射倍強度ガラス

フロート倍強度ガラス

・ フロート板ガラス

・ 磨き板ガラス

・ 熱線吸収フロート板ガラス

・ 熱線吸収磨き倍板ガラス
・ 

※ 図示

・ 熱線反射ガラス

ガラスの留め材及び溝の大きさ

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)

・ シーリング材

・ ガスケット
・ 図示

・ グレイジングチャンネル形
・ 

・ 

・ シーリング材
鋼製及び鋼製軽量

・ ・ 図示　 ・ 

・ シーリング材
ステンレス製

・ 図示　 ・ 

※ 製造所の仕様による

※ 製造所の仕様による

※ 製造所の仕様による

・ 

アルミニウム製

樹脂製

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

15. ガラス

16. ガラスブロック

[3.7][5.14.2～4]

[3.7][5.14.5]

厚さ 色調 目地幅(mm) 伸縮調整
表面形状 呼び寸法 防火性能

(mm) クリア 乳白 平積み 曲面積み 目地(mm)

・ 125×125 80  ・  ・ 

・　95 外側
・ 160×160  ・  ・ ※ 6m以下

・ 125 ※ 15以下
・ 正方形 ※ 8～15 ごとに ※ 無し

・　95 ・ 
・ 200×200  ・  ・ ・ 15～25 10～25

・ 125 内側
・ ・ 図示 ・ 有り

・ 320×320 95  ・  ・ ※ 6以上
・ 

・ 250×125 80  ・  ・ ・ 
・ 長方形

・ 320×160 95  ・  ・ 

曲面積みの曲率半径は、ガラスブロックの幅寸法の10倍以上とする。

壁用金属枠及び補強材　　 ・ 設ける ( 形状　※ 図示　 ・　　　　　　 )

化粧目地モルタルの色　(　　　　　　　　　　)

シーリング材　　 ・ 標仕表9.7.1の被着体の組合せで適合するもの　・ 

金属製化粧カバー　材質　 ・ ステンレス製　　 ・ アルミニウム製

寸法、形状　　 ※ 図示　　 ・ 

工法

力骨　材質　 ※ ステンレス鋼(SUS304)　　 ・ 図示　　 ・ 

寸法　 ※ 径5.5mm　　　・ 図示　　 ・ 

形状　 ※ はしご形状複筋及び単筋　 ・ 図示　　 ・ 

耐風圧性能（建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法）

※ 適用する　(1一般共通事項により製造所の指定による)　　・適用しない

目地部の力骨の補強方法

※ ガラスブロック製造所の仕様による　　 ・ 図示　　 ・ 

・ 設けない

名 称 種 類 張 り 面 性能値

・ ガラス飛散防止フィルム GS ※ 内張り　 ・ 外張り 飛散防止率D1

・ 日射調整フィルム

・ 

品質　JIS A 5759による

17. ガラス用フィルム

3.  既存壁の撤去及び 間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修 [6.3.2]

下地補修 ※ 改修標仕4.3.10によるモルタル塗り

モルタル　 ・　現場調合材料　　・ 既調合材料

既製目地材　・ 使用する（形状　　　　　　　　　）

仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の処置　 ※ 図示　 ・ 

・ 

5.  木下地等

5-1.　表面仕上げ

[6.5.1]木材の品質

・ 改修標仕6.5.2による　　 ・ 信州木材認証製品又は同等品　　　 ・ 市販品

造作材　※　A種　・ B種

木材の含水率

下地材　※　A種　・ B種

5-2.　製材 ・ 「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材 [6.5.2]

※ 10%以下　・ 

※ 10%以下　・ 

※ 10%以下　・ 

寸法 間伐材
施工箇所 樹 種 等 級 形 状 含 水 率

(mm) 等の適用

※ 2級　・ ※ A種　・ B種　・  ・ 

※ 2級　・ ※ A種　・ B種　・  ・ 

※ 2級　・ ※ A種　・ B種　・  ・ 

・ 「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

寸法 間伐材
施工箇所 樹 種 等 級 形 状 含 水 率

(mm) 等の適用

・ 上小節
※ A種　・ B種　・  ・ 

・ 小節 ・ 

・ 上小節
※ A種　・ B種　・  ・ 

・ 小節 ・ 

・ 上小節
※ A種　・ B種　・  ・ 

・ 小節 ・ 

・ 「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

寸法 間伐材
施工箇所 樹 種 等 級 形 状 含 水 率

(mm) 等の適用

※ 1級　・  ・ 

※ 1級　・  ・ 

※ 1級　・  ・ 

・ 「製材の日本農林規格」以外の製材

寸法 造作材の 間伐材
施工箇所 樹 種 防虫処理 難燃処理 含水率

(mm) 材面の品質 等の適用

(　　　　　　 ) ※ A種
・ 適用する ・ 適用する

造作材の場合 ・ B種  ・ 
・ 適用しない ・ 適用しない

(※ A種　・ B種) ・ 

ホルムアルデヒド放散量　 ※ 規制対象外　　・ 5-3.  造作用集成材 [6.5.2]

・ 「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

寸法 間伐材等の
施 工 箇 所 樹種 見付け材面の等級

(mm) 適用

※ 1等　　・ 2等  ・ 

※ 1等　　・ 2等  ・ 

※ 1等　　・ 2等  ・ 

・ 「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

化粧薄板の 芯材の 寸法 化粧薄板の 間伐材等の
施 工 箇 所 見付け材面の等級

樹種 樹種 (mm) 厚さ(mm) 適用

※ 1等　　・ 2等  ・ 

※ 1等　　・ 2等  ・ 

※ 1等　　・ 2等  ・ 

・ 「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

寸法 間伐材等の
施 工 箇 所 樹種 見付け材面の品質 含 水 率

(mm) 適用

 ・ 

 ・ 

 ・ 

・ 「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

化粧薄板の 芯材の 寸法 化粧薄板の 見付け 間伐材等の
施 工 箇 所 含水率

樹種 樹種 (mm) 厚さ(mm) 材面の品質 適用

 ・ 
・ 

※ 15%以下

※ 15%以下　・ 

※ 15%以下　・ 

※ 15%以下　・ 

[6.5.2]

積層材

5-4.  造作用単板 ホルムアルデヒド放散量　 ※ 規制対象外　　・ 

「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

厚さ 間伐材等の
施 工 箇 所 表面の化粧加工 防虫処理

(mm) 適用

・ 有り (加工 ・ 天然木加工 ・ 塗装加工) ・ 適用する
 ・ 

・ 無し (等級:　　　　　　) ・ 適用しない

「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

厚さ 間伐材等の
施 工 箇 所 表 面 の 品 質 防虫処理 含水率

(mm) 適用

・ 有り (加工 ・ 天然木加工 
・ 適用する

・ 塗装加工　) ※ 14%以下  ・ 
・ 適用しない

・ 無し (　　　　　　　　　)

[6.5.2]ホルムアルデヒド放散量　 ※ 規制対象外　　・ 

適用
接着性能品名

間伐材等の
施 工 箇 所 強度等級 種別 樹種名 寸法

5-5.  直交集成材

[6.5.2]ホルムアルデヒド放散量　 ※ 規制対象外　　・ 

状態）
（常時湿潤
※ 特類

・ 下地用合板

・ 適用しない針葉樹　※ C-D以上　・ ・ 2類・ 
 ・ 

・ 適用する広葉樹　※ 2等以上　・ 1等※ 1類※ 5.5

等の適用程度樹種名(mm)
防虫処理板面の品質施工箇所

間伐材接着の表板の厚さ

しない・ ・ 1級
しない

・ 適用
 ・ ・ 適用・ 

(　　　　)以上以上
・ 適用する※ 1類※ 12

・ 適用する※ C-D※ 2級

適用係数比
品質程度樹種名(mm)箇所

等の強度等級防虫処理断面等級
板面の接着の表板の厚さ施工

間伐材有効

・ 構造用合板

・ MDF

・ パーティクルボード

厚さ 表裏面の状態に 曲げ強さに 接着剤に 難燃性による
施 工 箇 所

(mm) よる区分 よる区分 よる区分 区分

※ 15 ※ 13タイプ ※ P又はM

・ ・ ・ 

厚さ 間伐材
施工箇所 防虫処理

(mm) 等の適用

・ 適用する
 ・ 

・ 適用しない

・ 天然木化粧合板

間伐材
施工箇所

等の適用

 ・ 

・ 特殊加工化粧合板

厚さ

(mm)
品目

接着の

程度

接着の

程度
化粧板に使用する単板の樹種

・ 適用する

・ 適用しない

防虫処理化粧加工の方法

・ オーバーレイ

・ プリント ・ 塗装

単板の樹種名

・ 構造用パネル

施 工 箇 所 厚さ(mm) 等 級

・ 1級　　・ 2級　　・ 3級　　・ 4級

厚さ 表裏面の状態に 曲げ強さに 接着剤に 難燃性による
施 工 箇 所

(mm) よる区分 よる区分 よる区分 区分

5-6.  合板等

5-7.  接合具等

接着剤　接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

造作材の化粧面の釘打ち　　※隠し釘打ち　・ 釘頭埋め木　・ つぶし頭釘打ち　・ 釘頭表し

諸金物の形状、寸法　　 ※ 標仕表6.5.3～5による　　・　図示 

諸金物の材質　　 ※ 標仕表8.20.1のF種程度　　・　図示

[6.5.5]

防虫

5-8.  防腐・防蟻

　 処理の方法　※製造所の仕様による　　・　図示

　 JIS K 1571付属書A（規定）に基づく表面処理用木材保存材による、処理の適用、薬剤の種類及び適用部位

適用部位(　　　　　　　　　　　　　　)

・ 防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材

適用部位:(　　　　　　　　　　　　　　　　　)

・ 薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適 用 部 位 保存処理性能区分

・ K2　 ・ K3　 ・ K4

・ K2　 ・ K3　 ・ K4

・ K2　 ・ K3　 ・ K4

適 用 部 位 薬剤の種類

※ 図示　・ 

※ 図示　・ 

※ 図示　・ 

・ 薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

・ 接着材への薬剤混入による防腐・防蟻処理

・ 合板等の加圧注入処理等による防腐・防蟻処理

適用部位(　　　　　　　　　　　　　　)

適用部位(　　　　　　　　　　　　　　)

・ 防虫処理

[6.5.6]

[6.5.7]

[6.5.8]

[6.5.9]

5-8.　木材材種

ホルムアルデヒドの放散量　　 ※ F☆☆☆☆　　・ 

窓、出入口その他

鉄筋コンクリート造等の内部間仕切軸組及び床組

間仕切軸組に用いる木材　 ※ 杉　 ・ 松　 ・ 図示　 ・ 

床組に用いる木材　　　　 ※ 杉　 ・ 松　 ・ 図示　 ・ 

土間スラブの類の場合　 ※ 保存処理木材　 ・ ひのき　 ・ 図示　 ・ 

吊元枠、水掛りの下枠及び敷居　 ※ ひのき　 ・ 図示　　 ・ 

縁甲板及び上がりがまちに用いる木材　 ※ ひのき　 ・ 図示　 ・ 

その他　　　　 ※ 杉　 ・ 松　 ・ 図示　　 ・ 

壁及び天井下地　 ※ 杉　 ・ 松　 ・ 図示　　 ・ 

野縁等の種類

屋外の軒天井、ピロティ天井等

※ 屋外 ( ※ 25 形　・ 19 形 )　　※ 屋内 ( ※ 19 形　・ 25 形 )

屋外での施工

補強方法　 ※ 図示　　 ・ 

・ 天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合

・ 天井のふところが3.0mを超える場合

補強方法　 ※ 図示　　 ・ 

・ 天井下地材における耐震性を考慮した補強

補強箇所　 ・ 図示　　 ・ 

補強方法　 ※ 図示　　 ・ 

・ 屋外の軒天井及びピロティ天井等における耐風圧性を考慮した補強

補強方法　 ※ 図示　　 ・ 

野縁受、つりボルト及びインサートの間隔及び周辺部の端からの距離　 ※ 図示　　 ・ 

野縁の間隔　　　 ※ 図示　　 ・ 

・ ダクト等の開口によりつりボルトの間隔が900mmを超える場合

スタッドの高さが5.0mを超える場合

スタッド、ランナーの種類

※ 図示　　 ・ 

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

補強方法　 ※ 改修標仕6.6.4(8)(ｱ)～(ｲ)による　　・ 図示

※ 改修標仕表6.7.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　　 ・ 図示

6.　軽量鉄骨天井下地

7.　軽量鉄骨壁下地

[6.6.2～4]

※ 標仕6.7.4(5)(ｱ）～(ｳ)による　　　 ・ 図示

[6.7.3、4]



施工箇所

・ A種　・ B種　※ C種

亜鉛めっき鋼面 ・ A種　・ B種

モルタル面及びプラスター面 ・ A種　※ B種

コンクリート面及びALCパネル面 ・ A種　※ B種

目地:継目処理工法 ※ A種　・ B種
せっこうボード面及びその他ボード面

目地:継目処理工法以外 ・ A種　※ B種

下 地 面 等 種 別

不透明塗料塗りの場合 ※ A種　・ B種
木部

透明塗料塗りの場合 ・ A種　※ B種

鉄鋼面
・ A種　※ B種　・ C種DP塗料塗りの場合

上記以外塗りの場合

コンクリート面（DP塗装）及び押出成形セメント板面 ・ A種　・ B種

・ 接着剤による陶磁器質タイル張り

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

内
装
改
修
工
事（

続
き）

8.　ビニル床シート、

ビニル床タイル及び

ゴム床タイル張り

その他のボード張り

13. せっこうボード

　　　　　　（続き）

[6.8.2, 3]

寸法 厚さ(mm)

・ 3.0　・ 図示

・ 300×300

・ 450×450

・ 450×450

種類

・　ビニル床シート

種類 JIS 記号 施工箇所 厚さ(mm)

工法　　 ※ 熱溶接工法　 ・ 突付け（施工箇所：　　　　　　　　　）

・ ビニル床タイル

厚さ(mm)

・ 4.0　・ 4.5

・ 5.0　・ 5.5

・ 2.0　・ 2.5

・ 3.0　・ 図示

・ 図示

・ FT (複層ビニル床タイル)

・ TT (単層ビニル床タイル)

・ 3.0　・ 図示

・ TS（単層ビニル床シート）

※ FS（複層ビニル床シート）

ないもの

あるもの
・ KS（クッションフロア）

・ HS（発泡複層ビニル床シート） ・

・

・

・

・

  発泡層の

  発泡層の

※ 2.0

・

・ 図示

・ 図示

・ 図示

・ 図示

・

・

・

・ 図示

・ 図示

・ 図示

色 柄

・ マーブル柄

・ 無地 ・ 柄物

・ 図示

・ マーブル柄

・ 無地 ・ 柄物

・ 図示

・ マーブル柄

・ 無地 ・ 柄物

・ 図示

・ マーブル柄

・ 無地 ・ 柄物

・ 図示

※ 2.0　・ 2.5

・ 3.0　・ 図示

・ 3.0　・ 図示

施工箇所 色柄 寸法

・

・ 図示

・

・

・ 図示

・ 図示

・

・

・ 図示

・ 図示

・ 無地

・ 柄物

・ 300×300

・ 450×450

・ 無地

・ 柄物

・ 300×300

・ 450×450

・ 無地

・ 柄物

・ 300×300

・ 450×450
※ KT (コンポジションビニル床タイル)

・ FOA (置敷きビニル床タイル)

・ FOB (薄型置敷きビニル床タイル)

・ 500×500

・ 450×450・ 無地

・ 柄物

・ 500×500

・ 450×450・ 無地

・ 柄物

JIS記号

・ 特殊機能床材

・ 帯電防止床シート

・ 帯電防止床タイル

・ 視覚障害者用床タイル

・ 耐動荷重性床シート

・ 防滑性床シート

・ 防滑性床タイル

施工箇所

・

・ 図示

・

・

・ 図示

・ 図示

・

・ 図示

・

・ 図示

・

・ 図示

・ 2.0　・ 2.5

・ 2.0　・ 2.5

・ 2.0　・ 2.5

・ 3.0　・ 図示

・ 2.0　・ 2.5

・ 3.0　・ 図示

・ 2.0　・ 2.5

・ 3.0　・ 図示

・ 2.0　・ 2.5

・ 3.0　・ 図示

・ 2.0　・ 2.5

・ 300×300

・ 450×450

配列は、JIS T 9251による

突起の形状、寸法及びその ※ 300×300

・ 電気抵抗値

107 ～1010 Ω

・ 電気抵抗値

104 ～106 Ω

性能

工法　　特殊な床下地の工法　　　 ・ 図示　　 ・

材質　　　　 ・ 軟質　　 ・ 硬質

厚さ(mm)　　 ※ 1.5以上　・

ビニル幅木

色柄　　　 ・ 図示　　 ・

寸法(mm)　 ・ 図示　　 ・

厚さ(mm)　 ・ 3.0　・ 4.0　・ 5.0　・ 6.0　・ 9.0

ゴム床タイル

9.　カーペット敷き [6.9.3～4]・ 織じゅうたん

種別 パイル形状 織り方 色柄等 帯 電 性 備 考

・ カット ・ ウィルトン
・ A種

パイル カーペット
・ 適用する

・ ルーフ ・ ダブルフェース
・ B種 ・ 柄物 (人体帯電圧 3kv以下)

パイル カーペット
(標準品) ・ 適用しない

・ カット、 ・ アキスミンスター
・ C種

ループ併用 カーペット

※ 反毛フェルト(JIS L 3204)の第2種2号 呼び厚さ 8mm　 ・

※ 無地

・ タフテッドカーペット

パイル形状 パイル長さ(mm) 工 法 帯 電 性 備考

※ 全面
・ カットパイル ・ 5～7 ・ ・ 適用する

接着工法
・ 4～6 ・ (人体帯電圧 3kv以下)

・ グリッパー
・ カット、ループ併用 ・ ・ 適用しない

工法

下敷き材(グリッパー工法の場合)

※ 反毛フェルト(JIS L 3204)の第2種2号 呼び厚さ 8mm　 ・

・ ループパイル

・ 図示 ・

・ タイルカーペット

パイル形状 種別 施工箇所 寸法

※ 第一種 ※ 500×500
※ ループパイル

・ 第二種 ・

・ 第一種 ※ 500×500
・ カットパイル

・ 第二種 ・

・ 第一種 ※ 500×500
・ カット・ループ併用

・ 第二種 ・

カーペットの敷き方　　平　　場　　 ※ 市松敷き　 ・ 模様流し　　 ・

階段部分　　 ※ 模様流し　 ・ 市松敷き　　 ・

見切り、押え金物　　 ・ 適用する (材質、形状等　 ※ 図示　　 ・　　　　　　　　　 )

・ 適用しない

※ 6.5

※ 6.5

※ 6.5

・ 図示 ・

・ 図示 ・

総厚さ(mm) 備　考

・

・ 図示

・ 図示

・ 図示

・

・

接合方法

　※ ヒートボンド工法　・ 手縫いでつづり縫い

グリッパー工法の下葺き材

10. 合成樹脂塗床 [6.10.2～3]

種 別 施工箇所 工 法 仕上げの種類

※ 平滑仕上げ
・ 厚膜型塗床材

・ 防滑仕上げ
弾性ウレタン樹脂系塗床

・ つや消し仕上げ

・ 薄膜流し展べ工法
・ 厚膜型塗床材 ・ 平滑仕上げ

・ 厚膜流し展べ工法
エポキシ樹脂系塗床 ・ 防滑仕上げ

・ 樹脂モルタル工法

・ 図示

・

・

・ 図示

・ 図示

工程

塗布量(kg/㎡)

表面仕上げ
・ アクリル樹脂塗床

(JIS K 5970)
溶剤

仕上げ色

・ 図示

・

・
※ 平滑仕上げ

・ 薄膜型塗床材

エポキシ樹脂系塗床

（防塵塗料塗り）
※ 水性色 ・ 溶剤系 ・ 無溶剤系

※ 標準色 ・

※ 平滑　 ・ 防滑

※ 0.25kg/m2以上

塗床材のホルムアルデヒド放散量　　 ※ F☆☆☆☆　　・

11. フローリング張り [6.11.2～5]

厚さ
種 類 工 法 樹種 大きさ

(mm)

・ 釘留め工法
15

(根太張り)

※ なら

・

・ 図示

※ なら ・ 12以上

・ ・

・ 図示 ・ 図示
(直張り)

・ 釘留め工法

※ なら

・ ・

・ 図示

・ フローリング

ボード1等

※ なら

・ 接着工法

・ 図示

・ 図示

・
・

・ 図示

・

・ 図示

ブロック1等

・ フローリング

・

・ 図示

板長さ

※ 板幅75

・ 無塗装品

・ 塗装品

・ 無塗装品

・ 塗装品

仕上塗装

・ 接着工法

400以上

・ 8以上

天然木化粧複合フローリング

工 法 樹種 種別
防湿

処理板幅 板長さ

大きさ(mm)

※ 15以上

(根太張り)

・ 釘留め工法 ・ 90

・ 図示
・

・ 図示
・ 適用※ 12以上

・ 接着工法

※ なら

・

・ 図示

フローリング、接着剤及び塗料のホルムアルデヒドの放散量

接着工法の場合の緩衝材　※ 合成樹脂発泡シート　・

現場塗装仕上げ　 ・ 行う(施工箇所　　　　　　　　　　　)

※ ウレタン樹脂ワニス塗り（B種）　 ・ オイルステイン塗りの上、ワックス塗り

間伐材等の適用　 ・ あり　 ・ なし

※ 303

・ 図示

・

・ 図示

※ 75以上

※ 1800以上

・ 図示

・

・ 図示

・

※ 900以上

※ C種

※ 12以上

※ 8以上

・ 図示

・ ・

・

・ 図示

・ 釘留め工法

(直張り) ・

※ なら

・ 図示 ・ B種

・ A種 ・ 図示

・ 図示

・

・

・

・ 75
※ 900以上

する

・ 適用

しない

塗装仕上げ厚さ(mm)

・ 無塗装品

・ 塗装品

※ 規制対象外又はF☆☆☆☆　　 ・

・ 行わない

・ 生地のままワックス塗り

単層フローリング

12. 畳敷き [6.12.2]種別　　 ・ A種　・ B種　・ C種

・ D種 (畳床: ・ KT-Ⅰ　・ KT-Ⅱ　・ KT-Ⅲ　・ KT-K　 ・ KT-N)

下地の種類　 ・ 標仕　表12.6.1による床組

・ ポリスチレンフォーム床下地 (ノンフロン)

・

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

材料を使用したものとする。

衝撃緩和型畳

　・ 適用する（床表　・ C1  ・ C2）　・ 適用しない

13. せっこうボード

その他のボード張り

[6.13.2～3]

JIS
種　　類 厚さ(mm)・規格等

記号

・ 硬質木毛セメント板 HW

・ 中質木毛セメント板 MW

・ 普通木毛セメント板 NW

・ 硬質木片セメント板 HF

・ 普通木片セメント板 NF

タイプ 2(無石綿)
・ けい酸カルシウム板

0.8FK

1.0FK

・ 15　 ・ 20　 ・ 25　 ・ 図示 ・

・ 15　 ・ 20　 ・ 25　 ・ 図示 ・

・ 15　 ・ 20　 ・ 25　 ・ 図示 ・

・ 12　 ・ 15　 ・ 18　 ・ 21　 ・ 図示 ・

・ 30　 ・ 図示 ・

・ 6　　・ 8　　・ 図示 ・

・ 研磨板　 ( ・ スタンダード　 ・ テンパード ) RS

タイプ 2(無石綿)

・ 6　　・ 8　　・ 図示 ・

仕上げの種類

・ UV塗装　　 ・ シート張り　 ・ 化粧単板

0.8FK

1.0FK
・ 化粧けい酸カルシウム板

・ 一般塗装　 ・

　　　　　化粧加工による区分（・　　　　）

・ 図示 　密度による区分　　（・　　　　）
・ 火山性ガラス質複合板 VSボード

IB

・ 未研磨板 ( ・ スタンダード　 ・ テンパード ) RN

・ 2.5　・ 3.5　・ 5　・ 7　 ・ 図示 ・

・ 内装用化粧ハードボード

HB・ 素地ハードボード

・ 2.5　・ 3.5　・ 5　　・ 7　　・ 図示　 ・

・ 内装用 DI　・ 外装用 DE

・ ミディアムデンシティ
MDF

ファイバーボード
・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12　 ・ 図示　 ・

・ インシュレーションボード
A級 ( ・ 天井仕上　 ・ 内装仕上　 ・　　　　　 )

・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・ 18　 ・ 図示　 ・

・ 無研磨板 VN　　　・ 研磨板 VS
・ 単板張りパーティクルボード

・ 単板オーバーレイ DV

・ 化粧パーティクルボード

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18　 ・ 図示　 ・

・ 10(難燃)　 ・ 12(難燃)　 ・ 図示　 ・

・ プラスチックオーバーレイ DO　・ 塗装 DC

・ 軟質フレキシブル板

・ 平板

・ フレキシブル板

S

NF

F

・ 6　・ 図示 ・

・ 4　・ 5　・ 6　・ 図示 ・
ボード

スレート
・ 4　・ 5　・ 6　・ 8　・ 図示 ・

・ 凹凸タイプ

・ ロックウール化粧吸音板 DR
・ フラットタイプ

・ ロックウール吸音ボード1号 RW-B

・ グラスウール吸音ボード号32K

( ・　9 (不燃)　・ 12　 ・ 図示 ・  　　 )

( ・ 12 (不燃)　・ 15　 ・ 19　 ・ 図示 ・  　　 )

・ 25　 ・ 図示 ・

・ 25 (ガラスクロス包)　・ 図示 ・

・ せっこうラスボード GB-L

・ 化粧せっこうボード
GB-D

(木目) 模様　( ・ 柾目　 ・ 板目 ) 専用下地材有り

・ 化粧せっこうボード
GB-D

(トラバーチン模様)

9.5

12.5 (不燃)　　 幅 440mm 程度

・ 9.5 (準不燃) ・ 12.5 (不燃)　・ 図示 ・

・ 強化せっこうボード
・ 12.5 (不燃)　・ 15 (不燃)

・ 21 (不燃)　　・ 図示　　　 ・
GB-F

・ 不燃積層せっこうボード

・ シージングせっこうボード GB-S

・ 化粧有 (トラバーチン模様)

9.5 (不燃)　 ・ 化粧無 (下地張り用)

・ 9.5 (準不燃) ・ 12.5 (準不燃)　・ 図示 ・

・ せっこうボード
・ 9.5 (準不燃) ※ 12.5 (不燃)　・ 15 (不燃)

GB-R

GB-NC

GW-B

・ 図示　　　　 ・

表面の材種

生地、透明塗料塗り

不透明塗料塗り

・ 普通合板

接着の程度　( ・ 1類　　・ 2類 )
・ 天然木化粧合板

化粧加工の方法

( ・ オーバーレイ ・ プリント ・ 塗装 )

表面性能　　(　　　　　　　)タイプ
・ 特殊加工化粧合板

接着の程度　( ・ 1類　　・ 2類 )

厚さ(mm)　　(　　　　　)

・ メラミン樹脂化粧板 JIS K 6903 による ( ※ 1.2　・　　　　 )

・ ポリエステル樹脂化粧板

接着の程度　・ 1類　　・ 2類

・ 防虫処理　 ・ 難燃処理

・ 防虫処理　 ・ 難燃処理

・ 防虫処理　 ・ 難燃処理

( ※ しな程度　　 ・ 図示　 ・ 　　　　　　　)

板面の品質　( ・ 図示　 ・ 　　　　　)

厚さ(mm)　　( ・ 図示　 ・ 　　　　　)

樹種名　　　( ・ 図示　 ・ 　　　　　　　　　)

厚さ(mm)　　( ・ 図示　 ・ 　　　　　)

( ※ ラワン程度　 ・ 図示　 ・ 　　　　　　　)

天井ボードの重ね張り　　※　図示　　・　　

※ 規制対象外またはF☆☆　　・

せっこうボード等の下地は図示による。

合板類の張付け　 ※ B種　　　・ A種

せっこうボードの目地工法

目 地 工 法 の 種 類 せっこうボードのエッジの種類

・ 継目処理工法

・ 突付け工法 ・ べベルエッジ　 ・ スクエアエッジ

・ 目透し工法 ・ べベルエッジ　 ・ スクエアエッジ

合板類、MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

遮音壁　　 ・ 適用する　　・ 適用しない

・ テーパーエッジ　・ べベルエッジ　

[6.14.2～3]14. 壁紙張り

15. モルタル塗り [6.15.3, 6]

16. タイル張り [6.16.2～4]伸縮調整目地の位置　床タイル　　　 ( ※ 縦、横とも4m以内ごと ・ 図示 ・ 　　　　　)

床タイル以外　 ( ・ 図示　　 ・ 　　　　　)

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　 ・ 行う　 ・ 行わない

見本焼き　 ・ 行う　 ・ 行わない

・ セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

施
工
箇
所

主な用途 吸水率に うわ 耐凍
形状/ 役物 色

による よる区分 ぐすり 再生材の 害性 滑り

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

標
準

特
注

寸法 備考
区分 施 無 適用 抵抗性

(mm) 有 無 有 無
(JIS) ゆう ゆう

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・

タイルの形状、寸法等

ホルムアルデヒド放散量　　 ※ F☆☆☆☆　　　 ・

壁紙の種類

 ・  ・

 ・  ・

 ・  ・

 ・  ・

モルタル・プラスター面の素地ごしらえ　　 ※ B種　　　・ A種

コンクリート・ALC面の素地ごしらえ　　※ B種　　　・ A種

せっこうボード面の素地ごしらえ　　　 ※ B種　　　・ A種

 ・  ・  ・ ・ 不燃 ・ 準不燃

 ・  ・  ・ ・ 不燃 ・ 準不燃

 ・  ・  ・ ・ 不燃 ・ 準不燃

 ・  ・  ・ ・ 不燃 ・ 準不燃

樹脂

ビニル

塩化

チック

プラス
紙 繊維 無機質 その他

防火種別 備 考

 ・

 ・

 ・

 ・

モルタル材料　　・ 現場調合材料　　・ 既調合材料

・ 設けない

既製目地材　 ・ 設ける　施工箇所(　　　　　 )　形状( ※ 図示 ・　　　　　 )

床目地　　　 ・ 設ける

工法　 　　※ 押し目地　　 ・

・ 設けない

・ 適用する　　 ・ 適用しない

※ 防水剤

設置間隔　 ※ 目地割り２㎡程度、最大目地間隔3ｍ程度　 ・ 図示

外壁タイル張り下地等の下地モルタル塗り及び下地調整材塗りの接着力試験

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

モルタル塗りのコンクリート素地面の処理　 ・ MCR工法　・ 目荒し工法(高圧洗浄) ・

壁タイル張りの工法

内装タイル以外のユニットタイル　　 ・ マスク張り　 ・ モザイクタイル張り

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤等を

予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

・ 既調合モルタル

・ 既調合目地材

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

施
工
箇
所

主な用途 吸水率に うわ 耐凍
形状/ 役物 色

による よる区分 ぐすり 再生材の 害性 滑り

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

標
準

特
注

寸法 備考
区分 施 無 適用 抵抗性

(mm) 有 無 有 無
(JIS) ゆう ゆう

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・

タイルの形状、寸法等

内装壁タイル接着剤張りに使用する有機質接着剤

ホルムアルデヒド放散量　 ※ F☆☆☆☆　　　　・

内装タイル　　 ・ 密着張り　　  ・ 改良圧着張り

17. セルフレベリング材

塗り

セルフレベリング材の塗厚

※ 図示　　　・　 　mm

[6.17.2]

1.　材料 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

※ F☆☆☆☆　　・

・ 防火材料　　　 ※ 図示　 ・ 次の箇所を除き防火材料とする。(箇所 :　　　　　　　　)

[7.1.3]

2.  下地調整 種別 [7.1.4][7.2.2～7]

7　
　
塗
装
改
修
工
事 下 地 面 等

木部

亜鉛めっき鋼面

モルタル面及びプラスター面

コンクリート面及びALCパネル面

コンクリート面（DP塗装）及び押出成形セメント板面

鉄鋼面

せっこうボード面及びその他ボード面

種 別

・ RA種　・ RB種 ・ RC種

・ RA種　※ RB種 ・ RC種

・ RA種　※ RB種 ・ RC種

・ RA種　※ RB種 ・ RC種

・ RA種　※ RB種 ・ RC種

・ RA種　※ RB種 ・ RC種

・ RA種　・ RB種 ・ RC種

不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

ひび割れ部の補修

・ RA種　・ RB種 ・ RC種

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

塗替えRB種の場合の既存塗膜の除去範囲

※ 劣化部分は除却し、活膜部分は残す　　　・ 図示　　 ・

3.  素地ごしらえ [7.1.4][7.3.2～7]

3.  錆止め塗料塗り 塗料及び工程

4.  塗装

工 程
塗装の種類 塗 装 面

塗 替 え 新 規

※ B種　・ ※ A種　・

※ B種　・ ※ B種　・

鉄鋼面 ※ B種　・ ※ B種　・ A種

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具) ※ A種　・ ※ B種　・

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具以外) ※ B種　・ ※ B種　・

※ B種　・ A種 ※ B種　・ A種・ クリヤラッカー塗り(CL)

※ 1種　・ 2種

塗料の種別

・ 合成樹脂調合ペイント塗り

(SOP)

木部屋外

木部屋内

下 地 面 等 塗料の種別

[7.1.4][7.4.2～3]

※ 1回目C種、2，3回目D種

塗替え

新規見え掛り部分

新規見え隠れ部分 ※ A種

鉄鋼面

新規

※ E種

・ 1回目C種、2，3回目D種

新規見え掛り部分

新規見え隠れ部分

塗替え

・ A種　※ B種

塗替え
DPの場合

EP-Gの場合

SOPの場合

※ B種亜鉛めっき鋼面 DPの場合

※ C種

新規鋼製建具

新規鋼製建具以外

塗替え

※ A種　・ B種

・ A種　※ B種

※ A種　・ B種

塗替え

新規鋼製建具以外

新規鋼製建具 ※ A種　・ B種

※ A種　・ B種

SOPの場合

EP-Gの場合

※ A種　・ B種　・ C種

・ A種　※ B種　・ C種

・ A種　・ B種　※ C種

・ A種　※ B種

※ A種　・ B種

・ A種　・ B種　※ C種

※ A種　・ B種　・ C種

・ A種　・ B種　・ C種

※ A種　・ B種　・ C種

・ A種　※ B種　・ C種

・ A種　・ B種　※ C種

※ A種　・ B種　・ C種

・ A種　※ B種　・ C種

・ A種　・ B種　※ C種

※ 改修標仕表7.4.6による

工程の種別

[7.1.4][7.5.1～7.15.2]

着色剤（・溶剤系　・ 油性）

※ B種　・ A種 ※ B種　・ A種

押出成形セメント板面

コンクリート面等 ※ B種　・ ※ B種　・ A種

屋内の木部 ※ B種　・ ※ A種　・

屋内の鉄鋼面 ※ B種　・ ※ B種　・ A種

屋内の亜鉛めっき鋼面

※ B種　・・ 合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

塗り(EP-G)

・ つや有合成樹脂

・ 耐候性塗料塗り(DP)

エマルションペイント

・ アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)

コンクリート面及び

上塗り等級(　　)級

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面 上塗り等級(　　)級

※ 改修標仕表7.8.1による

・ A-1種　・ B-1種　・ C-1種

・ A-2種　・ B-2種　・ C-2種

※ A種　・ ※ A種　・ B種

※ B種　・ A種

※ B種　・ A種

※ B種　・ A種・ 木材保護塗料塗り(WP)

・ オイルステイン塗り(OS)

・ ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

・ ピグメントステイン塗り ※ 改修標仕表7.12.1による

着色剤（・溶剤系　・ 油性）

※ 図示による

場合のしみ止め

EP塗替えの場合のしみ止め

EP-G(コンクリート面、モルタル面、プラスター面、せっこうボード面、その他ボード面)塗替えの

上塗り

工程

・ 1回　・ 2回

仕様による

・ 製造所

規格番号 規格名称 種類 等級

・ 1級

・ 2級

・ 3級

JIS K 5675

屋根用

塗料

高日射反射率
・ 2種

・ 1種
塗料製造所の仕様による

(kg/㎡)

塗付け量塗料その他
塗り回数

※ 改修標仕表7.9.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする　 ・

※ 改修標仕表7.10.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする　 ・

・ 高日射反射塗料塗り

下地調整(改修標仕表7.2.2)　・ RA種　 ・ RB種　 ・ RC種

2024.07改訂

図 名

事 業 名 NO.SCALE

No Scale

上田東北消防署　庁舎改修工事事業年度

R-07
設計者氏名　小福田　洋

一級建築士　大臣登録　第292990号

長野県知事登録　第上田N-78311号

住　所　長野県上田市住吉55番地2

代表者　品田　和久
株式会社

建築改修工事　特記仕様書 ４

高さ(mm)　　 ・ 60　　　 ・ 75　　　・ 100

※ 図示

※ 図示

A-04



　　　　保温材等の除去

　　　　吹付け材の除去

除去の部位・内容に応じた工法は専門工事業者の仕様とする。

・ 埋立処分(管理型最終処分場)　 ・ 中間処理(溶融施設)

処分

石綿含有けい酸カルシウム板第２種を含む

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
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上記による他、監督員の指示による。

完成図など維持管理に関する書類は、しゅん工後30日以内に提出し、必要に応じて取扱説明を行うこと。9. 完成図等

施工図等の著作権に関わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する。8. 施工図等の取扱い

暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届を速やかに警察に提出すること。7. 被害届等

施工途中において工事検査担当職員または、発注機関の長の指定する職員による抜打ち検査を実施する

ことがあるので、検査に協力すること。

6.　工事検査

(1) 工事現場においては、労働災害、公衆災害防止に努めるとともに、全作業員を対象に定期的に安全

教育、研修及び訓練を行うこと。

ほか、実施結果、実施状況の写真、安全教育に使用した資料等も整理すること。

(3) 原則として代理人（主任）以外の第三者により、月1回以上店社による安全パトロールを行い、工事

日誌へ記載するほか、点検内容等を別書面に記録し、実施状況の写真を撮影すること。

(4) 下請業者にKY（危険予知）、TBM（作業内容の打合せ）活動等を実施させ、その記録を整備すると

ともに、随時、実施状況の写真を撮影すること。

(5) 下請業者を含め、作業員に対し現場内容に即した新規入場者教育、安全教育・訓練等を実施し、関連

書類及び使用した資料等を整理するとともに、随時、実施状況の写真を撮影すること。

(2) 安全教育、研修及び訓練については、工事期間中に月一回程度実施し、工事日誌へ記録する

(6) 上記の(2)～(5)の活動については、記録・書類及び写真を整備したものを現場に備え、監督員及び

工事検査の際に提示できるようにすること。

5.　安全対策関係

4.　環境対策関係 (1) 現場で使用する機械は、低騒音型、低振動型、排出ガス対策型建設機械とすること。

(2) 夜間、早朝等の稼動を避けること。ただし、監督員の承諾を受けた場合はこの限りでない。なお、運搬

ルートの選定に当たっては影響の少ない最短ルートを選定すること。

(3) 汚水、汚濁、土砂の流失防止に努めること。また、表土復元等、環境の回復に努めること。

(4) 熱帯材合板型枠は、極力使用しないこと。

3.　産業廃棄物等の (1) 廃棄物の処理に当たっては、請負者が自ら処理(分別、保管、収集、運搬及び処分の一連の行為)する

取扱い ときは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」(以下「廃棄物処理法」という)に基づき、適正に行う

こと。

(2) 廃棄物の処理の全部又は一部を委託する場合は、廃棄物処理法に基づく処理を業として許可を取得して

いる者に委託すること。また、施工前に産業廃棄物処理委託契約書の写し、産業廃棄物処理業の許可

証の写し、許可運搬車両一覧並びに処分地の案内図等をまとめた「廃棄物処理計画書」を監督員に提出

すること。

(3) しゅん工した時は、廃棄物ごとに処理数量を集計し、積込み状況の写真、処分状況の写真等

の写しを添付した「廃棄物等処理報告書」を監督員に提出すること。

2.　不具合の確認 工事しゅん工後10ヶ月、20ヶ月（新営に限る）に不具合の確認を行い、その結果を書面で上田市長あてに

報告する。

(施設管理者からの聞き取り調査を含め、調査には必ず監督員の立会いを要する。)

1.　工事現場の環境 工事現場のイメージアップ

改善について ・ 仮囲い周辺の美化　　 ・　

地域住民への情報提供

・ 完成予想図の設置　　 ・ 情報掲示板の設置　　 ・ パンフレットの作成　　

地域住民とのコミュニケーション

・ 現場見学会の開催　　 ・　

住民に対する災害防止関係

・ 現場出入口周辺への誘導員の配備　　　 ・　

そ
の
他
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環
境
配
慮
改
修
工
事

1.  石綿含有建材の

除却工事

建材除去後の仕上げ工事　 ※ 図示　 ・ 

[9.1.1～5]石綿粉じん濃度測定　　※　10章 解体工事「10-6石綿含有建材の除去等」による

除去工法による処理　　※　10章 解体工事「10-6石綿含有建材の除去等」による

断熱材

・ 

・ 

種 類

・ 

・ 25 ・ 

・ 25 ・ 

・ ・ 

・ 保温板(3種b)

・ 保温板(2種b)
・ 押出法ポリスチレンフォーム

JIS

A
  
 9
 5
 2
 1

施 工 箇 所厚さ(mm)

・ 接地部分 ・ 

・ ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

・ フェノールフォーム断熱材

断熱材(スキンなし)

[9.2.2～4]

種 類 防 火 性 能 備 考

外装材

既存外壁の措置

既存外壁仕上げ材の撤去　　 ・ あり　　 ・ なし

下地面の清掃　 　　・ 行う　　 ・ 行わない

欠損部の改修工法　 ・ 改修標仕4.1.4による　　・ 

工法

不陸等の下地調整　　・ 図示　　・　

断熱材の施工　 ※ 断熱材製造所の仕様による　　 ・ 

通気層の有無　 ・ あり(　　　mm)　　　 ・ なし

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

※ 適用する　(1一般共通事項により製造所の指定による)　

・ 適用しない

外装材の施工及び外壁への取付け　 ※ 外装材製造所の仕様による　　 ・ 

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を

使用した断熱材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

断熱材

・ 

・ 

種 類

・ 

・ 25 ・ 

・ 25 ・ 

・ ・ 

・ 保温板(3種b)

・ 保温板(2種b)
・ 押出法ポリスチレンフォーム

JIS

A 
  
9 
5 
2 
1

施 工 箇 所厚さ(mm)

・ 接地部分 ・ 

・ ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

・ フェノールフォーム断熱材

断熱材(スキンなし)

※ F☆☆☆☆　　・ 

[9.3.2～4]

・ 断熱材現場発泡工法

厚さ(mm)　　　 ・ 25　 ・ 30　 ・ 

施工箇所　　　 ・ 図示

断熱材の種類　 ※ A種1　 ・ A種1H　 ・ 

・ 断熱材後張り工法

※ 製造所の指定による

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

[9.4.1～4]

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

屋上緑化軽量システム　　　 ・ 適用する　　 ・ 適用しない

芝及び地被類の樹種並びに種類等　　 ※ 図示　　 ・ 

見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等　　 ※ 図示　　 ・ 

工法

植栽基盤及び材料

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・ 

※ 適用する　(1一般共通事項により製造所の指定による)　

・ 適用しない

かん水装置　 ・ 設置する ( 種類:　　 　　　　 　　　　　)　　・ 設置しない

既存保護層の撤去　　 ・ 行う　　 ・ 行わない

新植芝及び地被類の枯補償

期間　 ※ 引渡しの日から1年　　・ 

2.  外断熱改修工事

3.  断熱・防露改修工事

4.  屋上緑化改修工事

既存舗装の撤去及び再利用　　 ※ 図示　　　・ 

路床舗装改修工事

7.  透水性アスファルト

建設発生土の処理

・ 構内の指定範囲に敷きならし

※ 構外搬出適切処理　 ・ 構内の造成に利用　 ・ 構内の指定場所にたい積　 

層の適用、材料、層厚

種 別 材 料 厚さ(mm)

・ 図示
・ A種　・ B種　・ C種　・ D種・ 盛土

・ 

※ 再生クラッシャラン　 ・ クラッシャラン　　 ・ 切込み砂利 ・ 図示
・ 凍上抑制層

・ 砂　（ ・ 川砂　 ・ 海砂　 ・ 山砂） ・ 

・ 砂　（ ・ 川砂　 ・ 海砂　 ・ 山砂） ※ 100
・ フィルター層

・ ・ 

路床安定処理

・ 添加材料による安定処理

種類　　 ・ 普通ポルトランドセメント　　 ・ 高炉セメントB種

・ フライアッシュセメントB種

・ 生石灰 ( ・ 特号 ・ 1号 )　　・ 消石灰 ( ・ 特号 ・ 1号 )

添加量　(　　　) kg ( 目標CBR　・ 5以上　・　　　　　 )

試験の適用

砂の粒度試験　　　　　　　 ・ 行う　　 ・ 行わない

路床土の支持力比(CBR)試験　・ 行う　　 ・ 行わない

砂置換法による土の密度試験 ・ 行う　　 ・ 行わない

現場CBR試験　　　　　　　　・ 行う　　 ・ 行わない

路盤

※ 再生材クラッシャラン　 ・ 粒度調整再生材

路盤材料　　 ・ 砕石クラッシャラン　　 ・ 粒度調整砕石

路盤の厚さ　 ・ 図示　　 ・ 

・ 図示　　 ・ 

・ クラッシャラン鉄鋼スラグ　 ・ 粒度調整鉄鋼スラグ　 ・ 水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

品質　　　　 ※ 標仕表9.7.4による　 ・ 図示　　 ・ 

試験の適用

突固めによる土の締固め試験　　※ 行う

路盤の厚さ　　　　　　　　　　※ 500㎡毎1箇所

砂置換法による土の密度試験　　※ 行う（1000㎡以下3か所、1000㎡を超える場合1000㎡ごと1か所追加する）

使用する砂は、粒度は改修標仕表9.5.1により、シルト・有機物等の混入しない締固めに適したものとする。

舗装

試験

舗装の構成　　 ・ 図示　　 ・ 

[9.5.2～9]

舗装の平坦性　 ※ 著しい不陸がないもの　　 ・ 

透水性アスファルト混合物等の抽出試験　 ・ 行う　　 ・ 行わない

切取り試験　　 ※ 行う（2000㎡以下3個、2000㎡を超える場合は2000㎡ごとに1か所追加する）

10-4 本工事は「建設副産物情報交換システム」を活用する。

総合施工計画作成時、工事完了時及び登録情報に変更が生じた場合、速やかに当該システムにデータ入力を

行う。また、同システムにより工事着手時に再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を工事完了

時に同計画書の実施報告書(書式は同一)を作成し、監督職員に提出するものとする。

1.  一般事項　
　
建
設
廃
棄
物
の
処
理

解体後の埋戻し及び盛土

・ 行う

整地高さ

・ 現状GL　 ・ 行う ( ・ 図示　 ・　　　　　　　)

埋戻し及び盛土の材料

・ 山砂の類　　 ・ 他現場の建設発生土の中の良質土　 ・ 再生コンクリート砂

埋戻し及び盛土に当たっては、各層30cm程度毎に締め固めること。

・ 行わない

・ 行う　　　・ 行わない

杭の解体工法

・ 引抜き工法　 ・ 破砕による解体

地下埋設物及び埋設配管の解体

埋設配管 ・ 行う (場所： ・ 図示　 ・　　　　　　　)　 ・ 行わない

樹木の伐採伐根及び移植

・ 行う (場所： ・ 図示　 ・　　　　　　　)　 ・ 行わない

電柱の撤去　 ・ 行う ( ・ 図示　 ・　　　　　　　)　 ・ 行わない

外灯の撤去　 ・ 行う ( ・ 図示　 ・　　　　　　　)　 ・ 行わない

2.  杭の解体

3.  樹木等

4.  地下埋設物・ 

5.  屋外設備等

6.  解体後の整地

〈3.9.2〉

〈3.10.1〉

〈3.11.1〉

〈3.12.1〉

機械設備及び電気設備の切替・遮断等1.  事前措置10 10-3　
　
解
体
施
工

油類タンク

委託する。

解体に先立ち、燃料配管、燃料槽、燃料小出槽等に残油がないことを確認する。必要に応じて残油を抜き

取り、燃料を土壌に流失させないように注意する。燃料槽、燃料小出槽は、洗浄のうえ中和処理を行う。

請負者が同工事の許可業者でない場合は、監督職員と協議の上、同工事の許可を取得している業者に

　
　
解
体
工
事

〈3.2.1〉

・ 冷媒を屋外機にポンプダウンした後撤去を行う機器は下記による。

空調機器等の冷媒

図 面 番 号 記 号

図 面 番 号 記 号

・ 冷媒を回収した後撤去を行う機器は下記による。

汚染を防止する。

解体に先立ち、汚水及び汚物は、回収、洗浄、消毒等の措置を行い、異臭の発生並びに周囲及び地中への

浄化槽、排水槽等

PCB 含有シーリング分析調査

・ 第一次判定

現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

・ 第二次判定

専門分析機関にてPCB含有量の分析を行う。

〈5.4.4〉

10-5

分別調査を行う特別 採取する部位
採取する数量 備　考

管理産業廃棄物等の種類 又は箇所等

・ 図示

・ (　　) 箇所

・ 図示

・ (　　) 箇所

・ 図示

・ (　　) 箇所

1.  施工調査　
　
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
等
の
処
理
等

〈5.1.2〉

・ 特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物に係る基準の検討方法(平成4年7月3日厚生省告示第192号)

・ 絶縁油中のポリ塩化ビフェニルの分析方法規定(電気技術規定JEAC1201-1991)

絶縁油のPCB含有量の分析基準

・ 

・ 廃棄物焼却施設内作業におけるダイオキシン類暴露防止対策要綱(平成13年4月25日付基発第401号)

焼却炉のダイオキシン類汚染物質の調査基準

・ 

PCBを含む機器の微量PCBの分析調査

・　　

・ 小形二次電池

・ 蛍光ランプ、HIDランプ

・ 硬質塩化ビニル管、継手

(PC板、コンクリート平板、

コンクリート二次製品)

建設廃棄物の種類 中間処理施設、再資源化施設等

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

2.  再資源化等 〈4.4.1〉

・ ガラス

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による・ 建設汚泥

・ 廃石膏ボード

※ コンクリート

※ コンクリート及び鉄からなる建設資材

※ 木材

※ 木材(縮減)

※ アスファルトコンクリート

※ 金属類

名　称 数 量 備　考仕　様

　　　建設廃棄物

3.  現場利用する

　再資源化された

〈4.4.1〉

認定制度の活用 種 類 所 在 地

・ 現場説明書による　 ・ 

・ 現場説明書による　 ・ 

4.  産業廃棄物広域 〈4.4.2〉

最終処分施設　　 ※ 監督員の承諾する施設　・ 現場説明書による

数 量 備　考建設廃棄物

・ アスベスト含有成形板

名　称 最終処分場の種類

※ 管理型 ・ 

※ 安定型 ・ 

5.  最終処分する 〈4.4.3〉

① ひ素混入石膏ボード

商品名　　 ：タイガーボード

工場名　　 ：小名浜吉野石膏㈱いわき工場　裏面表示マークは｢吉野石膏OY｣

製造期間　 ：昭和48年3月～平成9年4月

JIS許可番号：277057、277058

ロット番号 ：0373○○○○○○○○○～0497○○○○○○○○○

② カドミウム混入石膏ボード

JIS許可番号：265023、265024

商品名　　 ：アドラせっこうボード

工場名　　 ：日東石膏ボード㈱八戸工場　　裏面表示マークは｢日東石膏ボード株式会社｣

製造期間　 ：平成4年10月～平成9年4月

｢特定廃石膏ボード｣とは、以下の石膏ボード製品が廃棄物となったもの。

最終処分施設　　 ※ 監督員の承諾する施設　・ 現場説明書による

〈4.5.1〉

要する建設廃棄物

6.  処理に注意を

・ CCA処理木材

・ 特定廃石膏ボード

仕　様 備　考数 量名　称

ロット番号 ：A4Y410～A9430

処理施設　　 ※ 監督員の承諾する施設　・ 現場説明書による

特別管理産業
仕　様 数 量 備　考

廃棄物の種類

廃棄物の処理

・ 廃石綿

・ 廃油

・ 廃酸

・ 廃アルカリ

・ ダイオキシン類汚染物

2.  特別管理産業 〈5.4.1〉

・ 現場説明書による　 ・ 図示　 ・ 

種類、位置

機器類は適切な容器に納め、工事完了後、調書と共に監督職員に引き渡す。

　　　　　機器類

3.  PCBを含む

撤去方法

シーリング材

・ 

撤去範囲

※ 図示　　 ・ 

シーリング材は適切な容器に納め、工事完了後、調書と共に監督職員に引き渡す。

・ 標準施工要領書(日本シーリング工事業協同組合連合会/日本シーリング材工業会)

4.  PCB含有

〈5.4.1〉

〈5.4.1〉

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によりアスベストを含有している吹き付け材、成形板、

調査範囲　 ・ 　　　　　　　　 ・ 図示

建築材料等の使用の有無について調査し、監督職員に報告する。

貸与資料　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

分析対象

分析方法

アモサイト、クリソタイル、クロシドライト、アクチノライト、アンソフィライト、トレモライト

含有の有無を判定するための定性分析方法）

・ JIS A 1481-2（建材製品中のアスベスト含有率測定方法-第2部:試料採取及びアスベスト含有の

定量分析方法）

・ JIS A 1481-3（建材製品中のアスベスト含有率測定方法-第3部:アスベスト含有率のX線回折

材　料　名 定性分析 定量分析

・ 箇所数(　　　　　　) ・ 箇所数(　　　　　　)

・ 箇所数(　　　　　　) ・ 箇所数(　　　　　　)

・ 箇所数(　　　　　　) ・ 箇所数(　　　　　　)

・ 箇所数(　　　　　　) ・ 箇所数(　　　　　　)

採取箇所　　　 ・  図示　　　・ 

サンプル数　　1箇所あたり3サンプル

　　含有分析調査

10-6 1.  石綿 〈1.4.1〉※ 石綿含有建材の事前調査

・ 分析による石綿含有建材の調査

集じん・排気

測定時期・場所及び測定点

・ 測定 1 処理作業室内 各　　点 -

処理作業前 施工区画周辺又は
・ 測定 2 計　　点 -

敷地境界

・ 測定 3 処理作業室内 各　　点 -

セキュリティー
・ 測定 4 各　　点 空気の流れを確認

ゾーン入口
処理作業中

・ 測定 5 装置の排出口 各　　点

(処理作業室外の場合)

施工区画周辺又は
・ 測定 6 計　　点 -

敷地境界

処理作業室内 各　　点 -
処理作業後

施工区画周辺又は
・ 測定 8 (シート養生中) 計　　点 -

敷地境界

・ 測定 9 処理作業室内 各　　点 -
処理作業後シート

・ 測定 10 撤去後1週間以降 調査対象室外部の付近 計　　点 -

測定名称 測定時期 測定場所 備　考
測定点

(各施工箇所ごと)

・ 測定 7

アスベスト粉じん濃度測定方法

アスベスト粉じん濃度測定は「JIS K3850-1 空気中の繊維状粒子測定方法 - 第1部:光学顕微鏡法及び

走査電子顕微鏡法」による位相差・分散顕微鏡法による。

測定機関は、都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。

測点位置　　 ※ 図示　 ・ 

計数機器 位相差顕微鏡

メンブレンフィルタの直径

試料の吸引流量 10 L/min

試料の吸引時間 120 min 240 min

試料の透明化 アセトン-トリアセチレン法又は、シュウ酸ジエチル法

計数条件 総アスベスト繊維数200本 又は視野数50視野

直径3μm未満、長さ5μm以上、長さと直径比3:1以上
計数アスベスト　 (f: 繊維本数)

50 f/L 0.5 f/L 0.3 f/L

47 mm25 mm

2.  アスベスト

　粉じん濃度測定

装置の性能確認

[9.1.1]〈6.1.3〉

5 L/min

30 min

10 L/min

47 mm

測定4　測定5 ・ 測定 ・ 測定

除去範囲　　 ※ 図示　　 ・ 

隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空掃除機フィルタ、

粉じん機フィルタについても密封処理を行う。

飛散防止　　 ※ 密封処理　　 

 ※ 湿潤化　　 ・ セメント固化

[9.1.3]〈6.3.2, 3〉

処分　　　　 ・ 埋立処分(管理型最終処分場)　 ・ 中間処理(溶融施設)

除去範囲　　 ※ 図示　　 ・ 

除去工法　 ※ 解体共仕6.3.2による他、部位・内容に応じた工法は専門工事業者の仕様とする。

飛散防止措置　※ 湿潤化　　・ 固形化

処分　　　　 ・ 埋立処分(管理型最終処分場)　 ・ 中間処理(溶融施設)

除去工法　 ・ 粉砕して除去　　※ 手ばらし

[9.1.4]〈6.4.1〉

除去範囲　　 ※ 図示　　 ・ 

除去範囲　　 ※ 図示　　 ・ 

隔離養生（負圧必要）方法　　※ ビニールシート等による養生を行う

足場　 ・ 図示

処分 ・ 埋立処分(管理型最終処分場)　 ・ 中間処理(溶融施設)

・ 石綿含有けい酸カルシウム板第１種の除去（切断・粉砕する場合）

除去範囲　　 ※ 図示　　 ・ 

石綿含有せっこうボード　 ※ 埋立処分(管理型最終処分場)

石綿含有せっこうボードを除くアスベスト含有成形板

6.  石綿含有

4.  石綿含有

3.  石綿含有

5.  石綿含有

　　　成形板の除去

　　仕上塗材の除去 着工前の試験施工　　※行う　　・ 行わない

除去工法

・ 集じん装置付併用手工具ケレン工法

・ 剥離剤併用超音波ケレン工法

・ 剥離剤併用手工具ケレン工法

・ 集じん装置付き高圧水洗工法（15MPa以下、30～50MPa)

・ 剥離剤併用高圧水洗工法（30～50MPa)

・ 集じん装置付き超高圧水洗工法（100MPa以上)

・ 剥離剤併用超高圧水洗工法（100MPa以上)

・ 超音波ケレン工法（HEPAフィルター付掃除機併用）

処分　　　　 ・ 埋立処分(管理型最終処分場)　 ・ 中間処理(溶融施設)

　　　　　　 ※ 埋立処分(安定型最終処分場)

※ 集じん装置付きディスクグラインダーケレン工法

[9.1.6]〈6.6.1〉

[9.1.5]〈6.5.1〉

・ フロン

・ ハロン

・ イオン化感知器

・ 六フッ化硫黄(SF6)ガス

回収及び処分を行う特殊な

建設副産物の種類
回収又は処分業者名

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

・ PFOSガス

含有機器名称

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

※ 監督員の承諾する業者 ・ ・ 

・ 

・ 

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

10-7

分別調査を行う特別 採取する部位
採取する数量 備　考

管理産業廃棄物等の種類 又は箇所等

・ 図示

・ (　　) 箇所

・ 図示

・ (　　) 箇所

1.  施工調査 〈7.1.3〉

2.  回収及び処分

〈7.3.1〉

　
　
　
特
殊
な
建
設
副
産
物
の
処
理

　
　
石
綿
含
有
建
材
の
除
去
等

2024.07改訂

図 名

事 業 名 NO.SCALE

No Scale

上田東北消防署　庁舎改修工事事業年度

R-07
設計者氏名　小福田　洋

一級建築士　大臣登録　第292990号

長野県知事登録　第上田N-78311号

住　所　長野県上田市住吉55番地2

代表者　品田　和久

株式会社
建築改修工事 特記仕様書　５

10. 提出物

A-05

・ 石綿含有建材



・ 行う (場所： ・ 図示　 ・　　　　　　　)　 ・ 行わない

電柱の撤去　 ・ 行う ( ・ 図示　 ・　　　　　　　)　 ・ 行わない

※ 行う

1.  一般事項

4.  地下埋設物・ 

5.  屋外設備等

3.  樹木等

4.  工事用水

図 名

事 業 名
ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

NO.SCALE

Ⅰ 解体工事概要

1. 工事場所

2. 敷地面積(㎡)

3. 除却対象物

除去対象建物等 種　別 構　造 階　数 梁間(m) 桁行(m) 建築面積(㎡) 延面積(㎡)

Ⅱ 解体工事仕様

1. 共通仕様

(1) 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事共通仕様書(最新版)」

(以下、「解体共仕」という)により、解体共仕に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事

標準仕様書(建築工事編)(最新版)」(以下「標仕」という)及び「公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(最新版)」(以下、

「改修標仕」という)による。

2. 特記仕様

(1) 項目は、番号に 　 印の付いたものを適用する。

(2) 特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。

・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

章 項　　　目 特 記 事 項

　
　
一
般
共
通
事
項

1 1.  適用基準等

※ 適用する　　　 ・ 適用しない2.  電気保安技術者

3.  施工条件明示項目 ※ 現場説明書による

※ 引渡しを要するもの4.  引渡しを要するもの

名 称 仕 様 等 備 考

・ 現場説明書による

5.  解体工事施工技士

　
　
仮
設
工
事

2 1.  足場その他 足場を設ける場合、「手すり先行工法に関するガイドライン」について」(厚生労働省、平成21年4月)の

「手すり先行工法等に関するガイドライン」によるものとし、足場の組立、解体、変更の作業時及び使用時

には、常時すべての作業床について手すり、中さん及び幅木の機能を有するものを設置しなければならない。

なお、設置においては、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置

方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

2.  騒音・ 粉塵等の対策 騒音・粉塵等の対策

設置範囲及び高さ

※ 図示　　　　 ・ 

※ 防音パネル　 ・ 防音シート　 ・ 養生シート

3.  監督員事務所

規模及び仕上げの程度は現場説明書による

・ 既存建物内の一部を使用する     ・ 構内に設置する　　　 ※ 設けない

構内既存の施設　 ※ 利用できない　　 ・ 利用できる ( ※ 有償　　 ・ 無償 )

5.  工事用電力 構内既存の施設　 ※ 利用できない　　 ・ 利用できる ( ※ 有償　　 ・ 無償 )

　
　
解
体
施
工

3 1.  事前措置

油類タンク

委託する。

解体に先立ち、燃料配管、燃料槽、燃料小出槽等に残油がないことを確認する。必要に応じて残油を抜き

取り、燃料を土壌に流失させないように注意する。燃料槽、燃料小出槽は、洗浄のうえ中和処理を行う。

機械設備及び電気設備の切替・遮断等

請負者が同工事の許可業者でない場合は、監督職員と協議の上、同工事の許可を取得している業者に

・ 冷媒を屋外機にポンプダウンした後撤去を行う機器は下記による。

空調機器等の冷媒

6.  解体後の整地 解体後の埋戻し及び盛土

整地高さ

埋戻し及び盛土の材料

・ 山砂の類　　 ・ 他現場の建設発生土の中の良質土　 ・ 再生コンクリート砂

埋戻し及び盛土に当たっては、各層30cm程度毎に締め固めること。

・ 行わない

4 本工事は「建設副産物情報交換システム」を活用する。

総合施工計画作成時、工事完了時及び登録情報に変更が生じた場合、速やかに当該システムにデータ入力を

行う。また、同システムにより工事着手時に再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を工事完了

時に同計画書の実施報告書(書式は同一)を作成し、監督職員に提出するものとする。

　
　
建
設
廃
棄
物
の
処
理

2.  再資源化等

図 面 番 号 記 号

図 面 番 号 記 号

浄化槽、排水槽等

汚染を防止する。

解体に先立ち、汚水及び汚物は、回収、洗浄、消毒等の措置を行い、異臭の発生並びに周囲及び地中への

・ 行う　　　・ 行わない

杭の解体工法

・ 引抜き工法　 ・ 破砕による解体

地下埋設物及び埋設配管の解体

埋設配管 ・ 行う (場所： ・ 図示　 ・　　　　　　　)　 ・ 行わない

樹木の伐採伐根及び移植

2.  杭の解体

外灯の撤去　 ・ 行う ( ・ 図示　 ・　　　　　　　)　 ・ 行わない

・ 冷媒を回収した後撤去を行う機器は下記による。

(PC板、コンクリート平板、

コンクリート二次製品)

建設廃棄物の種類 中間処理施設、再資源化施設等

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による

暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届を速やかに警察に提出すること。

施工途中において工事検査担当職員または、発注機関の長の指定する職員による抜打ち検査を実施する

ことがあるので、検査に協力すること。

施工図等の著作権に関わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する。

上記による他、監督員の指示による。

No Scale

4.  PCB含有 撤去方法

シーリング材

・ 

撤去範囲

※ 図示　　 ・ 

シーリング材は適切な容器に納め、工事完了後、調書と共に監督職員に引き渡す。

3.  PCBを含む機器類 種類、位置

機器類は適切な容器に納め、工事完了後、調書と共に監督職員に引き渡す。

(3) 特記事項に記載の〈 . . 〉内の表示番号は、解体共仕の当該項目を示す。

※ 工事写真の撮り方(改訂第三版)建築編　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※ 建築物解体工事共通仕様書・同解説　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(最新版)

※ 公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(最新版)

※ 建設副産物適正処理推進要綱　(以下「推進要綱」という)　　　　　　　　　

※ 建設工事公衆災害防止対策要綱(建築工事編)　　建設省建設経済局建設業課・ 住宅局建築指導課監修

※ 長野県建設リサイクル推進指針

〈1.3.3〉

〈1.3.5〉

〈1.3.10〉

〈2.2.1〉

〈2.3.1〉

〈3.2.1〉

〈3.9.2〉

〈3.10.1〉

〈3.11.1〉

〈3.12.1〉

〈4.4.1〉

本工事を適切に施工管理するため、解体工事施工技士の配置を行うこと。

※ コンクリート

※ コンクリート及び鉄からなる建設資材

※ 木材

※ 木材(縮減)

※ アスファルトコンクリート

※ 金属類

※ 小形二次電池

※ 蛍光ランプ、HIDランプ

※ 硬質塩化ビニル管、継手

・ 現状GL　 ※ 行う ( ※ 図示　 ・　　　　　　　)

・ 現場説明書による　 ※ 図示　 ・ 

※ 標準施工要領書(日本シーリング工事業協同組合連合会/日本シーリング材工業会)

※ ガラス

・ 廃石綿

※ 特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物に係る基準の検討方法(平成4年7月3日厚生省告示第192号)

1.  施工調査

採取する部位
採取する数量 備　考

管理産業廃棄物等の種類 又は箇所等

・ 図示

・ (　　) 箇所

・ 図示

・ (　　) 箇所

・ 図示

・ (　　) 箇所

名　称 数 量 備　考

3.  現場利用する

再資源化された

建設廃棄物

認定制度の活用

4.  産業廃棄物広域

仕　様

種 類 所 在 地

数 量 備　考建設廃棄物

5.  最終処分する

最終処分施設　　 ※ 監督員の承諾する施設　・ 現場説明書による

名　称 数 量 備　考建設廃棄物

6.  処理に注意を要する

仕　様

最終処分施設　　 ※ 監督員の承諾する施設　・ 現場説明書による

・ 現場説明書による　 ・ 

・ 現場説明書による　 ・ 

・ 現場説明書による　 ・ 

・ 現場説明書による　 ・ 

① ひ素混入石膏ボード

商品名　　 ：タイガーボード

工場名　　 ：小名浜吉野石膏㈱いわき工場　裏面表示マークは｢吉野石膏OY｣

製造期間　 ：昭和48年3月～平成9年4月

JIS許可番号：277057、277058

ロット番号 ：0373○○○○○○○○○～0497○○○○○○○○○

② カドミウム混入石膏ボード

JIS許可番号：265023、265024

商品名　　 ：アドラせっこうボード

工場名　　 ：日東石膏ボード㈱八戸工場　　裏面表示マークは｢日東石膏ボード株式会社｣

製造期間　 ：平成4年10月～平成9年4月

ロット番号 ：A4Y410～A9430

｢特定廃石膏ボード｣とは、以下の石膏ボード製品が廃棄物となったもの。

絶縁油のPCB含有量の分析基準

・ 

焼却炉のダイオキシン類汚染物質の調査基準

・ 

特別管理産業
仕　様 数 量 備　考

廃棄物の種類

廃棄物の処理

2.  特別管理産業

・ 廃油

・ 廃酸

・ 廃アルカリ

・ ダイオキシン類汚染物

処理施設　　 ※ 監督員の承諾する施設　・ 現場説明書による

名　称 最終処分場の種類

※ 管理型 ・ 

※ 安定型 ・ 

〈4.4.1〉

〈4.4.2〉

〈4.5.1〉

※ 石綿含有せっこうボード

※ アスベスト含有成形板

※ 特定廃石膏ボード

※ CCA処理木材

※ 絶縁油中のポリ塩化ビフェニルの分析方法規定(電気技術規定JEAC1201-1991)

※ 廃棄物焼却施設内作業におけるダイオキシン類暴露防止対策要綱(平成13年4月25日付基発第401号)

〈4.4.3〉

※ 監督員の承諾する施設　 ・ 現場説明書による・ 建設汚泥

※ 廃石膏ボード

　
　
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
等
の
処
理
等

5

・ 第一次判定

現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

・ 第二次判定

専門分析機関にてPCB含有量の分析を行う。

PCB 含有シーリング分析調査

PCBを含む機器の微量PCBの分析調査

・　　

〈5.1.2〉

分析調査を行う特別

〈5.4.1〉

〈5.4.1〉

〈5.4.1〉

〈5.4.1〉

(1) 工事現場においては、労働災害、公衆災害防止に努めるとともに、全作業員を対象に定期的に安全

教育、研修及び訓練を行うこと。

(2) 安全教育、研修及び訓練については、工事期間中に月一回、4時間以上実施し、工事日誌へ記録する

ほか、実施結果、実施状況の写真、安全教育に使用した資料等も整理すること。

(3) 原則として代理人（主任）以外の第三者により、月1回以上店社による安全パトロールを行い、工事

日誌へ記載するほか、点検内容等を別書面に記録し、実施状況の写真を撮影すること。

(4) 下請業者にKY（危険予知）、TBM（作業内容の打合せ）活動等を実施させ、その記録を整備すると

ともに、随時、実施状況の写真を撮影すること。

(5) 下請業者を含め、作業員に対し現場内容に即した新規入場者教育、安全教育・訓練等を実施し、関連

書類及び使用した資料等を整理するとともに、随時、実施状況の写真を撮影すること。

(6) 上記の(2)～(5)の活動については、記録・書類及び写真を整備したものを現場に備え、監督員及び

工事検査の際に提示できるようにすること。

(3) 汚水、汚濁、土砂の流失防止に努めること。また、表土復元等、環境の回復に努めること。

「周知の埋蔵文化財包蔵地」の該当　　 ・ 該当する　　 ・ 該当しない

5.  官公庁その他への (1) 工事の着手、施工、完成にあたり、関係機関への必要な手続等を遅延なく行う。

届出手続等 (2) 前項に規定する届出手続等を行うにあたっては、届出内容についてあらかじめ監督職員に報告する。

6.  疑義に関する協議等 設計図書に定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取合い等の関係で、設計図書による

ことが困難又は不都合な場合が生じたときは、監督職員と協議する。

7.  文化財その他の 工事の施工にあたり、文化財その他の埋蔵物を発見した場合は、直ちにその状況を監督職員に報告する。

埋蔵物 その後の措置については、監督職員の指示に従う。また、当該埋蔵物の発見者としての権利は、法律の

定めるところにより、発注者が保有する。

8.  埋蔵文化財調査

掘削作業時の教育委員会等の立会い　　 ・ 有　 ・ 無

埋蔵文化財調査の時期　　　　　　　　 ・ 解体工事終了後　 ・ 解体工事中

(1) 現場で使用する機械は、低騒音型、低振動型、排出ガス対策型建設機械とすること。

(2) 夜間、早朝等の稼動を避けること。ただし、監督員の承諾を受けた場合はこの限りでない。なお、運搬

ルートの選定に当たっては影響の少ない最短ルートを選定すること。

9.　環境対策関係

調査の有無　　　 ※ 無　 ・ 有

調査方法については設計図書による。

調査項目 ・ 土壌調査 (含有量試験 ・ あり ・ なし)

・ ノルマルヘキサン抽出調査　　 ・ 廃棄物含有調査

土壌汚染に係る環境基準に準拠すること。

調査箇所については設計図書による。

4.  土壌調査

3.  騒音、振動調査

　
　
そ
の
他

1.  工事現場の環境 工事現場のイメージアップ

改善について ・ 仮囲い周辺の美化　　 ・ 　

地域住民への情報提供

・ 情報掲示板の設置　　 ・ パンフレットの作成　　

住民に対する災害防止関係

・ 現場出入口周辺への誘導員の配備　 ・ 　

取扱いについて いる者に委託すること。また、施工前に産業廃棄物処理委託契約書の写し、産業廃棄物処理業の許可

証の写し、許可運搬車両一覧並びに処分地の案内図等をまとめた「廃棄物処理計画書」を監督員に提出

すること。

廃棄物の処理の全部又は一部を委託する場合は、廃棄物処理法に基づく処理を業として許可を取得して

(ⅰ) 搬出された産業廃棄物の処理状況記録

①　処理の全部又は一部を委託した場合

また、産業廃棄物処理状況記録及び写真を次のように整備すること。

2.  産業廃棄物の

ア　収集運搬車両ごとのマニュフェストに準じた搬出解体材の数量集計表

イ　最終処分場の案内図及び処分状況の写真(中間処理にあっては中間処理施設の案内図及び中

間処理状況の写真)

②　請負者が自ら処理した場合

イ　最終処分場の案内図及び処分状況の写真(中間処理にあっては中間処理施設の案内図及び中間

処理状況の写真)

③　特別管理産業廃棄物の場合

①又は②に準ずる。ただし産業廃棄物管理票とあるを特別管理産業廃棄物管理票と読み替える。

(ⅱ) 産業廃棄物の再資源化実施状況記録

再生資源利用促進実施書に記載する事項

発生量、搬出先名称、区分、施工条件の内容、搬出先名称、運搬距離、搬出先の種類等　　

(ⅲ) 写真

①　工事着手前の現場全景、周辺及び対象建築物等の現況写真

②　仮設物、安全措置状況及び工程写真(除却作業状況、埋設配管等及び基礎類は入念に撮影する

こと。)

③　使用機械類

④　産業廃棄物収集運搬車両への積込み時及び積降し時の写真

⑤　しゅん工時の全景写真(着手時と同一アングルとする。)

⑥　その他監督職員の指示による

ア　マニュフェストに準じた解体材の種類ごとの数量集計表

・ フロン

・ ハロン

・ イオン化感知器

・ 六フッ化硫黄(SF6)ガス

回収及び処分を行う特殊な

建設副産物の種類
回収又は処分業者名

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

・ PFOSガス

含有機器名称

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

※ 監督員の承諾する業者 ・ ・ 

・ 

・ 

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

※ 監督員の承諾する業者 ・ 

分別調査を行う特別 採取する部位
採取する数量 備　考

管理産業廃棄物等の種類 又は箇所等

・ 図示

・ (　　) 箇所

・ 図示

・ (　　) 箇所

〈7.1.3〉

〈7.3.1〉

2.  回収及び処分

1.  施工調査7　
　
特
殊
な
建
設
副
産
物
の
処
理

8

除去範囲　　 ※ 図示　　 ・ 

着工前の試験施工　　※行う　　・ 行わない

除去工法

・ 集じん装置付併用手工具ケレン工法

・ 剥離剤併用超音波ケレン工法

・ 剥離剤併用手工具ケレン工法

・ 集じん装置付き高圧水洗工法（15MPa以下、30～50MPa)

・ 剥離剤併用高圧水洗工法（30～50MPa)

・ 集じん装置付き超高圧水洗工法（100MPa以上)

・ 剥離剤併用超高圧水洗工法（100MPa以上)

・ 超音波ケレン工法（HEPAフィルター付掃除機併用）

処分　　　　 ・ 埋立処分(管理型最終処分場)　 ・ 中間処理(溶融施設)

　　　　　　 ※ 埋立処分(安定型最終処分場)

※ 集じん装置付きディスクグラインダーケレン工法

　の除去

6.  石綿含有仕上塗材 〈6.6.1〉

ア、測定結果

報告書の作成(記録する項目)

1.  石綿含有分析調査6

測定時期・場所及び測定点

・ 測定 1 処理作業室内 各　　点 -

処理作業前 施工区画周辺又は
・ 測定 2 計　　点 -

敷地境界

・ 測定 3 処理作業室内 各　　点 -

セキュリティー
・ 測定 4 各　　点 空気の流れを確認

ゾーン入口
処理作業中

・ 測定 5 装置の排出口 各　　点

(処理作業室外の場合)

施工区画周辺又は
・ 測定 6 計　　点 -

敷地境界

処理作業室内 各　　点 -
処理作業後

施工区画周辺又は
・ 測定 8 (シート養生中) 計　　点 -

敷地境界

・ 測定 9 処理作業室内 各　　点 -
処理作業後シート

・ 測定 10 撤去後1週間以降 調査対象室外部の付近 計　　点 -

測定名称 測定時期 測定場所 備　考
測定点

(各施工箇所ごと)

・ 測定 7

走査電子顕微鏡法」による位相差・分散顕微鏡法による。

測定機関は、都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。

測点位置　　 ※ 図示　 ・ 

計数機器

メンブレンフィルタの直径

試料の吸引流量

試料の吸引時間

試料の透明化

計数条件

計数アスベスト　 (f: 繊維本数)

イ、測定時間

ウ、測定位置(測定高さとともに図面上に記載する。)

エ、サンプリング条件(メンブレンフィルタ直径、吸引時間、吸引空気量)

オ、マウンティング方法

カ、顕微鏡視野面積、計数視野数

キ、測定時(各測定場所ごと)天候、温度、湿度、外気の風速及び風向

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によりアスベストを含有している吹き付け材、成形板、

調査範囲　 ・ 　　　　　　　　 ・ 図示

建築材料等の使用の有無について調査し、監督職員に報告する。

貸与資料　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

分析対象

分析方法

アモサイト、クリソタイル、クロシドライト、アクチノライト、アンソフィライト、トレモライト

含有の有無を判定するための定性分析方法）

定量分析方法）

・ JIS A 1481-3（建材製品中のアスベスト含有率測定方法-第3部:アスベスト含有率のX線回折

材　料　名 定性分析 定量分析

・ 箇所数(　　　　　　) ・ 箇所数(　　　　　　)

・ 箇所数(　　　　　　) ・ 箇所数(　　　　　　)

・ 箇所数(　　　　　　) ・ 箇所数(　　　　　　)

・ 箇所数(　　　　　　) ・ 箇所数(　　　　　　)

採取箇所　　　 ・  図示　　　・ 

サンプル数　　1箇所あたり3サンプル

〈6.1.3〉

※ JIS A 1481-2（建材製品中のアスベスト含有率測定方法-第2部:試料採取及びアスベスト含有の

集じん・排気

装置の性能確認

　
　
石
綿
含
有
建
材
の
除
去
等

〈1.4.1〉

2.  石綿粉じん濃度測定

石綿粉じん濃度測定は「JIS K3850-1 空気中の繊維状粒子測定方法 - 第1部:光学顕微鏡法及び

石綿粉じん濃度測定方法

位相差顕微鏡

10 L/min

120 min 240 min

アセトン-トリアセチレン法又は、シュウ酸ジエチル法

総アスベスト繊維数200本 又は視野数50視野

直径3μm未満、長さ5μm以上、長さと直径比3:1以上

50 f/L 0.5 f/L 0.3 f/L

47 mm25 mm

5 L/min

30 min

10 L/min

47 mm

測定4　測定5 ・ 測定 ・ 測定

吹付け材の除去

保温材等の除去

〈6.3.2, 3〉

工法の詳細　 ※ 解体共仕6.3.2による他、部位・内容に応じた工法は専門工事業者の仕様とする。

 ※ 湿潤化　　 ・ セメント固化

飛散防止　　 ※ 密封処理　　 

粉じん機フィルタについても密封処理を行う。

隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空掃除機フィルタ、

処分　　　　 ・ 埋立処分(管理型最終処分場)　 ・ 中間処理(溶融施設)

除去範囲　　 ※ 図示　　 ・ 

〈6.4.3〉

3.  石綿含有

4.  石綿含有 除去範囲　　 ※ 図示　　 ・ 

除去工法　 ・ 粉砕して除去　　※ 手ばらし

飛散防止措置　※ 湿潤化　　・ 固形化

処分　　　　 ・ 埋立処分(管理型最終処分場)　 ・ 中間処理(溶融施設)

※石綿含有けい酸カルシウム板第２種を含む

5.  アスベスト含有

成形板の除去

〈6.5.3〉

除去の部位・内容に応じた工法は専門工事業者の仕様とする。

・ 埋立処分(管理型最終処分場)　 ・ 中間処理(溶融施設)

処分

除去範囲　　 ※ 図示　　 ・ 

除去範囲　　 ※ 図示　　 ・ 

隔離養生（負圧必要）方法　　※ ビニールシート等による養生を行う

足場　 ・ 図示

処分 ・ 埋立処分(管理型最終処分場)　 ・ 中間処理(溶融施設)

・ 石綿含有けい酸カルシウム板第１種の除去（切断・粉砕する場合）

石綿含有せっこうボード　 ※ 埋立処分(管理型最終処分場)

石綿含有せっこうボードを除くアスベスト含有成形板

・ ビニル床シート，ビニル床タイル，塩ビ巾木　の接着剤（下地：モルタル）の撤去 及び

※　他工法での撤去も可能（監督員との協議による）だが　工法の変更による請負代金額の変更は行わない。

　　の撤去は　「集塵装置付グラインダー工法」　を原則とする。

10.　安全対策関係

11.　工事検査

12. 被害届等

13. 施工図等の取扱い

14. 提出物

2024.07改訂

上田東北消防署　庁舎改修工事事業年度

R-07

上田東北消防署　庁舎改修工事　解体工事　特記仕様書

・ 建築物　 ・ 工作物　 ・ 建築設備 ・ 家具等　 ・ 樹木　　 ・ その他（内部造作）

改 修 鉄 骨 ２消 防 署 庁 舎 679.02 842.7222.54 31.62

上田市　芳田　1515　番地　1

2,534.26　㎡

解体工事 特記仕様書
設計者氏名　小福田　洋

一級建築士　大臣登録　第292990号

長野県知事登録　第上田N-78311号

住　所　長野県上田市住吉55番地2

代表者　品田　和久

株式会社 A-06

（分析調査済）

※ 分析による石綿含有建材の調査（調査済：報告書による）

※ 石綿含有建材の事前調査（調査済：報告書による）



屋根板金車庫部分屋根

外壁アルミパネル

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
No.24-010

株式会社
事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号

住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

NO SCALE図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5  /  R6  /  R7

番号

1

9

8

7

6

5

4

3

2

10

改修工事概要

11

12

13

14

15

仮設

防水

防水

石タイル

鋼製建具

解体

外壁

ポーチ床

風除室

２階ベランダ

部 位 工 種

内装

塗装

ホースリフター塔

笠木共

トップライト 屋根板金

外部足場（　くさび緊結式足場・建地900mm　）、　垂直養生（　メッシュシート　）

改 修 工 事 概 要 書

外壁ＡＬＣ・軒裏 塗装・防水

外装

塗装・防水

A-07

既存ルーフデッキ屋根及び定尺段付き横葺き屋根：下地調整・塗装改修、　内樋防水改修、　竪樋から屋根上横引き樋新設

既存タラップ：下地調整・塗装改修

既存鉄骨面：下地調整・塗装塗り替え、　アルミパネル：既存目地コーキング撤去・新規打直し

食堂床・壁・天井 内装

改修工事概要部 位 工 種番号

25

26

27

28

事務室 電気設備

１階男子便所 電気設備

電気設備洗面所・脱衣室

浴室・ボイラー室

ロッカー室 電気設備

電気設備

仮眠室Ａ・Ｂ

２階書庫

身障者便所・雑庫

電気設備 既存照明器具撤去、ＬＥＤ照明器具に更新各室

電気設備

電気設備

電気設備

電気設備２階便所

29

30

31

食堂 機械設備

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

ウォシュレット一体型腰掛便器（1箇所）更新に伴う　コンセント増設

ウォシュレット一体型腰掛便器（1箇所）更新に伴う　電源増設

既存腰掛便器（1箇所）にウォシュレット付き暖房便座設置に伴う　電源増設

救急器具庫全面改修に伴う　電灯・コンセント設備改修

仮眠室に改修、　ルームエアコン新設に伴う　電源増設、　電話・放送等の弱電設備増設

洗面室・脱衣室・システムバス・倉庫全面改修に伴う　電灯・コンセント設備・放送等の弱電設備改修

女子仮眠室・ユニットシャワー・トイレ全面改修に伴う　電灯・コンセント設備・ＴＥＬ・放送等の弱電設備改修

身障者便所・雑庫 解体・内装

洗面所・脱衣室

浴室・ボイラー室

解体・内装

屋根廻り

２階大会議室

機械設備１階男子便所

洗面所・脱衣室

浴室・ボイラー室

機械設備

機械設備ロッカー室

和風大便器（1箇所）撤去・処分、　ウォシュレット一体型腰掛便器に更新

仮眠室Ａ・Ｂ 機械設備

機械設備

機械設備２階書庫

機械設備 和風大便器（1箇所）撤去・処分、　ウォシュレット一体型腰掛便器に更新２階便所

既存腰掛便器（1箇所）にウォシュレット付き暖房便座設置

仮眠室改修に伴う　ルームエアコン新設

女子仮眠室・ユニットシャワー・トイレ全面改修に伴う　洗面器新設・衛生機器・給排水設備・ガス給湯設備

２階大会議室

既存円形自動扉・円形ガラスＦＩＸ・方立・巾木　内外共撤去処分、　ステンレス両開きドア（1箇所）新設カバー工法

既存身障者便所：床、壁、天井、機器類全て撤去処分、　救急器具庫に改修

外装・建具

既存床、壁、天井、機器、機械類全て撤去・処分、　洗面室・脱衣室・システムバス・倉庫１に全面改修、　引違い窓改修

既存雑庫：ＡＬＣ壁一部（基礎立上り共)・木製棚・天井撤去処分、　救急器具庫に改修 ※雑庫内の物品の移動は署で対応

既存トップライト（ﾖﾄﾞ：ｽｶｲﾗｲﾄ同等）下地は残し撤去、新規板金塞ぎ

既存ルーフデッキ上カバー工法葺き、　内樋防水改修、　既存垂れ幕用丸環（8箇所）撤去

事務室壁・天井

欠番

欠番

欠番

既存床：ＣＦシート及びソフト巾木撤去処分、長尺塩ビシート及びソフト巾木張り替え

既存壁：ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ剥し、下地処理、ビニルクロス貼替え、 既存天井：雨漏り箇所張り替え、化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞの上全面AEP塗装

車庫部分以外の屋根

既存ＡＬＣ：ひび割れ箇所補修し下地調整後全面塗装塗り替え、 既存建具廻り：目地コーキング撤去・新規打直し

人感センサー付き足元灯を更新、　エアコン更新に伴う　電源改修

車庫北側及び南側軒裏ボード：撤去・張り替え・塗装改修（１階南側は損傷箇所ボード撤去・張り替え後全面塗装改修）

玄関ホール吹抜け天井の一部雨漏り損傷部分張り替え※1）共通とする

17

18

19

20

21

22

23

24

仮眠室Ｂ 建具・家具

仮眠室Ａ・Ｂ 建具・家具

家具

１階男子便所 タイル

解体・内装

※収納物等の移動は署で対応

２階書庫

２階便所

内装

内装

２階大会議室

車庫・備品庫

家具

除去

車庫：防火衣ロッカー（2人分）新設、　既設の防火衣ロッカー（21人分）移設

和風大便器（1箇所）撤去・処分に伴う床ホモジニアスビニルタイル張り替え

和風大便器（1箇所）撤去処分に伴う床タイルハツリ・張り替え

建具・家具

更衣ロッカー（5台）新設、　既設の更衣ロッカー（21台）【計26台】、　壁及び天井の雨漏り箇所張り替え

既存木製片引き戸（2箇所）撤去・新設、　既存ベッド及び収納棚撤去・キャスター式引出し(3個)付きベッド（9台）新設

既存書棚撤去処分、　既存木製ドア外開きに改修、　キャスター式引出し(3個)付きベッド新設、収納棚新設、仮眠室に改修

16 ロッカー室 解体・内装

建具・家具

既存床、壁、天井、引戸全て撤去処分、　女子仮眠室・ユニットシャワー・トイレ・倉庫２に全面改修、　引違い窓改修

内倒し窓修理、　大型鏡移設、※既設の更衣ロッカー（21台）廊下Ａへ移動は署で対応、　既存3人用ロッカー移動は署で対応

外壁ALC塞ぎ･ｱﾙﾐ片開きﾄﾞｱ新設、 ※既設ボーラー室の床段差、ALC間仕切り壁はそのまま

キャスター式引出し(3個)付きベッド（1台）新設、　収納棚新設、　洗面化粧台新設、　ドラム式洗濯機（既設品再利用）

洗面用具ロッカー・脱衣棚新設、　洗面化粧台（2台）新設、　全自動洗濯機（既設品再利用）

内樋・水切り等：取合い部分コーキング打ち

既存タラップ：下地調整・塗装改修、　外壁ＡＬＣ取合い部分コーキング撤去・新規打直し

※1）円形自動扉等撤去部分及びステンレス両開きドア新設部分は既存ミカゲ石ハツリ・補修、　既存レール溝はモルタル埋め

天井：ルーフデッキ裏貼りポリフォーム除去（車庫部分はローリング足場）

アルミ既製品（床、手摺り、屋根一体型）　撤去処分、　　撤去後外壁パネルのビス穴等コーキング処理

既存ミカゲ石ブルーパールJB損傷部分撤去処分（AS舗装共）、　近似タイル張り替え（スロープの一部既存石張直し）

既存目地コーキング撤去、　新規打直し（ベランダ撤去後のビス穴等のコーキング処理を含む）

２階トイレ改修に伴う天井解体・復旧

廊下Ｂ

※既設の防火衣ロッカー（21人分）車庫へ移動は署で対応設備改修に伴う一部天井解体・復旧

設備改修に伴う一部天井解体・復旧（仮眠室Ａ共）

ＥＨＰパッケージエアコン新設に伴う　電源工事

既存床面　露出コンセント撤去（天井ライティングレール及びリーラーコンセント新設）

※休憩室の１台のみＬＥＤ更新済

流し台シングルレバー水栓に（2箇所）更新、　給湯機新設、　レンジフード更新

機械設備46 事務室 署長スペースの天吊りエアコン更新

収納棚新設、　既設ベッド及び棚類は撤去・処分、　天井：エアコン更新に伴う化粧石膏ボード張り替え、　天井点検口新設

既存壁：ビニールクロス剥がし、　下地処理、　ビニールクロス貼り替え、

既存天井：エアコン更新部分のみ撤去・復旧後、ロックウール吸音板の上、全面ＡＥＰ塗装、天井点検口新設

天井：エアコン更新に伴う石膏ボード+ロックウール吸音板張り替え、　天井点検口新設

壁：エアコン更新に伴い6通り柱型２箇所フカシてＰＳ新設

天吊りエアコン更新、　室外機コンクリート基礎新設（建築）

ＧＨＰマルチエアコン室内機撤去、　ＥＨＰパッケージエアコン新設、　室外機コンクリート基礎新設（建築）

洗面室・脱衣室・システムバス全面改修に伴う　給排水設備・給湯設備、　土間コンクリート斫り・復旧（建築）

女子仮眠室にルームエアコン新設、　室外機コンクリート基礎新設（建築）、　出入口土間コンクリート斫り・復旧（建築）

改修工事区分 １期工事

２期工事

３期工事

そ の 他 車庫・事務室等は機能を存続しながらの工事のため、改修範囲を定め養生を行いながら順に工事を行う

ロッカー室を女子仮眠室・トイレ・洗面脱衣室・倉庫２に改修工事（建築・電気・機械）、　屋根改修工事、　外壁等改修工事

洗面所・脱衣室・ユニットバス・倉庫１・トイレ改修工事（建築・電気・機械）・風除室建具の改修工事、　その他内部改修（鋼製下地、内装、塗装、建具、家具）工事、　照明ＬＥＤ化工事

既存パーティション一部（ハンガー戸共）撤去・新設（カーテン共）

車庫の天井折版裏張り断熱材の撤去、　廊下にある防火衣ロッカーを車庫に移動する、　ロッカー室にある更衣ロッカーを廊下に移動する（ロッカーの移動は消防署職員で対応）
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建 物 概 要

所 在 地 上田市芳田1515番地1

施 設 名 称

構造・規模 鉄骨造・２階建

上田東北消防署

建 築 面 積

１階床面積

２階床面積

延べ床面積

679.02 ㎡

671.57 ㎡

171.15 ㎡

842.72 ㎡

敷 地 面 積 2,534.26 ㎡

建 設 年 1994年（平成6年）

（A3） No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 1/250配置図・案内図・建物概要 A-08



t-2.0mmフッ素樹脂塗装アルミ板（2コート・2ベーク）、　裏面t-20mmロックウール吹付け（胴縁共）

±0

笠木・パラペット

ポーチ天井

パラペット内壁

仕 上 仕 上部 位 部 位

１ 階 屋 根

２ 階 屋 根

ポ ー チ 床

簡 易 舗 装

ベ ラ ン ダ

換 気 口

断 熱 材

開 口 部

竪 樋

軒 樋

軒 裏

外 壁

犬 走 り

同 上

同 上

同 上

t-2.0mmフッ素樹脂塗装アルミ板（2コート・2ベーク）

コンクリート即時金ゴテ押さえ

ルーフデッキ　山高90mmハゼ　t-0.6mmフッ素樹脂鋼板、　不燃断熱材（30分耐火品）裏貼り

定尺段付t-0.45mmカラーステンレス横葺き、　下葺きアスファルトルーフィング17kg品、　t-25mm耐火野地板、　ハット垂木＠475

t-12mm耐水ベニア板下地、　t-0.4mmフッ素樹脂鋼板加工

t-120mmＡＬＣ　デザイン　ＤＲ工法同等、　吹付けタイル（ＲＥ）

t-150mmＡＬＣ　デザイン　ＤＲ工法同等、　吹付けタイル（ＲＥ）

アルミ丸型ジーエル、　網付き（エース同等品）

グラスウール　24kg／ｍ3

室 名 床高 床

下地

仕上
車 庫 -200～±0

備 品 庫

雑 庫

風 除 室

玄関ホール

１ 階

ＡＬＣ用アルミサッシ（ステンカラー）、　一部　特注色

車庫　オーバースライダー

2階部分t-12mm耐水ベニア下地、　t-0.4mmステンレス張り、　南側ルーフデッキ葺き部分t-12mm耐水ベニア下地、　t-0.4mmフッ素樹脂鋼板張り

t-9mm耐水石膏ボード張り下地、　t-12mm軒天用ロックウール吸音板張り

コンクリート即時金ゴテ押さえ

コンクリート即時金ゴテ押さえ

レジンモルタル塗り、一部コンベアー用ゴム

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

±0

±0

同 上

同 上

同 上

空練りモルタル

ミカゲ石（300×300）張り、　ジェットバイナー仕上げ、　一部　本ミガキ

ミカゲ石（300×300）張りJ.B仕上げ一部本磨き

同 上

同 上

コンクリート即時金ゴテ押さえ　ＳＬ材

巾 木

布基礎立上げ

レジンモルタル塗り 吹付けタイル（ＲＥ）

ＡＬＣ

同 上

同 上

自動ドア部材

ステンレス鏡面

H=100既製ミカゲ石本磨き

H=100ソフト巾木

建具

ＳＳＳ：軽量スチールシャッター

ＳＷ　：スチール窓

ＳＤ　：スチールドア

ＳＳ　：重量スチールシャッター

ＡＷ　：アルミ窓

Ｆ　：ふすま

Ｐ　：障子

ＡＤ　：アルミドア

ＳＧ　：スチールガラリ

ＷＷ　：木製窓

ＷＤ：木製ドア

ＡＧ　：アルミガラリ

※　略記号 塗装 ＯＰ　：油性調合ペイント

ＳＯＰ：合成樹脂調合ペイント

ＦＰ　：フタル酸樹脂エナメル

ＯＳＷ：オイルステインワニス

ＯＳ　：オイルステイン

ＣＬ　：クリアラッカー

ＶＰ　：塩化ビニール系エナメル

ＥＰ　：酢酸ビニール系エマルションペイント

ＡＥＰ：アクリル系エマルションペイント

ＭＰ　：多彩模様塗料

鋼
製
下
地
組

その他

ＡＬＣボード部分

鉄骨胴縁ボード部分

柱型

ＡＬＣ

リシン吹付け

自動ドア部材

ガラスＦＩＸ

t-12mm耐水ベニア張り

t-5mm壁面用装飾ガラスｸﾞﾗﾐｶﾗｰ

壁 天 井 廻 縁 天井高 備 考

ルーフデッキ裏断熱材表し

鉄骨部　ＯＰ

ホース用棚、　t-6mm汎用コンベアベルト、　ライニング：ミカゲ石

木製枠ＯＰ

ＬＧＳ-65

ＬＧＳ-45 外部

内部ＬＧＳ-19形

ＬＧＳ-19形

ＬＧＳ-25形　下地

ＬＧＳ-19形　下地

鉄骨部　ＯＰ

t-12mm石膏ボード張り

ビニルクロス貼り

同 上

同 上

ＥＰ吹付

t-1.6mmカラーアルミパネル張り

t-9mm石膏ボード張り

t-12mmロックウール吸音板張り

t-9mmロックウール吸音板張り

2,600塩ビ

2,400

塩ビ 5,780

ピクチャーレール、　ステンドグラス（SGO同等品）

ブラインド、　ブラインドボックス

2,500

棚

同上

／　t-12mm石膏ボード張り

／　複層仕上塗材ﾛｰﾗｰ仕上ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ

／　　吹付けタイル

／　　t-6mmフレキシブルボード張り

タイヤ用棚Ａ・Ｂ、　作業テーブル、　タイヤ吊りフック（50kg用）レジンモルタル塗り

±0

±0

同 上

同 上

t-6.0mmケイカル板目透かし張り、　ＥＰ吹付け

t-6mmケイカル板目透かし張り／　　t-6mmフレキシブルボード張りＡＬＣ

リシン吹付け ／　　リシン吹付け

t-0.6mmステンレス、HL、φ105、　飾り桝（ボックス）、　ドレン

基 礎 打放し補修、　ＥＰ吹付け

ホースリフター塔 t-2.0mmフッ素樹脂塗装アルミ板（2コート・2ベーク）、　鉄骨表し部分はポリウレタン樹脂エナメル塗装、　スチールタラップＳＯＰ

t-3mmホモジニアスビニル床タイル張り

≒3,100

アールテラス　間口3.5間×奥行1間　ブルースモーク（新日軽2型同等品）屋根一体型アルミ既製品、　物干しセット2組

救急準備室

事 務 室

下地

仕上

下地

仕上

-40

±0

コンクリート即時金ゴテ押さえ

t-2mmＰタイル張り

シンダーコンクリート即時金ゴテ押さえ　ＳＬ材

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

t-9mm石膏ボード張り

階段下 殺菌灯付きロッカー、　棚同上

同上 2,480

窓下棚、　ピクチャーレール、　ホワイトボード、　カウンター

ブラインド、　ブラインドボックス

t-9mm化粧石膏ボード張り（ジプトーン）

t-12mmロックウール吸音板張り（キューブ）

食 堂

休 憩 室

仮 眠 室 Ａ

仮 眠 室 Ｂ

ロッカー室

洗 面 所

脱 衣 室

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

±0

+280

±0

±0

±0

±0

+180

コンクリート即時金ゴテ押さえ　ＳＬ材

t-2.3mmＣＦシート張り

木床組、　t-12mm耐水ベニア張り

t-55mm化学タタミ敷き

シンダーコンクリート即時金ゴテ押さえ　ＳＬ材

同 上

同 上

同 上

同 上

コンクリート即時金ゴテ押さえ　ＳＬ材

t-2.3mmＣＦシート張り

木床組、　t-12mm+4mm耐水ベニア張り

ラバー付きタイルカーペット張り　　　床暖

t-2.3mmＣＦシート張り　　　　　　　床暖

同 上

タタミ寄

H=100木製

同 上

同 上

H=100ソフト巾木

同 上

仕上

下地
浴 室

床パネル　100角タイル 壁パネル　人造大理石

システムバス　本体フレーム：アルミ製

バスリブ 2,300

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

ビニルクロス貼り

t-12mm耐水石膏ボード張り

同 上

同 上

同 上

t-6mmフレキシブルボード目透かし張り

木製40×40 2,300

同上 2,400 t-0.4mmステンレスライニング、　ブラインド、　ブラインドボックス

上がり框、　神棚、　地袋

塩ビ 2,400

ブラインド、　ブラインドボックス

パーティション（カーテンレール付き）、　シャワーカーテン

同上 2,400

ブラインド、　ブラインドボックス、　毛布ロッカー

パーティション

同上 2,400 ブラインド、　ブラインドボックス、　ロッカー

同上 2,400 洗面用具棚、　雑物ロッカー

同上 2,300 脱衣棚ＥＰ

t-9mm化粧石膏ボード張り（ジプトーン）

t-9mm化粧石膏ボード張り（杢目プリント）

t-9mm化粧石膏ボード張り（ジプトーン）

t-3mmホモジニアスビニル床タイル張り　　床暖

廊 下 Ａ

下地

仕上
±0

2,500 消防用ロッカー、　掃除用ロッカー、　鏡、　ピクチャーレール同上

ピクチャーレール

廊 下 Ｂ
同 上

同 上 同 上

同 上

同 上

t-9mm石膏ボード張り

t-9mm化粧石膏ボード張り（ジプトーン）

天窓（2箇所）

ＬＥ　：ラッカーエナメル

ＷＰ　：木材保護塗料

ＤＰ　：耐侯性塗料

ＵＥ　：ポリウレタン樹脂エナメル

ＵＣ　：ポリウレタン樹脂ワニス

内部仕上表

外部仕上表

No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 NO SCALE既 存 仕 上 表 １図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5  /  R6  /  R7 A-09



室 名 床高 床

下地

仕上

１ 階

巾 木 壁

ボイラー室

男 子 便 所

女 子 便 所

身障者便所

階 段 室

廊 下

２ 階

大 会 議 室

小 会 議 室

収 納 庫

書 庫

便 所

※　略記号 塗装

鋼
製
下
地
組

その他 ＬＧＳ-65

ＡＬＣボード部分

鉄骨胴縁ボード部分

柱型

ＬＧＳ-45

ＬＧＳ-19形

ＬＧＳ-19形

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

-150

-50～-100

-50～-100

±0～50

±0

±0

±0

±0

±0

±0

コンクリート即時金ゴテ押さえ

同 上

同 上

コンクリート即時金ゴテ押さえ　ＳＬ材

無収縮モルタル金ゴテ押さえ

コンクリート即時金ゴテ押さえ　ＳＬ材

コンクリート即時金ゴテ押さえ

同 上

同 上

コンクリート即時金ゴテ押さえ

t-2mmＰタイル張り

同 上

同 上

コンクリート即時金ゴテ押さえ　ＳＬ材

布基礎立上げ

ＥＰ

50角ポリコンモザイクタイル張り（水勾配）

モルタル塗り（水勾配）

腰壁共材

同 上

H=100ソフト巾木

ササラＰＬ

ＳＵＳ複合板加工　ＨＬ

ＳＵＳ複合板加工　ＨＬ

H=100木製　ＯＳ、ＣＬ

同 上

H=100ソフト巾木

同 上

同 上

吹付けタイル（ＲＥ）

ＡＬＣ

t-12mm耐水ﾍﾞﾆｱ+t-9mm耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

150角陶器質タイル張り

／　t-12mm耐水ﾍﾞﾆｱ張り

／　ビニルクロス貼り

同 上

同 上

同 上

同 上

ビニルクロス貼り

t-12mm耐水ベニア張り

t-5mm壁面用装飾ガラスｸﾞﾗﾐｶﾗｰ

天 井 廻 縁 天井高 備 考

外部

内部

ＬＧＳ-25形　下地

ＬＧＳ-19形　下地

t-12mm石膏ボード張り

t-4mm銘木合板張り

／t-12mm石膏ボード張り

／複層仕上塗材ローラー仕上ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ

t-12mm耐水ベニア張り

t-5mm壁面用装飾ガラスｸﾞﾗﾐｶﾗｰ

／t-12mm石膏ボード張り

／複層仕上塗材ローラー仕上ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ

／　一部吸音クロス貼り

／　t-12mm石膏ボード張り

同 上

同 上

同 上

同 上

t-12mm石膏ボード張り

ビニルクロス貼り

同 上

同 上

同 上

同 上

ＥＰ 塩ビ 2,550

2,400同上 ミカゲ石ライニング、　Ｕ240（グレーチング共）

タイル張りライニング2,400同上同 上

同 上 同上 2,500

t-9mm化粧石膏ボード張り（ジプトーン）

t-9mm石膏ボード張り

t-12mmロックウール吸音板張り（リブ） 同上 ＳＵＳノンスリップ（ラバー付）、ステンレス手摺

t-9mm石膏ボード張り

t-12mmロックウール吸音板張り（リブ） 塩ビ 2,530 ピクチャーレール

同 上

同 上 ／　一部吸音クロス貼り 2,530 スクリーン、　ブラインド、　ブラインドボックス同上

2,530同上 ブラインド、　ブラインドボックス

同 上

同 上

2,530同上

2,530同上

2,530同上 ブラインド、　ブラインドボックス

ブラインド、　ブラインドボックス

書棚、　ブラインド、　ブラインドボックス

t-6mmケイカル板目透かし張り

t-12mm耐水ベニア張り、　上部t-12.5mm石膏ボード張り

t-9mm化粧石膏ボード張り（ジプトーン）

t-9mm石膏ボード張り

t-9mmロックウール吸音板張り

※　アスベスト関係 分析結果レベル３の石綿含有建材有り。　事前調査における石綿分析結果報告書（証明書）及び石綿有無に関する調査結果報告書参照とする。

石綿含有みなし（レベル３）の石綿含有建材有り。　事前調査における石綿分析結果報告書（証明書）及び石綿有無に関する調査結果報告書参照とする。

1、ケイ酸カルシウム板（軒天・雑庫天井・ボイラー室天井）

3、ソフト巾木の接着剤（事務室・廊下・身障者便所・食堂・洗面所・脱衣室・ロッカー室・書庫）　※ソフト巾木は無石綿

t-3mmホモジニアスビニル床タイル張り

t-3mmホモジニアスビニル床タイル張り

t-3mmホモジニアスビニル床タイル張り　張り分け

t-3mmホモジニアスビニル床タイル張り

2、ホモジニアス床タイルの接着剤（廊下・身障者便所・２階便所）　※タイルは無石綿

改修工事範囲

1、スレートボード（システムバス壁の裏張り・脱衣室天井）

建具

ＳＳＳ：軽量スチールシャッター

ＳＷ　：スチール窓

ＳＤ　：スチールドア

ＳＳ　：重量スチールシャッター

ＡＷ　：アルミ窓

Ｆ　：ふすま

Ｐ　：障子

ＡＤ　：アルミドア

ＳＧ　：スチールガラリ

ＷＷ　：木製窓

ＷＤ：木製ドア

ＡＧ　：アルミガラリ

ＯＰ　：油性調合ペイント

ＳＯＰ：合成樹脂調合ペイント

ＦＰ　：フタル酸樹脂エナメル

ＯＳＷ：オイルステインワニス

ＯＳ　：オイルステイン

ＣＬ　：クリアラッカー

ＶＰ　：塩化ビニール系エナメル

ＥＰ　：酢酸ビニール系エマルションペイント

ＡＥＰ：アクリル系エマルションペイント

ＭＰ　：多彩模様塗料

ＬＥ　：ラッカーエナメル

ＷＰ　：木材保護塗料

ＤＰ　：耐侯性塗料

ＵＥ　：ポリウレタン樹脂エナメル

ＵＣ　：ポリウレタン樹脂ワニス

内部仕上表

No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 NO SCALE既 存 仕 上 表 ２図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5  /  R6  /  R7 A-10



/　既存t-6mmフレキシブルボード張り

/　ＥＰ塗り替え

仕 上部 位

１ 階 屋 根

室 名 床高 床

下地

仕上
車 庫 -200～±0

備 品 庫

玄関ホール

１ 階

±0
下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

±0

±0

巾 木

※　略記号 塗装

壁 天 井

笠木・パラペット

２ 階 屋 根

軒 裏

外 壁

車 庫 屋 根

自動ドア部材の円形ガラスＦＩＸ・方立撤去処分

雑 庫

救急器具庫

風 除 室

廃 止

同上　北･西･南面

トップライト

仕 上部 位

開 口 部

竪 樋

軒 樋

ルーフデッキ裏貼断熱材撤去処分（ローリング足場）

ＥＰ塗り替え

吹抜け部分損傷箇所はt-9mm石膏ボード下張り

t-12mmロックウール吸音板張り替え

天井高 備 考

既製防火衣ロッカー（1交替2列）1台新設（既設品の設置は別途）

ＬＥＤ更新

ＳＵＳ両開き框ドア新設（カバー工法）、ＬＥＤ更新

既存ＳＵＳレール溝はモルタル埋め

ＬＥＤ更新

廻 縁

現状

現状

現状

現状

現状

現状

現状

現状

現状

現状

現状

現状

ポーチ天井

ポ ー チ 床

簡 易 舗 装

ベ ラ ン ダ

換 気 口

断 熱 材 女子仮眠室（洗面脱衣・シャワー室・ＷＣ共）及びシステムバス改修部分の外壁面　t-50mmグラスウール16kg/ｍ3

現状

現状

現状

現状

開　口　部の一部

現状

現状

現状

既存レジンモルタル塗り

現状

現状（無目ステンレス鏡面）

同上既存の上、　ハゼ式折板　H=91　W=300（t-0.6mmカラーＧＬ鋼板・t-4mmフネンエース裏貼り）カバー工法葺き改修、　取合いコーキング打ち

2階部分内樋【防水改修済】：取合いコーキング打ち、　1階ルーフデッキ部分南側の内樋：ウレタン塗膜防水改修

南面1階：既存ＡＬＣ用アルミ引違い窓（2箇所・4枚）ガラス撤去処分・アルミパネルに交換、　アルミ框ドア（1箇所）新設

既存ＡＬＣ面

塩ビ新設

既存の一部ハツリ、近似タイル張り替え 自動ドア部材撤去処分

新規t-2mm長尺塩ビシート張り

モルタル下地ミカゲ石張り

2,400

5,780

2,500

2,500

t-9mm石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張りの上、t-9mmﾛｯｸｳｰﾙ吸音板張り

既存t-6.0mmケイ酸カルシウム板撤去処分（1階南側は損傷箇所のみ張り替え）、　t-6mmケイ酸カルシウム板目透かし張り替え、　ＥＰ塗り

ホースリフター塔

既存t-2.0mmフッ素樹脂塗装アルミ板の目地コーキング撤去処分、　新規コーキング（変成シリコン）打ち直し

既存t-2.0mmフッ素樹脂塗装アルミ板の目地コーキング撤去処分、　新規コーキング（変成シリコン）打ち直し

犬 走 り 現状

基 礎 現状

既存鉄骨柱・梁・タラップの鉄骨面、下地調整後、ＳＯＰ塗り替え、

既存t-2.0mmフッ素樹脂塗装アルミ板の目地コーキング撤去処分、　新規変成シリコン打ち直し（笠木共）

ＬＥＤ更新

既存棚撤去処分、ＬＥＤ新規

ルーフデッキ裏貼断熱材撤去処分 ≒3,100

既存アールテラス　間口3.5間×奥行1間　ブルースモーク（新日軽2型同等品）屋根一体型アルミ既製品、物干しセット2組　全て撤去処分

身障者便所側既存ALC100間仕切壁（基礎H200共）一部解体処分既存t-6mmケイ酸カルシウム板張り撤去処分、新規LGS

LGS下地t-12mm石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張りの上、ビニルクロス貼り、一部新規LGS

新規t-9mm化粧石膏ボード（ジプトーン）張り

現状（一部雨漏り箇所は張り替え）現状（洗面所改修部分及び一部雨漏り箇所はﾎﾞｰﾄﾞ共貼り替え）

女子仮眠室（洗面脱衣・シャワー室・ＷＣ・倉庫２共）及び洗面所・脱衣室・システムバス・倉庫1の天井裏　t-100mmグラスウール16kg/ｍ3

そ の 他

外部

内部

ＬＧＳ-25形　下地

ＬＧＳ-19形　下地

ＡＬＣボード部分

鉄骨胴縁ボード部分

ＬＧＳ-45

ＬＧＳ-19形 ＬＧＳ-65

ＬＧＳ-19形

その他

柱型※下段は改修後の室名 鋼製下地組

救急準備室

事 務 室

-40

±0

食 堂

休 憩 室

仮 眠 室 Ａ

仮 眠 室 Ｂ

±0

+280

±0

±0

ロッカー室

女子仮眠室

ロッカー室

洗面脱衣室

ロッカー室

シャワー室

ロッカー室

ＷＣ

ロッカー室

倉 庫 ２

下地

仕上

下地

仕上

既存ビニルクロス剥がし、下地調整

ビニルクロス貼り替え

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

仕上

下地

既存剥がしt-2mm長尺塩ビシート張り替え

既存ビニルクロス剥がし、下地調整

ビニルクロス貼り替え

既存剥がしt-2mm長尺塩ビシート張り替え

ビニルクロス貼り替え ビニルクロス貼り

既存剥がしt-2mm長尺塩ビシート張り替え

下地

仕上

ＬＥＤ更新

ＬＥＤ更新

ビニルクロス貼り

規格高

現状

現状

現状

現状

現状

現状

現状

現状

既存剥がしt-2mm長尺塩ビシート張り替え

規格 規格

ビニルクロス貼り替え ビニルクロス貼り

現状

現状

現状

現状

現状現状 現状

現状

現状

現状

現状

塩ビ新設

塩ビ新設

塩ビ新設

塩ビ新設既存剥がしラバー付きタイルカーペット張り替え

既存剥がし既製シャワーユニット800×1200タイプ

既存H=100ソフト巾木

既存剥がしH=100ｿﾌﾄ巾木新設

既存H=100ソフト巾木

既存剥がしH=100ｿﾌﾄ巾木新設

既存H=100ソフト巾木

既存H=100ソフト巾木

既存H=100ソフト巾木

既存H=100ソフト巾木

既存H=100ソフト巾木剥がし

既存剥がしH=100ｿﾌﾄ巾木新設

既存剥がしH=100ｿﾌﾄ巾木新設

既存剥がしH=100ｿﾌﾄ巾木新設

既存剥がしH=100ｿﾌﾄ巾木新設

既存ｱﾙﾐ引違い窓のｶﾞﾗｽをｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙに改修

ウォシュレット一体暖房便座付き腰掛便器、ＬＥＤ新規

新規t-9mm化粧石膏ボード（ジプトーン）張り

新規t-9mm化粧石膏ボード（ジプトーン）張り

新規t-9mm化粧石膏ボード（ジプトーン）張り

新規t-9mm化粧石膏ボード（ジプトーン）張り

シンダーコンクリート金ゴテ

シンダーコンクリート金ゴテ

シンダーコンクリート金ゴテ

シンダーコンクリート金ゴテ

コンクリート金ゴテ押さえ（ＳＬ材）

ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ（ﾊﾝｶﾞｰ戸共）一部撤去処分、一部ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共）新設

既存収納棚の上に1段（7人分）増設、入口引き戸改修(2箇所)

2,480

2,300

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

階段下

既存ジプトーン張り

現状 ＬＥＤ更新、天井ライティングレール及びリーラーコンセント新設

シングルレバー水栓に交換（2箇所）、レンジフード更新

既存ﾍﾞｯﾄﾞ及び収納棚撤去処分、ｷｬｽﾀｰ式収納(3個)付きﾍﾞｯﾄﾞ(9台)新設

雨漏り箇所ジプトーン張り替え後全面ＥＰ塗装

既存ジプトーン（LGS下地共）撤去処分、新規LGS

既存ジプトーン（LGS下地共）撤去処分、新規LGS

既存ジプトーン（LGS下地共）撤去処分、新規LGS

既存ジプトーン（LGS下地共）撤去処分、新規LGS

新規LGS+t-12.5mm石膏ボード張り

既存ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ剥がし、下地調整、一部新規LGS65+t-12.5mm石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張り

既存ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ剥がし、下地調整、一部新規LGS65+t-12.5mm石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張り

既存ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ剥がし、下地石膏ボード撤去処分、一部新規LGS65

シンダーコンクリート金ゴテ（踏込部分は既存）

現状

新規t-8mmケイ酸カルシウム板突付け張り替え、ＥＰ塗り

ＬＥＤ更新
廊 下 Ａ

下地

仕上
±0

現状 現状 現状 2,500

LGS下地t-12mm石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張りの上、ビニルクロス貼り、一部新規LGS

現状（洗面所改修部分及び一部雨漏り箇所はﾎﾞｰﾄﾞ共貼り替え）
廊 下 Ｂ

同上

同上

一部既存ジプトーン（LGS下地共）撤去処分、新規LGS

一部新規t-9mm化粧石膏ボード（ジプトーン）張替え

一部新規t-9mm化粧石膏ボード（ジプトーン）張替え

一部既存ジプトーン（LGS下地共）撤去処分、新規LGS

2,200+200

+190

±0

±0

±0

洗面化粧台W500、ドラム式洗濯機（既設品再利用）

キャスター式収納(3個)付きﾍﾞｯﾄﾞ(1台)新設、棚新設、既存ﾛｯｶｰ残留（3台）

への字金物、更衣ロッカー移動（別途）、　電話・放送・ＬＥＤ新規

スチールラック（3台）新設、ＬＥＤ新規

既存ミカゲ石ブルーパール（300×300／300×150）デザイン張り損傷部分：近似タイルに張り替え、スロープの一部既存ミカゲ石張直し

現状　但し1階ルーフデッキ部分南側　t-0.6mmステンレス、ＨＬ、φ105　屋根上横引き新設

-100

-20

建具

ＳＳＳ：軽量スチールシャッター

ＳＷ　：スチール窓

ＳＤ　：スチールドア

ＳＳ　：重量スチールシャッター

ＡＷ　：アルミ窓

Ｆ　：ふすま

Ｐ　：障子

ＡＤ　：アルミドア

ＳＧ　：スチールガラリ

ＷＷ　：木製窓

ＷＤ：木製ドア

ＡＧ　：アルミガラリ

ＯＰ　：油性調合ペイント

ＳＯＰ：合成樹脂調合ペイント

ＦＰ　：フタル酸樹脂エナメル

ＯＳＷ：オイルステインワニス

ＯＳ　：オイルステイン

ＣＬ　：クリアラッカー

ＶＰ　：塩化ビニール系エナメル

ＥＰ　：酢酸ビニール系エマルションペイント

ＡＥＰ：アクリル系エマルションペイント

ＭＰ　：多彩模様塗料

ＬＥ　：ラッカーエナメル

ＷＰ　：木材保護塗料

ＤＰ　：耐侯性塗料

ＵＥ　：ポリウレタン樹脂エナメル

ＵＣ　：ポリウレタン樹脂ワニス

天井点検口新設、エアコン更新(2台)、ＬＥＤ更新

既存t-9mm石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張りの上、t-12mmﾛｯｸｳｰﾙ吸音板

一部撤去・復旧後、全面ＥＰ塗り

天井点検口新設、

壁ビニルクロス貼り替え取合い部縦目地

既存更衣ロッカー移設（別途）、更衣ロッカー(5台)新設、ＬＥＤ更新

既存ＡＬＣ平版･デザイン版張り吹付けタイル面ひび割れ箇所補修、　全面複層塗材Ｅ塗り、　建具廻りコーキング撤去処分、　新規変成ｼﾘｺﾝ打ち直し

受け梁部分の外壁ＡＬＣパネル：損傷部分補修、下地調整、複層塗材Ｅ塗り替え

既存ルーフデッキ　山高90mmハゼ　t-0.6mmフッ素樹脂鋼板面：　下地調整、　ＤＰ塗り（ポリウレタン樹脂塗料）、　取合いコーキング打ち

既存定尺段付t-0.45mmカラーステンレス横葺き面：　下地調整、　ＤＰ塗り（ポリウレタン樹脂塗料）、　取合いコーキング打ち

既存天窓：ヨド・スカイライト同等（2箇所）撤去の上高防水型立平葺き（ｾｷﾉﾆｭｰS＆W工法同等）　板金塞ぎ改修

木製壁見切り25×120×L=2.4m(2箇所)OP、洗濯機用給排水設備、LED新規

東・南側植込み（幅0.6m×長さ13m）の植栽撤去処分、室外機基礎（6箇所）コンクリート打設、　2階小会議室南側屋根上に室外機用架台設置

特記なき限り：合板類、その他全ての建材はＦ☆☆☆☆規格品とする。内部仕上表

外部仕上表

No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 NO SCALE図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5  /  R6  /  R7 改 修 仕 上 表 １ A-11



+200

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
No.24-010

株式会社
事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号

住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

室 名 床高 床

１ 階

巾 木 壁

※　略記号 塗装

鋼
製
下
地
組

その他 ＬＧＳ-65

ＡＬＣボード部分

鉄骨胴縁ボード部分

柱型

ＬＧＳ-45

ＬＧＳ-19形

ＬＧＳ-19形

天 井

外部

内部

ＬＧＳ-25形　下地

ＬＧＳ-19形　下地

内部仕上表

NO SCALE図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5  /  R6  /  R7 改 修 仕 上 表 ２

※下段は改修後の室名

備 考天井高廻 縁

浴 室

下地

仕上

下地

仕上

±0

仕上

下地

洗 面 所

脱 衣 室

下地

仕上

男 子 便 所

女 子 便 所

階 段 室

廊 下

２ 階

大 会 議 室

小 会 議 室

収 納 庫

便 所

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

-50～-100

-50～-100

±0

±0

±0

±0

±0
便器更新に伴いホモジニアスビニルタイル張替え

仕上

下地浴 室

+180

±0

システムバス

脱衣室

洗面所

+190

ボイラー室

救急器具庫

身障者便所

現状 現状 現状 現状

現状 現状 現状 現状

現状 現状 現状 現状

現状 現状 現状 現状

現状 現状 エアコン廻り　同上　張り替え

現状 現状 現状 現状

50角ポリコンモザイクタイル張り（水勾配）

和便器改修に伴い一部ハツリ・張り替え 現状 現状

既存ビニルクロス剥がし、下地石膏ボード及び合板撤去処分

現状

現状

現状

現状

現状

現状

現状

現状

既存ホモジニアスビニル床タイル張り

現状

既存ＡＬＣ張り吹付タイル

モルタル塗り

既存剥がしt-2mm長尺塩ビシート張り替え

現状 現状

既存H=100ソフト巾木

既存剥がしH=100ｿﾌﾄ巾木新設

既存剥がしH=100ｿﾌﾄ巾木新設

既存H=100ソフト巾木 既存ビニルクロス剥がし、下地調整

ビニルクロス貼り替え

ＬＥＤ更新

ＬＥＤ更新

ＬＥＤ更新

事務室の一時移転に伴うコンセント・LAN・TEL・放送設備

ＬＥＤ更新

ＬＥＤ更新

ＬＥＤ更新

和便器撤去処分、ウォシュレット一体暖房便座付き腰掛便器に更新

システムバスルーム1418低床タイプ 既存ｱﾙﾐ引違い窓のｶﾞﾗｽをｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙに改修

新規t-9.5mm化粧石膏ボード（ジプトーン）張り

塩ビ新設

塩ビ新設

塩ビ新設

規格高規格 規格

t-12.5mm耐水石膏ボード張り、ビニールクロス貼り

t-12.5mm石膏ボード張り、ビニールクロス貼り

既存石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下張りの上ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板張り（ﾘﾌﾞ）

塩ビ新設

現状

現状

塩ビ新設

既存H=100ソフト巾木

既存剥がしH=100ｿﾌﾄ巾木新設

既存H=100ソフト巾木

既存剥がしH=100ｿﾌﾄ巾木新設

H=100ｿﾌﾄ巾木新設

既存剥がしt-2mm長尺塩ビシート張り替え

新規t-9.5mm化粧石膏ボード（ジプトーン）張り

下地補修後、　複層塗材REローラー塗り替え

書 庫

仮 眠 室

ＬＥＤ新規

コンクリート金ゴテ押さえ

コンクリート金ゴテ押さえ

コンクリート金ゴテ押さえ

コンクリート金ゴテ押さえ

コンクリート金ゴテ押さえ

コンクリート金ゴテ押さえ（ＳＬ材）

倉 庫 １

倉 庫 １

入口ドア改修、ルームエアコン新設、電話、放送設備、ＬＥＤ更新

2,400

2,550

2,400

2,400

2,500

2,530

2,530

2,530

2,530

2,530

2,530

2,400

2,200

A-12

既存木製棚撤去処分、ｷｬｽﾀｰ式収納(3個)付きﾍﾞｯﾄﾞ(1台)新設、棚新設

スチールラック（4台）新設、ＬＥＤ更新

洗面用具棚(2台)、洗面化粧台W1200(2台)、給排水衛生・給湯設備新規

既存ジプトーン（LGS下地共）撤去処分、新規LGS

新規LGS+t-9.5mm化粧石膏ボード（ジプトーン）張り

既存t-6mmﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ張り(LGS下地共)撤去処分

既存バスリブ（下地組共）撤去処分、新規LGS

既存t-6mmﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ張り(LGS下地共)撤去処分

新規LGS+t-9.5mm化粧石膏ボード（ジプトーン）張り

既存ジプトーン（LGS下地共）撤去処分、新規LGS

新規t-9.5mm化粧石膏ボード（ジプトーン）張り

既存耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(LGS下地共)撤去処分、一部新規LGS

既存ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ剥がし、下地石膏ボード撤去処分、一部新規LGS65

既存アルミフレーム壁パネル人造大理石撤去処分、一部新規LGS

既存腰掛便器ウォシュレット一体暖房便座に改修、ＬＥＤ更新

和便器撤去処分、ウォシュレット一体暖房便座付き腰掛便器に更新

ころばし床組の上t-2mm長尺塩ビシート張り替え

コンクリート金ゴテ押さえ

既存床組撤去処分t-2mm長尺塩ビシート張り替え

既存剥がしラバー付きタイルカーペット張り替え

新規t-8mmケイ酸カルシウム板突付け張り替え、ＥＰ塗り

新規t-8mmケイ酸カルシウム板突付け張り替え、ＥＰ塗り

新規t-9.5mm化粧石膏ボード（ジプトーン）張り

既存ジプトーン（LGS下地共）撤去処分、新規LGS

塩ビ新設

既存浴室（システムバス）全面解体・処分

既存浴室（システムバス）全面解体・処分

既存洗面所内部全面撤去処分

既存脱衣室内部（床木組･床暖ﾊﾟﾈﾙ共）全面撤去処分、への字金物、LED新規

脱衣棚、全自動洗濯機（既設品再利用）、同給排水設備、ＬＥＤ新規

既存身障者便所内部全面撤去処分、雑庫側LGS下地壁撤去処分

-150

±0

±0

建具

ＳＳＳ：軽量スチールシャッター

ＳＷ　：スチール窓

ＳＤ　：スチールドア

ＳＳ　：重量スチールシャッター

ＡＷ　：アルミ窓

Ｆ　：ふすま

Ｐ　：障子

ＡＤ　：アルミドア

ＳＧ　：スチールガラリ

ＷＷ　：木製窓

ＷＤ：木製ドア

ＡＧ　：アルミガラリ

ＯＰ　：油性調合ペイント

ＳＯＰ：合成樹脂調合ペイント

ＦＰ　：フタル酸樹脂エナメル

ＯＳＷ：オイルステインワニス

ＯＳ　：オイルステイン

ＣＬ　：クリアラッカー

ＶＰ　：塩化ビニール系エナメル

ＥＰ　：酢酸ビニール系エマルションペイント

ＡＥＰ：アクリル系エマルションペイント

ＭＰ　：多彩模様塗料

ＬＥ　：ラッカーエナメル

ＷＰ　：木材保護塗料

ＤＰ　：耐侯性塗料

ＵＥ　：ポリウレタン樹脂エナメル

ＵＣ　：ポリウレタン樹脂ワニス

現状

エアコン更新に伴い6通り柱型２箇所フカシてＰＳ新設 天井点検口新設、ＥＨＰパッケージエアコンに改修、ＬＥＤ更新

壁ビニルクロス貼り替え取合い部縦目地

→

特記なき限り：合板類、その他全ての建材はＦ☆☆☆☆規格品とする。

への字金物、ＬＥＤ新規
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ステンレス両開きドア新設（カバー工法）

円形引分け自動扉・円形ガラスFIX・方立・巾木、内外共撤去
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外壁アルミパネル：既存目地コーキング撤去、打ち直し
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※庇パネル、笠木共
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ホースリフター塔：既存鉄骨面下地調整後、塗装塗り替え

アルミパネル：既存目地コーキング撤去、打ち直し

5

1

全面、くさび緊結式外部足場・垂直養生メッシュシート張り

特記：〇番号は別図改修工事概要の番号を示す

4

軒裏：t-6mmケイ酸カルシウム板張り替え、ＥＰ塗装
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外壁ＡＬＣパネル：下地調整後、塗装塗り替え
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外壁ＡＬＣパネル：下地調整後、塗装塗り替え
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ホースリフター塔：既存鉄骨面下地調整後、塗装塗り替え
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ステンレス両開きドア（1箇所）新設カバー工法

10

9

ポーチ床端部ﾌﾞﾙｰﾊﾟｰﾙ石JB撤去、近似タイル張り替え 外壁ＡＬＣパネル：アルミ窓廻り、コーキング撤去・打ち直し

4

外壁ＡＬＣパネル：アルミ窓廻り、コーキング撤去・打ち直し

4

4

外壁ＡＬＣパネル：損傷部分補修、下地調整、塗装塗り替え

基礎取合い目地コーキング撤去、打ち直し

4

外壁ＡＬＣパネル：下地調整後、塗装塗り替え
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特記：〇番号は別図改修工事概要の番号を示す

1

全面、くさび緊結式外部足場・垂直養生メッシュシート張り

15

2

外壁アルミパネル：既存目地コーキング撤去、打ち直し

※笠木共

※笠木共

アルミパネル：既存目地コーキング撤去、打ち直し

5

アルミサッシ：ガラス撤去、アルミパネルに交換

16
既存開口部：スチール3方枠撤去

外壁ＡＬＣ塞ぎ　及び　アルミ片開きドア新設

15

アルミサッシ：ガラス撤去、アルミパネルに交換

外壁ＡＬＣパネル：アルミ窓廻り、コーキング撤去・打ち直し

4

4

ホースリフター塔：既存鉄骨面下地調整後、塗装塗り替え

5

外壁ＡＬＣパネル：損傷部分補修、下地調整、塗装塗り替え

4

鉄骨取合いコーキング撤去、打ち直し

2

庇アルミパネル：既存目地コーキング撤去、打ち直し

※笠木共

11

ベランダ：アルミ既製品（床・手摺り・屋根一体型）撤去・処分

4

軒裏：t-6mmケイ酸カルシウム板張り替え、ＥＰ塗装

4

外壁ＡＬＣパネル：損傷部分補修、下地調整、塗装塗り替え

基礎取合い目地コーキング撤去、打ち直し

4

外壁ＡＬＣパネル：下地調整後、塗装塗り替え

4

外壁ＡＬＣパネル：下地調整後、塗装塗り替え

4
0
0

1
5
0

1
0
0

2

ベランダ撤去後：アルミパネルコーキング処理

土間コン斫り・復旧

植込み（幅0.6ｍ×長さ13ｍの範囲）の植栽撤去
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特記：〇番号は別図改修工事概要の番号を示す

1

9

ポーチ床端部ﾌﾞﾙｰﾊﾟｰﾙ石JB撤去、近似タイル張り替え

ステンレス両開きドア（1箇所）新設カバー工法

円形引分け自動扉・円形ガラスFIX・方立・巾木、内外共撤去

10

※笠木共

庇アルミパネル：既存目地コーキング撤去、打ち直し

2

ベランダ：アルミ既製品（床・手摺り・屋根一体型）撤去・処分

11

5

アルミパネル：既存目地コーキング撤去、打ち直し

２階屋根：既存横葺きカラーステンレス面下地調整後、塗装

6

外壁アルミパネル：既存目地コーキング撤去、打ち直し

2

※笠木共

※笠木共

庇アルミパネル：既存目地コーキング撤去、打ち直し

2

外壁ＡＬＣパネル：アルミ窓廻り、コーキング撤去・打ち直し

4

4

外壁ＡＬＣパネル：下地調整後、塗装塗り替え
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23

ルーフデッキ裏貼りポリフォーム除去

車庫部分屋根：既存ルーフデッキ上カバー工法葺き

7

目地コーキング撤去、打ち直し

アルミ破風板及び笠木

2

箱樋改修

7

軒裏ボード撤去・張替え・塗装

4

目地コーキング撤去、打ち直し

2

アルミ破風板及び笠木

目地コーキング撤去、打ち直し

アルミ破風板及び笠木

2

W1,050×L2,4708 箱樋改修

7

樋改修、竪樋から屋根上横引き樋新設

7

屋根：既存ルーフデッキ、下地調整後、塗装

6

既存スカイライト撤去、カバー工法塞ぎ

7

車庫部分屋根：既存雪止め撤去、新設

4

軒裏ボード一部撤去・張替え・全面塗装

下地調整後、塗装塗り替え

外壁ＡＬＣパネル：全面

4

下水道配管に伴い植栽撤去
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特記：〇番号は別図改修工事概要の番号を示す
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スカイライト（ﾖﾄﾞ同等）撤去、板金塞ぎ スカイライト（ﾖﾄﾞ同等）撤去、板金塞ぎ8
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※別図参照

※別図参照

※別図参照

46

天吊りエアコン更新

12

25

既存床露出コンセント改修（天井リーラーコンセント新設）

36

既存照明器具撤去、ＬＥＤ照明器具に更新

既存天井：ロックウール吸音板の上、全面ＡＥＰ塗り

既存壁：ビニールクロス・巾木剥がし、下地処理、ビニールクロス・巾木貼り替え

※執務平行改修工事とする。
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車 庫

廊下Ａ

既存照明器具撤去、ＬＥＤ照明器具に更新

36

36

既存照明器具撤去、ＬＥＤ照明器具に更新

ステンレス製両開きドア新設カバー工法

既存円形自動扉及び円形ガラスＦＩＸ部分撤去

10

既存損傷部分撤去、近似タイルに張り替え

9

36

既存照明器具撤去、ＬＥＤ照明器具に更新

特記：〇番号は別図改修工事概要の番号を示す
※別図参照

既存ＡＬＣ壁一部、天井撤去・処分

救急器具庫に全面改修

14

※雑庫内物品の移動は署で対応

ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
ド

ア
撤
去

救急器具庫に全面改修

救急器具庫に全面改修に伴う電灯・コンセント設備改修

既存床、壁、天井、機器類全て撤去・処分

30

14

既存照明器具撤去、ＬＥＤ照明器具に更新

36

便器更新に伴う床タイルハツリ・張替え20

27

38

便器更新に伴うコンセント増設

和風大便器（1箇所）撤去・処分

ウォシュレット一体型腰掛便器に更新

※別図参照

LGS壁解体

ALC100解体
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※別図参照

外壁ALC塞ぎ、ｱﾙﾐ片開きﾄﾞｱ新設

15

既存照明器具(1台)撤去、ＬＥＤ照明に更新

36

流し台シングルレバー水栓に（2箇所）更新

37

14

長尺塩ビシート及びソフト巾木張り替え

既存床：ＣＦシート及びソフト巾木撤去・処分

既存壁：ビニルクロス剥し、下地処理、貼替え

既存照明器具撤去、ＬＥＤ照明器具に更新

36

特記：〇番号は別図改修工事概要の番号を示す

既存床、壁、天井、機器、機械類全て撤去・処分

洗面室、脱衣室、システムバス、倉庫に全面改修

15

ｽﾁｰﾙ3方枠撤去

既存天井：雨漏り箇所張り替え、全面塗装

レンジフード更新

37

洗面室・脱衣室・システムバス全面改修に伴う給排水設備・給湯設備

40
※既設ボーラー室の床段差、袖壁はそのまま

※システムバス新設部分の土間コンクリート斫り・復旧

洗面台・洗面用具ロッカー・脱衣棚新設

（斜線部分）
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将来更衣ロッカー6台設置スペース

※流し台シングルレバー水栓に（2箇所）更新
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下地及びビニルクロス貼り替えとする

※ＬＥＤ照明更新
（1灯はＬＥＤ化済）
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脱衣室

浴室

（ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ）

1’ 2 3 4

車 庫

雑庫

仮眠室Ｂ仮眠室Ａ

ロッカー室

備品庫

廊下Ｂ

既存照明器具撤去、ＬＥＤ照明器具に更新

天井：ルーフデッキ裏貼りポリフォーム除去

21

36

3人用ロッカー移動は署で対応

16

41

女子仮眠室・ユニットシャワー・トイレ全面改修に伴う

洗面器新設・洗濯機・衛生機器・給排水設備・ガス給湯設備

女子仮眠室にルームエアコン新設

電灯・コンセント設備・ＴＥＬ・放送等の弱電設備改修

女子仮眠室・ユニットシャワー・トイレ全面改修に伴う

31

※3台は新規女子仮眠室へ再設置（署で対応）

※既設の更衣ロッカー（21台）廊下Ａへ移動は署で対応

16

既存床、壁、天井、全て撤去・処分

女子仮眠室・ユニットシャワー・トイレ・倉庫に全面改修

既存木製引違いき戸撤去

16

※廊下Ａに18台設置（3台は女子仮眠室へ）

更衣ロッカー（5台）新設、　既設の更衣ロッカー（21台）【計26台】

19

36

天井：ルーフデッキ裏貼りポリフォーム除去（ローリング足場共）

21

既存照明器具撤去、ＬＥＤ照明器具に更新

※6灯はＬＥＤ化済

21

既存防火衣ロッカー(2列×3台)(3列×5台)計21人分移設

※既設の防火衣ロッカー（21人分）車庫へ移動は署で対応

防火衣ロッカー1交代(2列×1台）2人分新設

（既存ハンガー戸共）

既存パーティション撤去・新設

17

既存木製片引き戸撤去・新設

18

エアコン更新

42

18

エアコン更新

42

18

既存木製片引き戸撤去・新設

32

既存照明器具撤去、ＬＥＤ照明器具に更新

36

特記：〇番号は別図改修工事概要の番号を示す

既存照明器具撤去、ＬＥＤ照明器具に更新

36

※別図参照

※別図参照

※別図参照

※既存木製枠残し ※既存木製枠残し

人感センサー付き足元灯を更新、　エアコン更新に伴う　電源改修

16

内倒し窓開閉ワイヤー修理

16

既存大型鏡取外し移設

キャスター式引出し(3個)付きベッド（9台）新設

天井：設備工事に伴い一部化粧石膏ボード張り替え

キャスター式収納付きベッド、棚、洗面台、スチールラック新設

植栽撤去・処分

既設ベッド及び棚類は全て撤去・処分
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室外機置場ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

600×1350×H300
西側AS舗装上（1箇所）

室外機置場ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

600×1350×H300
南側植込み内（2箇所）

植栽撤去・処分

※ＬＥＤ照明更新

※ＬＥＤ照明更新

※ｾﾝｻｰ付足元灯更新

※ｾﾝｻｰ付足元灯更新

救急器具庫

脱衣室
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浴室

洗面脱衣室
ｼｬﾜｰ
ﾕﾆｯﾄ 倉庫２

女子仮眠室
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ＷＣ
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事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 1/50図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5  /  R6  /  R7 改修１階平面詳細図４ A-31
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上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
No.24-010

株式会社
事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号

住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）
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小会議室廊下

R5  /  R6  /  R7 工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事 図　名 既存２階平面詳細図１ 1/50

収納庫

大会議室

ベランダ

380R380R

A-32

※別図参照
※別図参照 ※別図参照

特記：〇番号は別図改修工事概要の番号を示す

既存照明器具撤去、ＬＥＤ照明器具に更新

36

GHPマルチエアコン室内機撤去

EHPパッケージエアコン新設

33 43

4333

EHPパッケージエアコン新設

GHPマルチエアコン室内機撤去

22

36

※ダウンライト（11灯）はそのまま

既存照明器具撤去、ＬＥＤ照明器具に更新

エアコン更新に伴う天井仕上げ材の撤去・復旧及び天井点検口新設
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ＰＳフカシ壁新設 ＰＳフカシ壁新設

2C12C1

ｸﾛｽ縦目地

ｸﾛｽ縦目地
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木
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棚
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去

2C1

ｽﾁｰﾙﾗｯｸ移設

E’ E

収納庫

D C B

E’ E CD B

大会議室

便所

小会議室

吹抜け

5

4

ベランダ

書庫

廊下

アルミ既製品（床・手摺り・屋根一体型）

ベランダ撤去・処分

11

※別図参照※別図参照

既存天井損傷部分張り替え10

既存木製内開きドアを外開きに改修

跳ね上げ式収納付きベッド（1台）新設

既存木製書棚（4段）撤去・処分

23

36 既存照明器具撤去、ＬＥＤ照明器具に更新

仮眠室に改修

ルームエアコン新設（電源増設共）
44

34

36 既存照明器具撤去、ＬＥＤ照明器具に更新

35

45

24

既存和風大便器撤去・処分、ウォシュレット一体型腰掛便器に更新

45

35
既存腰掛便器にウォシュレット付き暖房便座設置

便器更新に伴う床ホモジニアスビニルタイル張替え

特記：〇番号は別図改修工事概要の番号を示す

既存照明器具撤去、ＬＥＤ照明器具に更新36

既存照明器具撤去、ＬＥＤ照明器具に更新36

※スチールラック、収納物等の移動は署で対応

23

※間口6,370×奥行1,820

既存照明器具撤去、ＬＥＤ照明器具に更新36

No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 1/50既存２階平面詳細図２図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5  /  R6  /  R7 A-33
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※ＬＥＤ照明更新

※別図参照 ※別図参照

※ＬＥＤ照明更新

※ＬＥＤ照明更新

※ＬＥＤ照明更新

※腰掛便器に改修

※床張り替え

※便座改修

木製外開きドアに改修

斜線部分

天井損傷部分張り替え
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※ルームエアコン新設

※ＬＥＤ照明更新

仮眠室

No.24-010
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事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 1/50図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5  /  R6  /  R7 改修２階平面詳細図２ A-34
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既存照明器具撤去、ＬＥＤ照明器具に更新
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既存床露出コンセント改修（天井ライティングレール及びリーラーコンセント新設）

5 6

E’ E D C B

56

EDCB E’

（A3） No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 1/50図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5  /  R6  /  R7 A-35既 存 展 開 図 １



下足棚
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上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
No.24-010

株式会社
事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号

住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

1/50図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5  /  R6  /  R7 既 存 展 開 図 ２ A-36
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Ｄ

CH=2,400

CH=2,400

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｅ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

I

I

I

I

Ｄ

廊下Ａ

仮眠室Ａ

Ｆ CH=2,400

CH=2,500

Ｆ廊下Ｂ

ＤＤ

Ｄ

Ｄ

脱衣室
CH=2,400Ｄ

PS

CH=2,400
ＷＣ

Ｄ

車庫部分の軒裏はX4通りまで改修範囲とする ブ
ラ
イ

ン
ド

ボ
ッ
ク

ス

PS

※天井仕上符号の凡例は【A-41】２階改修天井伏図参照とする

※　　　　　　部分は既存撤去し張り替え範囲を示す。
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PS新設

PS新設
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CH=2,730

Ｄ
CH=2,880

7
,
5
0
0

E

D

C

B

玄関ホール吹抜け

Ｃ
CH=5,780

タラップ

既存天井点検口

Ａ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

符号 天井仕上

t-6mmケイ酸カルシウム板目透かし張りの上ＥＰ塗り【既存撤去後新設】

t-9mm化粧石膏ボード（ジプトーン）張り【既存撤去後新設】

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

１階凡例

表し（鉄骨梁・ルーフデッキ裏）【ルーフデッキ裏貼りポリフォーム撤去後現状維持】

t-9mm化粧石膏ボード（ジプトーン）張り【現状維持】

t-9mm化粧石膏ボード（和室用杢目プリント）張り【現状維持】

Ｋ

t-9mm石膏ボード張りの上、t-9mmロックウール吸音板張り【現状維持】※雨漏り箇所は張り替え

t-9mm耐水石膏ボード張りの上、t-12mmロックウール吸音板（軒天用）張り【現状維持】

t-2mmアルミパネル【現状維持】Ｌ

t-6mmケイ酸カルシウム板目透かし張りの上ＥＰ塗り【一部張り替え後全面ＥＰ塗替え】

t-9mm化粧石膏ボード（ジプトーン）張り【全面ＥＰ塗り】※雨漏り箇所は張り替え

t-9mm石膏ボード張りの上、t-9mmロックウール吸音板張り【全面ＥＰ塗り】

t-9mm石膏ボード張りの上、t-12mmロックウール吸音板（キューブ）張り【全面ＥＰ塗り】

Ａ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

２階凡例

t-9mm化粧石膏ボード（ジプトーン）張り【現状維持】

t-9mm石膏ボード張りの上、t-9mmロックウール吸音板張り【現状維持】

t-9mm石膏ボード張りの上、t-12mmロックウール吸音板（リブ）張り【現状維持】

t-9mm石膏ボード張りの上、t-12mmロックウール吸音板（キューブ）張り【高天井現状維持】

t-9mm石膏ボード張りの上吸音クロス貼り【現状維持】

符号 天井仕上

天井点検口新設（アルミ枠600×600×2箇所）（アルミ枠450×450×1箇所）既存ボード撤去開口補強共

天井点検口新設（アルミ枠600×600×2箇所）（アルミ枠450×450×3箇所）既存ボード撤去開口補強共

2
,
5
2
5

1
,
8
1
7

1
5
8

1
2
5

CH=2,530

CH=2,530

CH=2,530

CH=2,530

CH=2,530

CH=2,530

CH=2,530

CH=2,530

CH=2,530

※大会議室は工事中、事務室として使用する。
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（A3） No.24-010
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設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 建具キープラン 1/150 A-42

スロープ

踏込

ｼｬﾜｰ
ﾕﾆｯﾄ

食堂

廊下Ａ

5 641 2 3

救急準備室

玄関ホール

上る

ポーチ

STD

1

B

C

D

E

E’

F

A

男子便所

女子便所

救急器具庫

地袋

洗面

脱衣室

WC

ｼｽﾃﾑﾊﾞｽPS

休憩室

備品庫ホースリフター

B

C

D

E

A

5 641 2 31’

廊下Ｂ

AD

11

AWAW

2

WD

1

PT

仮眠室B仮眠室A

WD

1

WD

1

WD

事務室

車庫 便所

収納庫

下ﾙ

ポーチ庇

B

C

D

E

E’

F

小会議室

大会議室

吹抜け

5 64

WD

廊下

5 64

1

2

3

女子仮眠室 倉庫１

倉庫２

※1

※1・・・女子仮眠室はテンキー式電子錠取付

仮眠室

脱衣室

2

WD

3方枠

洗面所

WD

1

１階キープラン

２階キープラン

②

①



名　　　称

仕　　　上

見込・箇所

ガ　ラ　ス

建 具 金 物

備　　　考

姿　　　図

姿　　　図

名　　　称

仕　　　上

見込・箇所

ガ　ラ　ス

建 具 金 物

備　　　考

記　　　号
1

記　　　号
1

STD

1

AD

1

AW AW

2

PT

ランマＦＩＸ付きアルミ片開き框ドア（ＡＬＣ用）

2
,
0
0
0

4
5
0

8
0

800

70mm　・　1箇所

ステンカラー

4mm　型　・　腰パネル

レバーハンドル、シリンダー錠（内側サムターン）、ドアクローザ

SUS丁番、SUS沓ズリ、アングルピース、その他標準金物一式

1,730

1
,
0
3
0

70mm　・　1箇所

ステンカラー

既存アルミ引違い窓（ＡＬＣ用）改修

浴室をシステムバスに改修

FL3mm + A6 + FL3mmペアガラス撤去

t-2mmアルミパネルに取り替え

70mm　・　1箇所

ステンカラー

既存アルミ引違い窓（ＡＬＣ用）改修

FL3mm + A6 + FL3mmペアガラス撤去

t-2mmアルミパネルに取り替え

4mm型

ﾊﾟﾈﾙ

4mm型

1,350

1
,
2
3
0

ロッカー室を女子仮眠室ＷＣに改修

2
,
1
0
0

3
0
0

1,200 1,200

開口 開口

2
,
0
0
0

750

額150×800

木製フラッシュ片開きドア

36mm　・　1箇所

4mm　型

ガラリ150×800

WD

3

木製フラッシュ片開きドア

4mm　型

2
,
0
0
0

600

ガラリ150×800

4mm　型

木製フラッシュ片引きドア

WD

21

WD

2
,
0
0
0

850

額150×800

ガラリ150×800

2
,
1
0
0

3
0
0

既
存
壁
面

既
存
壁
面

既存

既存ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

860 900 865 900

開口 開口 開口 開口

ｱﾙﾐｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(S)取付けｱﾙﾐｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(S)取付け

パネル パネル パネル パネル

開口 開口

パーティション（小松ウォール：マイティ50同等品）

亜鉛メッキ鋼板 焼付塗装仕上（芯材：ペーパーコア）

50mm　・　①、② 各1箇所

カーテンレール付きバー、その他標準金物一式

※既存パネル及びハンガー戸の撤去処分共 仮眠室Ｂ

風除室

ステンレス両開き框ドア（カバー工法）

100mm（ドア見付50mm）　・　1箇所

t-1.5mmステンレス鏡面

6mm　強化透明

※建具詳細図１、２参照

押棒、シリンダー錠（内側サムターン）、フロアヒンジ、フランス落し

※既存円形自動扉・方立・ｶﾞﾗｽFIX・巾木の撤去処分共

D
H
=
2
,
1
1
9

3
1
0

H
=
2
,
1
3
2

1
5

W=1,900

43 3DW=945 DW=945

※木製枠新設
※仮眠室Ａ、Ｂは既存木製枠再利用

※既存内開きドア撤去処分

※既存木製枠再利用、外開きドアに改修

36mm　・　4箇所

※女子仮眠室、洗面所、倉庫1は木製枠新設

36mm　・　2箇所

額150×150

レバーハンドル、ドアクローザ、SUS丁番（3）

表示付サムターン錠、大手：1-UC塗装

レバーハンドル、ドアクローザ、SUS丁番（3）

シリンダー錠（内サムターン）大手：1-UC塗装

ラビアンポリ合板木目調（ｱｲｶ）ラビアンポリ合板木目調（ｱｲｶ） ラビアンポリ合板木目調（ｱｲｶ）

女子仮眠室、仮眠室Ａ、Ｂ、倉庫１ 2階仮眠室女子仮眠室ＷＣ、脱衣室

SUS掘込み引手、戸車、Ｕステンレール、空錠

ボイラー室を倉庫１に改修

衝突防止マーク（12枚）、その他標準金物一式

大手：1-UC塗装、※女子仮眠室のみﾃﾝｷｰ式錠ｷｰﾚｯｸｽ800程度

① ②
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既存ポ－チ側姿図

（ガラス工事）

本締錠
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玄関ホール玄関ホール
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=
2
1
4
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2
3
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2
5
0

C
H
=
2
6
3
0

ガ
ラ
ス
Ｆ
Ｉ
Ｘ
撤
去

ガ
ラ
ス
Ｆ
Ｉ
Ｘ
撤
去

方立撤去方立撤去

円形自動扉撤去

円形自動扉撤去

R1
20
0

R1
20
0

FIX FIX

円形自動扉撤去

方立撤去方立撤去

1,837

1,900

改修ポ－チ側姿図

1,200 1,200

円形幕板アルミパネル 既存幕板アルミパネル

ガラスＦＩＸ撤去ガラスＦＩＸ撤去

フランス落し

3
0
0

ポ ー チ

ポ ー チ

既存風除室平面図 改修風除室平面図

方立撤去方立撤去

フロアヒンジ（床ハツリ・復旧）

（床ハツリ・復旧） （床ハツリ・復旧）

既存ガラスFIX既存ガラスFIXガラスFIX ガラスFIX

既存ガラスFIX 既存ガラスFIX

円形幕板ステンレス 既存円形幕板ステンレス

L
=
8
0
0

既存SUSレール：モルタル充填

既存SUSレール：モルタル充填

既存円形幕板ステンレス

20 139 139 201900

t-6m強化透明ガラス

新規枠：SUS304、t-1.5mm鏡面仕上

新規枠：SUS304、t-1.5mm鏡面仕上新規枠：SUS304、t-1.5mm鏡面仕上

既存枠：SUS304、t-1.5mm鏡面仕上 既存枠：SUS304、t-1.5mm鏡面仕上

新規ドア：SUS304、t-1.5mm鏡面仕上

軸芯＝63 軸芯＝63

新規ドア

既存取合いコーキング

8
0

540フランス落し

1
6
0

2
3
0

540

E'E'

4'4'
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フロアヒンジ

1,837

1,900

新規ドア：SUS304-1.5t鏡面仕上

本締錠

3

1
5

軸芯＝63 軸芯＝63

フランス落し

フランス落し

1FL

1
0

符号 箇所

1
STD

1
枠

扉

設置箇所

材質・仕上

鏡面　仕上

鏡面　仕上

SUS304-1.5t

SUS304-1.5t 角出曲げ

角出曲げ （1.0mm残シ）

（1.0mm残シ）

ST仕上

品 名

錠 前

押 棒

フロヒンジ

フランス落シ

美和

ユニオン

DIA

製作工場選定品

メーカー 品番

Dt=50
BS=38U9-DA-1

ST-32

T

1Set

2Set

2

2Set

数量 備 考

※錠前及び押棒は協議による。

D
H
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,
1
1
9

H
=
2
,
1
3
2

押棒

t-6mm強化透明ガラス

（ガラス工事）
ポ－チ ～ 玄関ホ－ル

姿図　S=1/30

参考仕様

R1200

104 91

195

1
0
0

185

既存竪枠 シ-リング

20 140

185 20 139

35 3

5

195
5

ポ－チ
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4
W=1,900

既存サッシ開口=2,218
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ﾛ
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フロアヒンジ

5
0

5
0

1
7

1
7

5
0

BS=38

t-2.0mm鏡面仕上げ

無目材：SUS304

230

床：既存ミカゲ石張り（一部補修）

1FL

ポ－チ 玄関ホ－ル

14 1611 3

443 3

50

既存天井アルミパネル

100

943 3

シ-リング

既存エンジンＢＯＸ

6
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C
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=
2
,
3
9
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3
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2
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2
,
3
7
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2
,
1
3
2

D
H
=
2
,
1
1
9

3
1
0

FH､PL=142

2
5
0

既
存
開
口
H
=
2
,
1
4
7

1

STD
土間コンクリート

床ハツリ・補修

フロアヒンジ

溝部シ－リング 溝カバ－：SUS304､t-2.0mm鏡面仕上

185

80 40 65

30 20 30

R=1,200

新設縦枠材：SUS304、t-1.5mm鏡面仕上

ガラス：t-6mm強化透明

ガラス：t-6mm強化透明

ガラス溝部溝埋チャンネル

SUS304、t-1.5mm鏡面仕上
既存SUSレール：モルタル充填

平面詳細図　S=1/5 断面詳細図　S=1/5

（A3） No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 建具詳細図２（STD-1） 1/5・1/30 A-45



長野県知事登録　第上田N-78311号 （A3）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
No.24-010

株式会社
事業年度

住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 1/30家 具 詳 細 図 １

正面図

背板：t-4mmポリ合板

天板・底板・側板・扉：ポリ合板フラッシュ

金物：アルミつまみ、スライド丁番、マグネットキャッチ

500

520

20

ﾏｸﾞﾈｯﾄｷｬｯﾁ

ｽﾗｲﾄﾞ丁番

ｱﾙﾐつまみ

30×60

断面図

背板：t-4mmポリ合板

天板・底板・側板・扉：ポリ合板フラッシュ

金物：アルミつまみ、スライド丁番、マグネットキャッチ

500

520

20

ﾏｸﾞﾈｯﾄｷｬｯﾁ

ｽﾗｲﾄﾞ丁番

ｱﾙﾐつまみ

30×60

断面図

女子仮眠室　収納棚（1台）

正面図
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正面図

360

30×60

ｱﾙﾐつまみ

ﾏｸﾞﾈｯﾄｷｬｯﾁ

丁番

可動棚20×550×300

ダボ穴3段

断面図

背板：t-4mmポリ合板

天板・中棚底板・側板・扉：ポリ合板フラッシュ

金物：アルミつまみ、丁番、マグネットキャッチ、ダボ金具

脱衣室　脱衣棚（1台）
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,
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0
0
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木部OP仕上げ

廊下側正面図
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断面図
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木製ﾌﾗｯｼｭ片引戸
平面図1,660

廊下側

廊下側

120 55

両面t-12.5mmPB張り

壁：LGS65下地

ビニールクロス貼り
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A-46

25

仮眠室　収納棚【仮眠室Ａ(6）仮眠室Ｂ(3）2階仮眠室(1）】（計10台）

25

600

550

WD-1木製建具枠【倉庫１・女子仮眠室】（計2箇所）



仮眠室Ａ（6台）、仮眠室Ｂ（3台）、女子仮眠室（1台）、２階仮眠室（1台）

防火衣ロッカー【１交代２列】（1台）

木製ベッド（計11台） 更衣ロッカー（5台）洗面バスケットロッカー（２台）

外寸：W=1,255 × D=471 × H=1,800 外寸：W=955 × D=471 × H=1,800

廊下Ａ（5台）洗面所（2台）

車庫（1台）

粉体焼付塗装

１　台数量

塗装

６
２
８
２
２
２
４
２

合成樹脂
ステンレス

SECC　0.6t

SECC　0.8t
SECC　0.8t

SECC　1.0t
SECC　1.0t

SECC　1.0t

補　　　強
名　札　差
フ　ッ　ク
縦中仕切板
裏　　　板
底　　　板
側　　　板
天　　　板

部品名・数量 材質

塗装色 KC－908

内      容

H 1800 x W 1200 x D 471 x 天地5段

MAX 300kg/段 (等分布荷重)

 (基本型 8台)

標準色－粉体ＳＧ色（グレー色） 標準色－粉体ＳＧ色（グレー色）

MAX 300kg/段 (等分布荷重)

 (基本型 4台)

H 1800 x W 900 x D 471 x 天地5段

内      容

棚寸法

項   目

最大積載質量

ｵﾌﾟｼｮﾝ装備

塗装色

項   目

棚寸法

ｵﾌﾟｼｮﾝ装備

最大積載質量

参考品番：ＳＫＴ－１８１２

参考品番：ＦＲＵＥ－１２Ｎ

塗装色

参考品番：ＳＫＴ－１８０９

中量ボルトレスラック 中量ボルトレスラック
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番号

＜正面図＞ ＜側面図＞

471
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5
ｺｼﾞﾏB409-25､ﾅｲﾛﾝ5個付き

樹脂ﾚｯｸﾞ5mm厚

＜側面図＞ ＜断面図＞
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＜断面図＞＜正面図＞

4

※ベース付き特注品

8

7

スチールラック②（2台）

倉庫２（2台）

スチールラック①（9台）

倉庫１（8台）

倉庫２（1台）

①

⑩

⑨

⑧

⑦

⑥

⑤

④

③

②

ﾍｯﾄﾞ＆ﾌｯﾄﾎﾞｰﾄﾞ：ﾏｰﾚｽﾎﾞｰﾄﾞBBQ2082

ﾍｯﾄﾞ＆ﾌｯﾄﾎﾞｰﾄﾞ：小口、同色ﾃｰﾌﾟ仕上げ

ﾌﾚｰﾑ：ﾏｰﾚｽﾎﾞｰﾄﾞ、小口、同色ﾃｰﾌﾟ仕上げ

タタミ受け板：ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ厚み5.5mm

タタミ：厚み30m、ﾍﾘ付きm

タタミ芯：ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ

引出し前板：ﾏｰﾚｽﾎﾞｰﾄﾞﾌﾗｯｼｭ

引出し箱：地板白ﾎﾟﾘ合板、ｷｬｽﾀｰ（5個）

左右勝手：左右共通

組立：ｷｬｯﾌﾟ式ﾎﾞﾙﾄにてｼﾞｮｲﾝﾄ

※キャスター式引出し３個付き特注品

（引出し方向は設置箇所に応じて異なる）

注）１階仮眠室Ａ・Ｂの9台は引出しが収納棚に干渉しない様にする（引出し３個のW寸法を調整する）

0.7

0.7

0.7

1

2

1

1 SPCC

SPCC

SPCC

SPCC

側  板

底  板

後  板

天  板

摘要数 材質部品名番号

10

11

17

16

15

13

12

14

9

8

7

6

4

5

2

3

1

メラミン焼付塗装

数量

塗装

0.7

亜鉛メッキSWRM

1

1.6SPCC

0.6SPCC

0.6SPCC

0.5SPCC

コートフック

滴  受

傘  立

タオル掛付鏡

ハンガーパイプ

蝶  番

4

2

引  手

金  網  棚

網 棚 受 け

扉  補  強

0.6SPCC扉

ＬＫハンガーブラケット

ＰＥ ポリエチレン

ＰＥ ポリエチレン

ＰＳ スチロール

ＰＥ ポリエチレン

ＡＢＳ樹脂被膜

1

1

2

1

3set

1 L=451

1

1

名刺セル、カード
カード、上質紙

セル、透明塩ビ1set

1

DSS-909合成樹脂

５　台

塗装色

参 考

品 番

グレー色

ＫＲ１－１

塗装

番号 部　品　名 材　　質

塗装色

数量

備　考
１本当り

数　　量

底　　　板

天　　　板

縦中仕切板

横中仕切板

側　　　板

裏　　　板

扉　　　　 アクリル　３ｔ

取　　　手
外 ７４×６５

内 ７０×４５

ヒ　ン　ジ

名　札　差 合成樹脂
ピタリックＥ

２８×６０

本体：ＫＣ－９０８
粉体焼付塗装

ＳＥＣＣ　１．０ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

ＳＥＣＣ　０．８ｔ

扉　：クリアブルー
参 考

品 番
２台 ＦＰＬ３－５Ａ

１

３０

１５

１５

１５

１２

２

１

１

２

１１
２
３

５
６
７
８
９

４

１０
１１ ベ　ー　ス

長野県知事登録　第上田N-78311号 （A3） No.24-010
株式会社

事業年度
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）
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上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
No.24-010

株式会社
事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号

住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5  /  R6  /  R7

新設水上取合い

新設補強下地：GL鋼板 t=1.0

新設ﾊｾﾞ金具

既存折板 90ﾊｾﾞ

新設補強下地：GL鋼板 t=1.0

新設ｹﾗﾊﾞ取合い水切り：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

新設改修金具 H=53
新設ﾊｾﾞ金具

1/10

240
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0

1
5

8
1
0

5
0

1
5

既存ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ

4

新設改修金具 H=53

既存ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ既存折板 90ﾊｾﾞ

新設改修金具 H=53

既存ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ

新設ｴﾌﾟﾛﾝ面戸

新設ﾊｾﾞ面戸

新設ﾊｾﾞ金具

≒
1
5
2
.
1

既存折板 90ﾊｾﾞ

既存雨押え撤去 新設雪止ｱﾝｸﾞﾙ：L-4x50x50 溶融亜鉛ﾒｯｷ 2段 谷止め1段目のみ

新設雪止金具 ＠900 溶融亜鉛ﾒｯｷ
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8

新設水上取合い水切り：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

新設補強下地：GL鋼板 t=1.0

既存ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

5020 50 20

BE

軒裏撤去・張替え軒裏撤去・張替え

既存ｱﾙﾐ破風

新設ｼｰﾘﾝｸﾞ

新設折板：ｶﾊﾞｰﾙｰﾌ 角ﾊｾﾞ H=91 @300 ｶﾗｰGL鋼板 t=0.6

新設裏貼り材：ﾌﾈﾝｴｰｽ t=4

既存ｱﾙﾐ破風

新設防水ﾃｰﾌﾟ

新設ｼｰﾘﾝｸﾞ

新設防水ﾃｰﾌﾟ

1

300300300300※ ＠300

新設水切り：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

新設ｼｰﾘﾝｸﾞ

既存ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

80300300300 ※＠300

改修後　車庫屋根　水上詳細図

改修後　車庫屋根　ｹﾗﾊﾞ詳細図 改修後　車庫屋根　ｹﾗﾊﾞ詳細図

改修後　車庫屋根　軒先詳細図

新設改修金具 H=53

240

1,000

90

630

24090

（目地ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去、打ち直し）

新設見切面戸

A-48改 修 屋 根 詳 細 図 １

新設防水ﾃｰﾌﾟ

既存雨押え撤去

新設軒先水切り：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

既存折板軒先切断撤去

新設水切り：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

新設ｼｰﾘﾝｸﾞ
既存ｱﾙﾐ笠木

既存ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

新設ｼｰﾘﾝｸﾞ

新設水切り：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4新設ｼｰﾘﾝｸﾞ

新設水切り：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

（目地ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去、打ち直し）

既存ｱﾙﾐ笠木

既存雨押え撤去

既存ｱﾙﾐ笠木

既存ｱﾙﾐ破風

（目地ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去、打ち直し）

新設折板：ｶﾊﾞｰﾙｰﾌ 角ﾊｾﾞ H=91 @300 ｶﾗｰGL鋼板 t=0.6

新設裏貼り材：ﾌﾈﾝｴｰｽ t=4

新設ｼｰﾘﾝｸﾞ 新設ｼｰﾘﾝｸﾞ

既存折板 90ﾊｾﾞ
既存ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ

新設ｳﾚﾀﾝ防水



上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
No.24-010

株式会社
事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号

住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5  /  R6  /  R7

既存ルーフデッキ（塗装）
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新設ｼｰﾘﾝｸﾞ

既存ｻｯｼ水切り

1/ 4

新設二次水切り：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

外壁部 ｻｯｼ部 改修後　明り採り詳細図（縦断）

改修後　明り採り詳細図（横断）
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新設ﾊｯﾄ型金属ﾀﾙｷ：GL鋼板 t=1.0 ＠455

新設下葺材：改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0

新設唐草：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

新設補強下地：GL鋼板 t=1.0

新設補強下地：GL鋼板 t=1.0

新設唐草：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

新設補強下地：GL鋼板 t=1.0

新設唐草：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

新設補強下地：GL鋼板 t=1.0新設補強下地：GL鋼板 t=1.0

既存TL受け鋼材

新設ﾊｾﾞ棟金具

新設捨て板：GL鋼板 t=1.0

455

新設下葺材 防水ﾃｰﾌﾟ貼り 新設下葺材 防水ﾃｰﾌﾟ貼り

新設下地材：硬質木片ｾﾒﾝﾄ板 t=18

新設ﾊｯﾄ型金属ﾀﾙｷ：GL鋼板 t=1.0 ＠455

≒2,700

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち直し

既存TL受け鋼材

新設下葺材：改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0

新設下地材：硬質木片ｾﾒﾝﾄ板 t=18

新設立平葺き H=20 ＠455：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

新設立平葺き H=20 ＠455：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4
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Ⅰ 工事概要

1. 工事場所

2. 建物概要

階 数 延面積 消防法施行令
構 造

(階) (㎡) 別表第一の区分
耐震分類建 物 名 称 備 考

方 法 及 び 種 別

空 調 方 式

冷 暖 房 方 式

暖 房 方 式

換 気 方 式

給 水 方 式

設 備 概 要

・ ガス焚吸収式　 　　・ 空冷ヒートポンプ　 ・

・ 温風暖房　　 ・ 温水暖房　　 ・ FF暖房　　　 ・

・ 水道直結式　 ・ 加圧式　　　 ・ 高置タンク式 ( ・ 上水　 ・ 井水 )

・ 局所換気　　 ・ セントラル方式　　　　　　　 ・

・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・

・ 建物内汚水、雑排水 ( ・ 分流 ・ 合流 )　 ・ 建物外汚水、雑排水 ( ・ 分流 ・ 合流 )

浄化槽　　 ( ・合併　・ 単独　) 放流先　　（ ・公共下水　・　　　　　）
排 水 方 式

3. 設備概要　(○印を付けたものを適用する)

倉庫・書庫

機械室

居室・廊下など

屋外露出、多湿箇所

(　　　　　　　)

区 分 保 温 外 装

倉庫・書庫

機械室

居室・廊下など

屋外露出、多湿箇所

(　　　　　　　)

区 分 保 温 外 装

屋内露出

屋外露出 ・ ステンレス鋼板 　　　　　・ 保温化粧ケース

・ 保温化粧ケース

・ ステンレス鋼板 　　　　　・　

・ カラー亜鉛鉄板 　　　　　・　

・ アルミガラスクロス 　　　・　

・ アルミガラスクロス 　　　・　

・ ステンレス鋼板 　　　　　・　

・ カラー亜鉛鉄板 　　　　　・　

・ アルミガラスクロス 　　　・　

・ アルミガラスクロス 　　　・　

( ・ 排水トラップ ・ 鉛管　 　・ 鋼管類　 ・ ビニール管　 ・ ドレーン管　 ・　　　　　　 )

( ・ 屋内消火管　 ・ 水抜きできない管　　 ・ スプリンクラー配管　 ・　　　　　　　　　　　 　)

・ 排水管でピット内、共同溝内及び最下階の床下の下記の部分は保温する。なお仕様はd(ハ)とする。

・ 消火管で下記の部分は保温する。なお仕様は給水管の項による。

・ 圧力タンク、膨脹水槽、各種呼水槽等鋼板製水槽は保温する。なお仕様は各機器の項に準ずる。

・ 大便器は保温する。

・ 共同溝の保温種別 ( ・ ピット内に準ずる　　 ・　　　　　　　　　　)

・ ダクトの保温外装は下表による。

・ 配管の保温外装は下表による。(冷媒管は除く)

・ 冷媒管の保温の外装は下表による。なお保温化粧ケースの材質は図示による。

配管、ダクト、器具据え付けにともなうスリーブ、枠入れは本工事とし、他は工事区分表による。

・ 屋外露出部(給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、弁類)は

防凍保温を行い、厚さは管径25mm以下のものは50mm、管径32mm以上のものは40mmとする。

・ 屋外露出部(給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、弁類)は

(1) 各種配管の試験は、新設配管に適用する。

(2) 新設配管は、既設配管の接続前に試験を行う。

1.  設計温湿度

湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)湿度(RH)温度(DB)

一 般 系 統

屋 内
外 気

夏 季

冬 季

%

%

℃

℃

%

%℃

℃

2.  居室騒音限界 下表によるほか、耳ざわり音がないよう機種選定およびダクト消音対策を行う。

A特性　(dB) NC値室 名

2　
　
空
気
調
和
設
備

3　
　
冷
暖
房
設
備

3.  煤煙濃度計

4.  ばいじん量測定口

4　
　
暖
房
設
備

5.  煙道

6.  ダクト

伸縮継手、掃除口及びばい煙量測定口の位置は図示による。　

7.  風量測定口 取付部は図示による。

8.  チャンバー (1) 内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

したチャンバーには点検口を設ける。尚、点検口の大きさは図示による。

(3) 外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは、雨水の滞留のないように施工する。

(2) 空気調和機、温風暖房機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で、消音内貼り

9.  防煙ダンパー

定格入力は、DC24V、0.7A以下とする。

復帰方式 ( ・ 遠隔　 ・　　　　　　　　)

10. ピストンダンパー

11. 弁類

12. 温度計

13. 圧力計

14. 瞬間流量計

15. 油面制御装置

復帰方式 ( ・ 遠隔　 ・　　　　　)

取付部は図示による。

取付部は図示による。

標準仕様とする。

JIS又はJV( ・ 5K　　 ・ 10K(図示部分) )

コック付とし、形式及び取付部は図示による。

・ 設ける　　 ・　

・ 設ける(測定口は80φとする)　 　・　

・ 低圧ダクト　 　・ 高圧1ダクト　　　・ 高圧2ダクト

・ アングルフランジ工法　 ・ スパイラルダクト

・ コーナーボルト工法 ( ・ 共板フランジ工法　　 ・ スライドオンフランジ工法 )

制御盤には ( ・ 給油ポンプ制御　 ・ 満油警報 ・ 遠隔警報 ・ 電磁弁制御　 ・ 返油ポンプ制御

・ 減油警報　 ・　　　　　　)の端子を設ける。なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の

・ 設ける(ピット内は除く)　　 ・ 設けない

・ 取付箇所 　　( ・ 大便器 　・ 小便器 　・　　　　　　)　　材質 　　( ・ 陶器製 　・　　　　　 )

・ 止水栓付

・ 陶器製 ( ・ 露出　　 ・ 埋込 )

・ 陶器製 ( ・ 露出形　 ・　　　　)

・ 節水コマ ・ 固定コマ　　 ( ・ 寒冷地対応形　 ・　　　　　　　　 )

・ 露出　　 ・ 隠ぺい　 ・ 水抜き装置付

・ 個別感知フラッシュ方式　 ( ・ 埋込　　 ・ 露出 )

・ 不凍結装置付　 ・ 感知小便器一体型フラッシュ方式

温風乾燥機能 ( ・ 有 ・ 無 )　脱臭 ( ・ 有　 ・ 無 )

加熱方式 ( ・ 貯湯式　 ・ 瞬間式)　 給水方式 ( ・ 給水管直結給水方式　 ・ ポンプ加圧給水方式 )

・ バキュームブレーカー　 ・ 不凍結装置付　 　・ 低圧フラッシュバルブ (　　　　　　　　　　)

・ 水抜き装置付

・ 有　　 ・ 無

5.  小便器洗浄管

7.  化粧棚

6.  水栓

8.  石けん受

9.  洗面器

10. 標記板

11. 大便器耐火カバー

4.  小便器洗浄弁

2.  大便器ロータンク

3.  温水洗浄式便座

1.  大便器洗浄弁　
　
衛
生
器
具
設
備

8

使用する電線類はEM電線とし、規格は標準仕様書第4編 表1.5.1・表4.1.11の使用電線類の規格による。

(機器、盤類は除く)

屋外・屋内露出の電線は図面に特記のない限り金属管配線とする。

天井内隠蔽の配線は図面に特記のない限りケーブル配線とする。

　
　
自
動
制
御
設
備

7

図示による

1.  中央監視制御装置

2.  中央監視制御装置の

構成・機能

3. 電気計装工事の配線

準ずる。

「建築設備定期検査業務基準書平成20年度版」((財)日本建築設備昇降機センター)の排煙風量の検査方法に4.  排煙風量測定

・ 亜鉛鉄板　　 ・　

図示による

・ 厨房・浴室系統の排気用ダクトの水抜き　　 ( ・ 要　 ・ 不要 )

・ アングルフランジ工法　　　 ・ スパイラルダクト

・ 低圧ダクト　　 ・ 高圧1ダクト　・ 高圧2ダクト

・ 浴室(シャワー室、脱衣室を含む)系統　 　・　

・ 厨房系統の長方形排気用ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。

・ コーナーボルト工法 ( ・ 共板フランジ工法　　 ・ スライドオンフランジ工法 )

6

3.  排煙口手動開放装置

2.  排煙口の形式

1.  ダクト

6.  耐火措置

5.  チャンバー

4.  排気ダクトのシール

3.  ダンパー

2.  風量測定口

自家発用換気ダクトが自家発室外を通過する場合の耐火措置は図示による。

空気調和設備の該当項目による。

空気調和設備の該当項目による。

取付位置は図示による。

1.  ダクト　
　
換
気
設
備

5

開放及び復帰方式　　 ・ ワイヤー式 　・ 電気式　 ( 遠隔操作　・ 不要　 ・ 要 )　

　
　
排
煙
設
備

屋内　　 ・ 65A以下は1/50、75A以上は1/100以上　　・

JIS又はJV　・水道直結部分　( ・ 10K　　　・　　　　) ・ その他の部分 ( ・ 5K　　　 ・　　　　　 )

・ 標準図　施工4、5 ( ・(a)　 ・ (b)　・ (c) )による。

・ 不凍栓の二次側は水抜きが確実にできること。

・ 要　　 ( ・ 本工事　 ・ 別途工事 ) 　　・ 不要

ため桝

図示の箇所に取付ける。

桝のコンクリート部は工場製品としてもよい。

3.  満水試験継手

4.  インバート桝、

洗面器及び手洗器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。

2.  排水勾配

1.  洗面器等の排水管　
　
排
水
設
備

10

　
　
給
水
設
備

9

6.  建物導入部配管

5.  給水勾配

4.  引込納付金等

3.  弁類

2.  量水器桝

1.  量水器

11
 
設
備

 
給
湯

12
 
設
備

 
消
火

1.  弁類

1.  屋内消火栓箱

JIS又はJV　( ・ 5K　 ・ 10K　(図示部分) )

13
 
器
設
備

 
厨
房
機

1.  機器の寸法

2.  燃焼機器

概略寸法とする

14　
　
ガ
ス
設
備

1.  充てん容器

2.  集合装置

3.  転倒防止等

4.  メーター

5.  ガス漏れ警報器

6.  引込負担金

7.  電気防食

8.  建物導入部配管

・ 別途　 ( ・ 50kg　　 ・　　　　　 )

・ 要　　 ・ 不要

・ 要 ( ・ 別途工事 ・ 本工事 )　 ・ 不要

・ 本工事(図示による)　 　・ 別途工事

・ 標準図　施工4,5  ( ・ (a)　・ (b)　・ (c) )による。

・ HB-1A　　 ・ HB-1B　　・　

・ 標準図　施工4,5 ( ・ (a)　・ (b)　・ (c) )による。3.  建物導入部配管

2.  消火器具 ・ 消火器（スタンド共）（消防法施行令第10条に拠る）　 ・

使用ガス ・ 都市ガス     ( 発熱量　　　   KJ/Nm3、供給事業者名:　　　　　　　　)

・ 液化石油ガス ( 発熱量 100,000 KJ/Nm3)

15　
　
そ
の
他

1.　工事現場の環境

改善について

地域住民とのコミュニケーション　 ・ 現場見学会の開催　　 ・　

地域住民への情報提供　　　 ・ 完成予想図の設置　　 ・ 情報掲示板の設置　　 ・ パンフレットの作成

工事現場のイメージアップ　 ・ 仮囲い周辺の美化　　 ・　

住民に対する災害防止関係　 ・ 現場出入口周辺への誘導員の配備　　 ・　

2.　不具合の確認

3.　産業廃棄物等の

取扱い

(1) 廃棄物の処理に当たっては、請負者が自ら処理(分別、保管、収集、運搬及び処分の一連の行為)する

行うこと。

ときは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」(以下「廃棄物処理法」という)に基づき、適正に

(2) 廃棄物の処理の全部又は一部を委託する場合は、廃棄物処理法に基づく処理を業として許可を取得して

いる者に委託すること。また、施工前に産業廃棄物処理委託契約書の写し、産業廃棄物処理業の許可

すること。

証の写し、許可運搬車両一覧並びに処分地の案内図等をまとめた「廃棄物処理計画書」を監督員に提出

4.　環境対策関係 (1) 現場で使用する機械は、低騒音型、低振動型、排出ガス対策型建設機械とすること。

(3) 汚水、汚濁、土砂の流失防止に努めること。また、表土復元等、環境の回復に努めること。

(4) 熱帯材合板型枠は、極力使用しないこと。

(2) 夜間、早朝等の稼動を避けること。ただし、監督員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

なお、運搬ルートの選定に当たっては影響の少ない最短ルートを選定すること。

(続き)

保温及び消音内貼り

工事しゅん工後10ヶ月、20ヶ月（新営に限る）に不具合の確認を行い、その結果を書面で上田市長あてに

報告する。(施設管理者からの聞き取り調査を含め、調査には必ず監督員の立会いを要する。)

35. 防凍保温

36. 試験

37. 他工事との取合い

・ 換気ダクトの保温要(保温厚25mm)　　　 ・ 範囲は図示による　 　・　

・ 膨張タンクよりボイラーへの補給水管の保温は膨張管の項による。

・ 建物内の空気抜き管の保温は膨張管の項による。

・ 空気調和機、ファンコイルユニット、冷水及び冷温水のドレーン管の保温は排水管の項による。

・ 還りダクトの保温要(保温厚25mm)　　　 ・ 範囲は図示による　 　・　

・ 排気ダクトの保温要(保温厚25mm)　　　 ・ 範囲は図示による　 　・　

・ 外気取入れダクトの保温要(保温厚25mm) ・ 範囲は図示による　 　・　

・ 全熱交換器用ダクトの保温要(保温厚25mm)　 ・ 範囲は図示による　 　・　

保温種別は下記による

ダクト　　　　　　　　　　　　 ・ イ ( ・ 1号　・ 2号 )　  ・ ロ

冷温水、冷水、温水、蒸気管　　 ・ イ　　　　　　　　　　　 ・ ロ

機器　　　　　　　　　　　　　 ・ イ　　　　　　　　　　　 ・ ロ

給水管　　　　　　　　　　　　 ・ ハ　　　　　　　　　　　 ・ ロ (凍結防止帯巻部分)　

排水管　　　　　　　　　　　　 ・ ロ　　　　　　　　　　　 ・　

給湯管　　　　　　　　　　　　 ・ イ　 　　　　　　　　　　・ ロ

(2) 設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

・ 給水装置 ・ 排水装置 ・ 換気機器 ・ 空調機器 ・ 防災設備 ・ 監視制御設備

・ 危険物貯蔵装置 ・ 火を使用する設備　　 ・ 避難経路上に設置する機器　 ・

機械改修工事標準仕様書第2編5章による。

土中埋設管(排水含む)は、管の上下をサンドクッション厚100mmで保護する。

吊金物は亜鉛メッキ又はステンレス鋼製とする

勾配とする。

給水、給湯、消火、冷温水、冷却水管は、図示による水抜きが確実にできるよう水抜き位置に向かって下り

コンクリート土間下配管は、鋼棒等により沈下防止措置をする。

コンクリート内の鋼管、鉛管及び塩ビ管については、プラスチックテープを1/2重ね1回巻きとする。また、

図示された屋外埋設管の分岐及び曲がりの箇所には、コンクリート製標柱を埋め込む。舗装部分は埋設標示

ピンとする。また、施工上生じた分岐、曲がりの箇所についても同様とする。

排水管を除く管には、埋設表示用テープを設置する。

確認試験　 　・ 引き抜き試験

・ 性能確認試験(　　本) ・ 施工後確認試験(　　本)を確認強度(  　　)kNにて行う

下記の保温を行わない亜鉛メッキを施したダクト及び配管は塗装を行わない。

振動絶縁効率
遠心送風機

空調用ポンプ及び

揚水用ポンプ及び

ボイラー給水用ポンプ

小形給水ポンプユニット

既存のコンクリート床及び壁の配管貫通部の穴明けは原則としてダイヤモンドカッターによる。

検査対象　　 ・ 配管　　 ・ 煙道　　 ・　　　　　・　

抜取率　　　 ・ 標準仕様書による　　 ・　

検査の種類　 ・ RT　　　 ・ PT又はMT

・ 倉庫　　　 ・　

振 動 絶 縁 効 率基 礎機 器

・ 標準基礎　 ・ 防振基礎

・ 標準基礎　 ・ 防振基礎

・ 標準基礎　 ・ 防振基礎

・ (　　)% 以上　　 ・　

・ 　 80 % 以上　　 ・　

・ 　 80 % 以上　　 ・　

・ 別図による

標準共通仕様書第2編によるほか下記による。

フランジは、建物内外共保温する。なお、保温端部はシーリング処理を行う。

給水管、給湯管、冷温水管等の管、バルブ(グランド部を含む)、フランジ、可とう継手及び空調ダクトの

23. あと施工アンカー

24. 吊金物

25. 配管勾配

26. 管の保護

27. 管の埋設

28. 管の埋設表示

30. 塗装

31. 機器の基礎 及び

32. 電線類

33. はつり

34. 保温及び消音内貼り

番 号

1

2

3

4

4. 図面目録　　　　 ・ 別紙参照   ・ 下記の通り

図 面 名 称 番 号 図 面 名 称

29. 溶接部の非破壊検査

＊ (社)日本建築あと施工アンカー協会認定資格

・ 施工士の適用(第1種、第2種) あと施工アンカー施工士＊による

4.　「重要機器」とは下記に示すものとする。

8.  監督員事務所

9.  工事用電力・用水等 この工事に必要な工事用電力、用水、諸手続きなどの費用は請負者の負担とする。

※ 完成図 ( ※ 設計図書で示したもの全て　　 ・ 標仕表1.7.1による　　・ 監督員の指示による)

資材の保管は必ず屋根をかけ地上30cm以上の架台に乗せる。

工事に先立ち手引き第2編による廃棄物等処理計画書を監督職員に提出し、しゅん工時には廃棄物等処理報告

書を作成し提出する。

(4) 再利用又は再生資源化を図るもの

(コンクリート塊、アスファルト塊、木くず、金属くず、塩ビ管、　　　　　　　　　　　)

標準仕様書第1編1.7.4によるほか、バルブ類等は必要に応じて合成樹脂製名札をステンレス線等で取付ける。

機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目等を書いた取扱説明板(アクリル樹脂製、文字彫込み程度)を

設ける。大きさは、約(　　　　)㎡とする。

(1) 機器類の能力、容量等は、表示された数値以上とする。

(2) 電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

・ 改修機械設備標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。

・ 別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。　　　 ・ 本工事で負担する。

・ 内部仮設足場等 ( ・　　　種　・　　　種)　 ・ 外部仮設足場等 ( ・　　種　・　　　種)

・ 監督員が指示する構内の場所に敷ならし　 ・ 構内指定場所にたい積　　 ・ 構外搬出適切処理

・ 根切中の良質土(ただし管の周囲は山砂、川砂又は再生砂)　　　 ・ 山砂の類

根切中の山留め　 ・ 有(　　　　　　　)　 ・ 無

(1) 引渡しを要するもの　 ・ 無　 ・ 有 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

(2) 引渡しを要するもの以外は構外搬出し関係法令により適切に処理すること。

(3) 特別管理産業廃棄物　 ・ 無　 ・ 有 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

・ 飲料水の水質の測定　 ( ・ 水質基準検査10項目(一般細菌、大腸菌、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、

塩化物イオン、有機物等(TOC)、pH、味、臭気、色度、濁度)  ・ トルエン)

飲料水の水質の測定は厚生労働大臣登録水質検査機関とする。

・ 風量調整　 ・ 水量調整 ・ 室内外空気の温湿度測定　 ・ 室内気流及びじんあい測定　 ・ 騒音測定

機器、配管、風道等は耐震を考慮し堅固にすえ付け、取付又は支持を行う。

(国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修)による。

地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。地域係数は1.0とする。

(1) 設計用水平地震力は、機器の重量(自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効重量)に、次に示す

設 置 場 所

上層階、屋上及び塔屋

中 間 階

地下階、一階

(注) 1.  (　　)内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

2. 〈　　〉内の数値は水槽類に適用する。

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

2.0

(2.0)

〈2.0〉

1.5

(1.5)

〈1.5〉

1.0

(1.0)

〈1.5〉

1.5

(2.0)

〈1.5〉

1.0

(1.5)

〈1.0〉

0.6

(1.0)

〈1.0〉

1.5

(2.0)

〈1.5〉

1.0

(1.5)

〈1.0〉

0.6

(1.0)

〈1.0〉 〈0.6〉

(0.6)

0.4

〈0.6〉

(1.0)

0.6

〈1.0〉

(1.5)

1.0

耐 震 安 全 性 の 分 類

・ 特定の施設 ( ・ 甲類   ・ 乙類) ・ 一般の施設 (乙類)

耐震措置の計算及び施工方法は、次に掲げる事項以外、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」

11. しゅん工時提出物

10. 完成図等

12. 足場・さん橋類

13. 資材の保管

14. 建設発生土

15. 埋め戻し土・盛土

16. 山留養生

17. 発生材処理

18. 文字入名札等

19. 取扱説明板

20. 総合調整

21. 容量等の表示

22. 耐震措置

7.  技能士の適用 ・ 配管(1.2)　・ 冷凍空気調和機器(1.2)　　・ 熱絶縁(1.2)  ・ 建築板金(1.2)　・ 監督員の指示による

※ 監督員の指示による　　　 ・

3.　「上層階」は、2～6階建以下の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階とする。

6.  電気保安技術者 電気保安技術者を設置する。

※ 設けない　 ・ 設ける

承諾を受ける。

使用材料名、製造者名、発注先、品質性能証明資料提出の省略について記載した調書を作成し、監督職員の2.  使用材料発注先調書

3.  施工条件明示項目

・ ・  その他監督職員の指示によるもの

建築材料等 1)から5)を満たすものとする。

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次の

1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF,パーティクルボード、その他の

少ないものとする。

木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて

する。

2) 保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ないものと

3) 接着剤はフタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸-2-エチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用し、

する。

ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないものと

ものとする。

4) 塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ない

5) 上記1)、3)、4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等は、ホルム

なお、ホルムアルデヒドを発散しないものとは、発散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの

発散量が極めて少ないものとは、発散量が第3種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用する

ものとするが、該当する材料等が無い場合は第3種のものを使用するものとする。

アルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

c. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

① JIS及びJASの F☆☆☆☆規格品

② 建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

③ 下記表示のあるJAS規格品

a. 非ホルムアルデヒド系接着剤使用

b. 接着剤等不使用

ホルムアルデヒドの

発散量
該 当 す る 建 築 材 料

規 制 対 象 外

d. ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

e. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

f. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

① JIS及びJASの F☆☆☆規格品

② 建築基準法施行令第20条の5第3項による国土交通大臣認定品

③ 旧JISのEo規格品

④ 旧JASのFco規格品

第 三 種

4.  化学物質を発散する

5.  ペーストシール剤 飲料水管系に使用されているペーストシール剤は、室内汚染に係る揮発性化合物に指定されている下記の

物質を材料及び製造工程に使用されていないこと。

ホルムアルデヒド・アセトアルデヒド・トルエン・キシレン・エチルベンゼン・スチレン・

パラジクロロベンゼン・テトラデカン・クロルピリオス・フェノブカルブ・ダイアジノン・

フタル酸ジ-n-ブチル・フタル酸ジ-2-エチルヘキシル

※ 現場説明書による

・

・  (社)公共建築協会による「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」における評価対象となる

機械設備機材等

・

●　品質及び性能を有することの証明となる資料を提出する機材等

仕様は適用しない。

(2) 電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を適用し、下記の工事

2. 特記仕様

章 項 目 特 記 事 項

1.  機材等 (1) 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上のものを使用する。但し、

受ける。

1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

4) 法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

2) 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

3) 安定的な供給が可能であること。

5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

6) 販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するものにあっては、

1　
　
一
般
共
通
事
項

システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出し監督職員の承諾を

製造業者等が記載されている場合は同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

(2) 下表に示す材料・機材等の製造業者等は次の1)から6)すべての事項を満たすものとし、この証明となる

1. 共通仕様

Ⅱ 工事仕様

「改修標準仕様書」という)及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(最新年度版)」(以下、「標準図」という)による。

(最新年度版)」(以下、「標準仕様書」という)、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(最新年度版)」(以下、

(1) 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)

5

6

10

9

8

7

電気ヒーター等の防凍対策を行う。なお、保温厚は34.項に準じる。

作成方法　　 ※ 製本　　　　 ※ 見開きA3縮小版 2～3部（黒表紙金文字製本）

・ 見開きA1版 1部（ビニール製本）　 ・　　　　　　　　　　　　　

※ CADデータ  ( ※ CD-R (1部)　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　)

※ 保全に関する資料(1部)　　・

(3) しゅん工した時は、廃棄物ごとに処理数量を集計し、積込み状況の写真、処分状況の写真等

の写しを添付した「廃棄物等処理報告書」を監督員に提出すること。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1、表4.1.11による。

・ 標準図　施工72による　　本組

・ 標準図　施工73 ( ・ (a)　・ (b) )による

研修及び訓練を行うこと。

(1) 工事現場においては、労働災害、公衆災害防止に努めるとともに、全作業員を対象に定期的に安全教育、

実施結果、実施状況の写真、安全教育に使用した資料等も整理すること。

(3) 原則として代理人（主任）以外の第三者により、月1回以上店社による安全パトロールを行い、工事

日誌へ記載するほか、点検内容等を別書面に記録し、実施状況の写真を撮影すること。

随時、実施状況の写真を撮影すること。

(4) 下請業者にKY（危険予知）、TBM（作業内容の打合せ）活動等を実施させ、その記録を整備するとともに、

及び使用した資料等を整理するとともに、随時、実施状況の写真を撮影すること。

(5) 下請業者を含め、作業員に対し現場内容に即した新規入場者教育、安全教育・訓練等を実施し、関連書類

(2) 安全教育、研修及び訓練については、工事期間中に月一回程度実施し、工事日誌へ記録するほか、

(6) 上記の(2)～(5)の活動については、記録・書類及び写真を整備したものを現場に備え、

監督員及び工事検査の際に提示できるようにすること。

暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届を速やかに警察に提出すること。

施工図等の著作権に関わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する。

あるので、検査に協力すること。

施工途中において工事検査担当職員または、発注機関の長の指定する職員による抜打ち検査を実施することが

完成図など維持管理に関する書類は、しゅん工後30日以内に提出し、必要に応じて取扱説明を行うこと。

上記による他、監督員の指示による。10. 提出物

5.　安全対策関係

6.　工事検査

7. 被害届等

8. 施工図等の取扱い

9. 完成図等

上田市　芳田　1515　番地　1

消 防 署 庁 舎 鉄 骨 ２

屋外　　 ・ 1/100以上　　・　上田市下水道規定による

15項

(1) 章及び項目は番号に　　印の付いたものを適用する。

(2) 特記事項のうち選択する事項は ・ 印又は、※ 印の付いたものを適用し、 ・ 印のままのものは適用しない。

給水管、消火管の埋設深さは(　600　)mmとする。又、ガス管の埋設深さは(　　　　　)mmとする。

下記の金属電線管は塗装を行う。

・ 屋外露出　 ・ (　ドレン管　)の屋内露出

・ 各種機器について図示電気ヒーター等の防凍対策を行う。(　ガス給湯器　)

成 行

成 行

温度(DB)

26.0 ℃

22.0 ℃

・ 親メーター　 ( ・ 貸与品　 ・ 既存　 )　　・ 子メーター 　( ・ 買取り 　・　　　　　 )

・ 水道事業者指定品　 ( ・ 貸与品　 ・ 買取り ) ・ 標準図MC形　・ 既存

・ 親メーター　 ( ・ 貸与品　 ・ 既存  )　・ 子メーター ( ・ 買取り　 ・　　　　　 )　

34.7 ℃

-4.9 ℃

52.3 %

78.5 %

上田東北消防署　庁舎改修工事　機械設備工事　特記仕様書

ＵＥＤＡ 上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 設計者氏名　小福田　洋

一級建築士　大臣登録　第292990号

長野県知事登録　第上田N-78311号

住　所　長野県上田市住吉55番地2

代表者　品田　和久

2024.07改訂

図 名

事 業 名 NO.SCALE

No Scale

上田東北消防署　庁舎改修工事事業年度

R-07 機械設備工事　特記仕様書
M-01株式会社
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以下給排水設備改修1階平面図(M-12)参照

以下給排水設備改修1階平面図(M-12)参照

以下給排水設備改修1階平面図(M-12)参照
(既存）

(既存）

（A3） No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 1/250配置図・案内図 M-02



仕 様 電 源 消費電力 数 量設置場所名 称記 号

冷 暖 房 機 器 一 覧 表

1

（寒冷地仕様）

屋外機 … 据置型(25型)　　　　　屋内機 … 壁掛露出型(25型)

冷房能力　2.5KW　　　　　　暖房能力　3.2KW　　　　　最大低温時　7.1KW

圧縮機出力　650W

1φ 100V 冷房　530W

暖房　625W

最大　1980W

1F 女子仮眠室冷 暖 ル ー ム エ ア コ ン

1

ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ，　　　　ﾘﾓｺﾝﾎﾙﾀﾞｰ

（寒冷地仕様）

1φ 100V

最大　1980W

屋外機 … 据置型(22型)　　　　　屋内機 … 壁掛露出型(22型)

圧縮機出力　600W

冷房能力　2.2KW　　　　　　暖房能力　2.8KW　　　　　最大低温時　6.8KW

冷房　450W

暖房　525W

2F 仮眠室冷 暖 ル ー ム エ ア コ ン

RAC-1

屋外機用安全ﾈｯﾄ，　　　　屋外機用据置取付架台(H=300程度)(防振ｺﾞﾑﾊﾟｯﾄﾞ付)

屋外機用安全ﾈｯﾄ，　　　　屋外機用据置取付架台(H=300程度)(防振ｺﾞﾑﾊﾟｯﾄﾞ付)

RCA-2

他附属部品一式，　　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎（建築工事)

他附属部品一式，　　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎（建築工事)

※　ﾙｰﾑｴｱｺﾝの冷房・暖房能力及び電気特性は、JIS C 9612：2013条件時の能力を示す。

※　ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝの冷房・暖房能力，電気特性は、JIS B 8616：2015の条件時の能力を示す。

屋外機用据置架台(防振装置付)(H=300程度)

他附属部品一式，　　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎（建築工事)

1F 仮眠室(A)

1F 仮眠室(B)

屋外機 … 据置型(80型)　　　　屋内機 … 天井ｶｾｯﾄ四方向吹出型(80型)

冷房能力　7.1KW　　　　　暖房能力　8.0KW　　　　　最大低温時　12.6KW

屋内機用化粧ﾊﾟﾈﾙ(輻射温ｾﾝｻｰ付)，　　　専用ﾘﾓｺﾝ，　　　防振吊り金物

3φ 200V 冷房　1.49KW

暖房　1.66KW

最大　5.87KW

（寒冷地仕様）

PAC-1

圧縮機出力　1.5KW　　　　送風機出力　屋内：0.12KW　屋外：0.06KW×2

冷 暖 パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン

1F 事務室(署長)

3

ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ，　　　　ﾘﾓｺﾝﾎﾙﾀﾞｰ

屋外機用据置架台(防振装置付)(H=300程度)

他附属部品一式，　　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎（建築工事)

屋内機用化粧ﾊﾟﾈﾙ(輻射温ｾﾝｻｰ付)，　　　専用ﾘﾓｺﾝ，　　　防振吊り金物

3φ 200V

冷房能力　12.5KW　　　　　暖房能力　14.0KW　　　　　最大低温時　17.6KW

圧縮機出力　2.7KW　　　　送風機出力　屋内：0.12KW　屋外：0.06KW×2

冷房　3.32KW

暖房　3.27KW

最大　7.94KW

2

（寒冷地仕様）

PAC-2 冷 暖 パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン 2F 大会議室 屋外機 … 据置型(140型)　　　　屋内機 … 天井ｶｾｯﾄ四方向吹出型(140型)

（A3） No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 NO SCALE冷暖房機器一覧表 M-03



ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ

1φ 100V

1φ 100V

1φ 100V100天 井 埋 込 型 換 気 扇 防振吊り金物

1

1φ 100V

24H換気数 量消費電力電 源静圧(Pa)風量(m3/H)参考型番 仕 様設置場所名 称

FV-1

記 号

天 井 埋 込 型 換 気 扇

防振吊り金物

換 気 機 器 一 覧 表

1φ 100VFV-2

FV-3

FV-4

FV-5

(20)

1

60

(20)

50 14W

(7W)

15.5W80 50天 井 埋 込 型 換 気 扇

天 井 埋 込 型 換 気 扇 50 50 防振吊り金物 9.3W

1F 仮眠室B

1F 仮眠室A

1F 脱衣・US

1F 女子仮眠室

90

(30)

80

(30)

ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ

VD-15ZC141F 洗面所 70 15.5W

3

VD-15ZLX14-CS

VD-13ZFC14

(2部屋換気用)

(3部屋換気用)

1F WC VD-10ZC14-C

2F 仮眠室

防振吊り金物

1F 脱衣室

V-18ZMC6 33.5W

(16W)

防振吊り金物

副吸込口

2

2

中間取付型ダクトファン

1F 救急器具庫

2

1F U.B UB附属 1天 井 埋 込 型 換 気 扇

VD-18ZC14 180 60

1φ 100V

29.5W

1F 食堂 V-904KQE9 450 80

1φ 100V

1φ 100V 190Wレ ン ジ フ ー ド フ ァ ン

天 井 埋 込 型 換 気 扇

ﾀﾞｸﾄ接続 … 本工事FV-6

FV-7 防振吊り金物

防振吊り金物FV-8

1F 倉庫1

1F 男子便所

2

※　換気扇機器の(　)付の風量は、24時間換気時の風量を，(　)付の消費電力は24時間換気時の消費電力を示す。

※　各換気扇のｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁは電気工事に支給とし、配線は電気工事とする。

屋外壁掛型　　　　給湯能力　50号　　　即出湯ﾀｲﾌﾟ　　　　　参考型番　GQ-5011WZQ-3

屋外壁掛型　　　　給湯能力　24号　　　　　　　　　　　　　参考型番　GQ-2421WZ-3

屋外壁掛型　　　　給湯能力　16号　　　　　　　　　　　　　参考型番　GQ-1621WZ-3

記 号 名 称 電 源仕 様 数 量消費電力

ｶﾞｽ消費量　112KW … 都市ｶﾞｽ

1φ 100V

気水分離器，　　　安全弁，　　　他附属部品一式

専用ﾘﾓｺﾝ，同左配線(5m)，　　　給湯器下部配管ｶﾊﾞｰ，　　　密閉膨張ﾀﾝｸ，

専用ﾘﾓｺﾝ，　同左配線(5m)，　給湯器下部配管ｶﾊﾞｰ，　　他附属部品一式

1φ 100V

ｶﾞｽ消費量　52.3KW … 都市ｶﾞｽ

専用ﾘﾓｺﾝ，　同左配線(5m)，　給湯器下部配管ｶﾊﾞｰ，　　他附属部品一式

1φ 100V

ｶﾞｽ消費量　34.9KW … 都市ｶﾞｽ

ガ ス 給 湯 器

ガ ス 給 湯 器

ガ ス 給 湯 器GHW-3

GHW-2

GHW-1 1

1

1

112W

凍結予防ﾋｰﾀｰ　381W

62W

凍結予防ﾋｰﾀｰ　141W

43W

凍結予防ﾋｰﾀｰ　141W

衛 生 機 器 表

※　ｶﾞｽ給湯器の定格加熱能力は、数値の根拠がJJIS S 2109で規定された値。

※　ｶﾞｽ給湯器・電気温水器据付については、国土交通省告示第1447号に基づき固定を行うこと。

（A3） No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 NO SCALE M-04換気機器一覧表，衛生機器表



室NO

1

2

3

4

階

1

1

1

2

室　　名

女子仮眠室

仮眠室A

仮眠室B

仮眠室

床面積

m2

12.97

34.00

24.39

5.99

平均天井高

ｍ

2.40

2.40

2.40

2.53

気積

m3

31.13

81.60

58.54

15.15

判定換気回数

回/h

0.30

0.30

0.30

0.30

0.30

判定換気量

m3/h

9.33

24.48

17.56

4.54

換気種別

第3種換気設備

第3種換気設備

第3種換気設備

第3種換気設備

給気機

-

-

-

-

-

-

-

-

給気機による

給気量(A)

m3/h

-

-

-

-

排気機

天井扇

FV-1

ﾀﾞｸﾄﾌｧﾝ

FV-4

ﾀﾞｸﾄﾌｧﾝ

FV-4

天井扇

FV-1

排気機による

排気量(B)

m3/h

20.00

30.00

30.00

20.00

換気回数

回/h

0.64

0.37

0.51

1.32

判定 備考

シックハウス対策機械換気計算

9.33 ≦ 20.00　∴ＯＫ

24.48 ≦ 30.00　∴ＯＫ

17.56 ≦ 30.00　∴ＯＫ

4.54 ≦ 20.00　∴ＯＫ

器具数量 接続ﾀﾞｸﾄ寸法

(60)

EA-1

EA-1

EA-1

1

1

1

仮眠室A

仮眠室A

仮眠室B

FV-4

FV-4

FV-4

EA

EA

EA

90

90

(30)

90

(30)

3

3

3

30

(10)

30

(10)

30

(10)

100φ 天井取付型排気ｸﾞﾘﾙ

ﾒｰｶｰ標準仕様

100φ 天井取付型排気ｸﾞﾘﾙ

ﾒｰｶｰ標準仕様

100φ 天井取付型排気ｸﾞﾘﾙ

ﾒｰｶｰ標準仕様

100φ

100φ

100φ

参考型番 P-13GLF6

参考型番 P-13GLF6

参考型番 P-13GLF6

記号

OA-1

OA-1

階

1

2

室名

女子仮眠室

仮眠室

系統

FV-1系統

FV-1系統

風向

OA

OA

風量

m3/H

60

(30)

60

(30)

個

1

1

m3/H個

60

(30)

60

(30)

名称

150φ 天井取付型給気ｸﾞﾘﾙ

ﾒｰｶｰ標準仕様

150φ 天井取付型給気ｸﾞﾘﾙ

ﾒｰｶｰ標準仕様

150φ

150φ

備考

参考型番 P-18GLF6

参考型番 P-18GLF6

器具風量

制気口リスト

OA 1

150φ 天井取付型給気ｸﾞﾘﾙ

ﾒｰｶｰ標準仕様 150φ 参考型番 P-18GLF6

OA 1

150φ 天井取付型給気ｸﾞﾘﾙ

ﾒｰｶｰ標準仕様 150φ 参考型番 P-18GLF6

OA-2 仮眠室A1

1

FV-4系統

FV-4系統仮眠室B

180 180

(60)

90 90

(30)

(30) (30)OA-3

（A3） No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 NO SCALE制気口リスト，換気計算 M-05



C48(既存)

洋 風 便 器

（A3）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
No.24-010

株式会社
事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号

住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 NO SCALE衛生器具表

CS597BS

SH596BAYR TCF5534AU

屋

外

合

計

器 具 名 参考型番

食

堂

1階

女

子

仮

眠

室

Ｗ

Ｃ

女
子
仮
眠
室
シ
ャ
ワー

ユ
ニ
ッ
ト

女
子
仮
眠
室
洗
面
脱
衣
室

洗

面

所

脱

衣

室

浴

室

男

子

便

所

車

庫

女

子

便

所

便

所

専用ﾘﾓｺ(ｴｺﾘﾓｺﾝ)，

密結ﾛｰﾀﾝｸ(手洗無・ふた固定)，温水洗浄便座(擬音装置付，便器自動洗浄機能付・ふた有) 1 12

SH596BAYR TCF5534AU 専用ﾘﾓｺ(ｴｺﾘﾓｺﾝ)，

洋 風 便 器 CS597BP 密結ﾛｰﾀﾝｸ(手洗無・ふた固定・壁排水)，温水洗浄便座(擬音装置付，便器自動洗浄機能付・ふた有) 1 1

11

紙 巻 器 CF-32H ｽﾃﾝﾚｽ製　　　ﾜﾝﾀｯﾁ式YH117

LSE870ASS

洗 面 器

他附属部品一式

他附属部品一式

他附属部品一式

1

1

1 1

2階

1

※　(　　)付の数量は、建築工事にて設置の器具を示す。

衛 生 器 具 表

附 属 品  ・  仕 様

CW-PA21LQE-NE-R1

BC-Z30P

DT-Z350NCH

CW-PA21LQE-NE-R1

BC-P20SU-KJ 

DT-PA250UCHTK

1 13

温 水 洗 浄 便 座 更 新

自動水栓(単水栓)(AC100V)，　　止水栓(壁給水)，　　 排水金物(P型)，

CW-PA21L-NE 温水洗浄便座(参考型番 (ｴｺﾘﾓｺﾝ))(擬音装置付)に更新TCF5534V80W(PS2)

L250C 自動水栓(単水栓)(AC100V)(TLE28SA1A,AM-300CV1)，　止水栓(壁給水)，　排水金物(P型)，

他附属部品一式

洗 面 化 粧 台

洗 面 化 粧 台

建築工事 L=1200　　　各配管接続本工事

ユ ニ ッ ト バ ス

建築工事

建築工事

建築工事

L=500　　　各配管接続本工事

各配管接続本工事

各配管接続本工事

(2)(2)

(1) (1)

(1) (1)

(1) (1)

止 水 栓 13mm

洗 濯 機 用 水 栓 TW11RF 緊急止水付

TKS05303J ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ混合栓湯 水 混 合 栓

湯 水 混 合 栓

12

1

4 2 2 210

ユ ッ ト シ ャ ワ ー

KM13N2(KVK)1280SKK(ｶｸﾀﾞｲ)

LF-WJ50KQA-U

SF-HB442SYXNA 22

1

ﾂｰﾊﾝﾄﾞﾙ混合栓

M-06

L-A74TAC

L-176UAN

1

洗 面 器

A社 B社

L 型 手 す り 　T112CL9 KF-920AE70D12J 付属部品一式 1 1



φ

Ｇ

JIS K 6741 VP

給 水 管 水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 一種

地中埋設部(不凍栓以降) 水道用内外面塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

水道用内面塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 JWWA K 116 SGP-VB

JWWA K 116 SGP-VD

備 考名 称記 号

地中埋設部(不凍栓まで)

JWWA K 140 SGP-HVA耐熱性内面塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

ガ ス 管

埋 設 弁

仕 切 弁

給 水 栓

湯 水 混 合 栓

ﾎﾞｯｸｽ共

上水直結部　JIS 10K

冷 媒 管

通 気 管

排 水 管

JIS K 6741 VP

Ｄ ド レ ン 管

冷媒用被覆断熱銅管(保温厚　ｶﾞｽ側 - 20mm，液側 - 10mm)

屋内一般

Ｒ

吸 気 弁

フ レ キ 継 手

床 上 掃 除 口

Ｔ ト ラ ッ プ 桝

屋 外 掃 除 口

ス パ イ ラ ル ダ ク ト

配 管 接 続 口

A型 : 非防水型

上記の他

給 湯 往 管

給 湯 返 管 JWWA K 140 SGP-HVA耐熱性内面塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

塩ﾋﾞ小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝　   上田市下水道規定適合品

塩ﾋﾞ小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝　   上田市下水道規定適合品

亜鉛鋼板製

地 中 埋 設 標

※  ﾋﾟｯﾄ内吊り及び支持金物は,SUS製とする。(但し架台等鋼材は、鉄製とし亜鉛ﾒｯｷ(ﾄﾞﾌﾞ付)品とする。）

(防火区画・防火上主要な間仕切り貫通部分は、国土交通省大臣認定　(財)日本消防設備安全ｾﾝﾀｰ評定による防火区画貫通処理材を使用のこと。）

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 JIS K 6741 VP

屋外露出 配管用炭素鋼鋼管 JIS G 3452 SGP(白)

改 修 凡 例

屋内

JIS K 6741 VU屋外土中 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

屋内

ｶﾞｽ供給業者(上田ｶﾞｽ)規定による

（A3） No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 NO SCALE M-07改修凡例
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ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

ロッカー

1’

アルミバイパスサッシ

480

足洗場

スロープ

上る

SUS両開きﾄﾞｱ新設

±0

-50

-40

±0

±0

±0

±0

-20

-170

設計GL=-300

-300

+190

±0

27 32

ﾕﾆｯﾄ
ｼｬﾜｰ

洗面台
±0

-200

±0 1 6 7 12

1321

新設

23 222430

将来7人分ｽﾍﾟｰｽ

4 10 21 26

5台新設

警防係

予防係

救急係

下足棚

3

2

1

棚
新
設

収納付ﾍﾞｯﾄﾞ新設

棚
新
設

棚
新
設

棚
新
設

棚
新
設

棚
新
設

ｱﾙﾐ片開戸

ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ
ｶ
ｰ
ﾃ
ﾝ

PS

洗濯機

洗濯機

+200

PS

±0

+280

署長

±0

±0

便器更新

スロープ

±0

庶務係

植
込
み

-150

ｼｽﾃﾑﾊﾞｽ1418

-50

±0

脱衣棚

+200

±0

事務室

ポーチ

救急準備室

地袋

玄関ホール

PS

洗面
脱衣室

倉庫1

倉庫2

廊下Ｂ

洗面所

WC

休憩室

仮眠室A

仮眠室B

女子仮眠室

廊下Ａ

車庫

備品庫

女子便所

救急器具庫

男子便所

脱衣室

食堂

D D

D

40 40
25 25

40(地中配管)

既存壁ｺｱ抜き

R

RR

D

樹脂ｶﾊﾞｰﾀﾞｸﾄ仕上げ）
(屋内露出部分

 A ,25

ﾄﾞﾚﾝ管 GL付近まで立ち下げ

・開放(先部防虫網25A取付)

3
PH

4040

R
R

R

R

R

R

R

R

R

R

(既存機器残置）

(既存機器現状使用）

(使用無）

(現状使用）
(既存機器）

(既存機器）
(現状使用）

(現状使用）

(既存機器残置）
(使用無）

(既存機器）

R

D

D

D

D

D

40, B

25, B

40

40, E

　B

　B

既存ﾄﾞﾚﾝ管に接続

40mm

既存壁ｺｱ抜き

既存壁ｺｱ抜き

25mm

既存ﾄﾞﾚﾝ管に接続

既存壁ｺｱ抜き

既存壁ｺｱ抜き 既存壁ｺｱ抜き

50

既存ﾄﾞﾚﾝ管に接続　40mm

AC
3

AC

AC
5

AC
4

AC
5

5

40, CD

25, C

※　屋外露出となる冷媒管は、SUSﾗｯｷﾝｸﾞ仕上げとする。

※　屋内露出部分の配管は、樹脂ｶﾊﾞｰﾀﾞｸﾄ仕上とする。

既存冷媒管に接続　C

既存ﾄﾞﾚﾝ管に接続25mm

ﾄﾞﾚﾝ管 植込附近まで立ち下げ・開放

(先部防虫網25A取付)
(既存屋外機取り外し・再取り付）

PAC

PAC

PAC
1 PAC

RAC
1

1

2

2

PAC

PAC
1

1

1
ACR

PAC
1

PAC
1

RAC
1

1
ACR

(既存機器）

 A ,25

50(地中配管)

COA-50

ｺｱ抜き

※　　　　　　…　太線部分　改修部分を示す

※　　　　　　…　細線部分　既存部分を示す

B B

B

 F ,50

※　天井開口補強は、建築工事。

※　各配管ｺｱ抜部分は　簡易鉄筋探査の上、監督員と協議を行い　　位置を決定の後、施工のこと。

9.52φ

ｶﾞｽ側

配管ｻｲｽﾞ

液側

6.35φ

B

A

記号

冷 媒 配 管 一 覧 表

15.88φ9.52φ

C 6.35φ 12.7φ

（A3） No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 1/100図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 冷暖房設備　改修１階平面図 M-08
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アルミバイパスサッシ

4
,
5
0
0

4
,
5
0
0

4
,
5
0
0

E

D

C

B

1
,
0
0
0

ホースリフター塔

2
1
,
0
0
0

6,900 7,1805,100

1 2 3 654

19,180

5,000 7,440

12,440

7
8
0

1
,
3
6
5

E

E’

D

C

B

4
,
5
0
0

4
,
5
0
0

4
,
5
0
0

1
,
5
4
0

8
0

F

8
0

1
,
9
6
0

1
5
,
0
4
0

2,980 2,120 6,900 7,180 5,000

2,45050 480

7,440

1 1’ 2 3 4 5 6

650

FRP露出防水

アルミ笠木

2
4
0

1,050

240

2
4
0

アルミ笠木

アルミ笠木

240

アルミ笠木

タラップ

下ﾙ

アルミ笠木

2
4
0

1
,
1
0
0

ﾄﾞﾚﾝ

±0

±0

天窓
1,050×2,470 1,050×2,470

天窓

±0

±0

±0

ポーチ庇

吹抜け

小会議室

収納庫

Ａ

展開指示 ＢＤ

Ｃ

大会議室

便所

廊下

車庫屋根

予防係

署長

便器更新

天井張り替え

便座改修

±0

救急係

庶務係

警防係仮眠室

工事中は事務室

既存壁ｺｱ抜き

ﾄﾞﾚﾝ管 1F屋根付近まで立ち下げ 25mm(先部防虫網取付共)

(既存機器残置）
(使用無し）

PAC
2

RAC
2

PAC
2

RAC
2

R
R

R

R

R

R

D

DD

D

D

R R

R

25
R D

2
AC

50

25

25

 B  B

 B

 B

 A

F

既存ﾄﾞﾚﾝ管に接続 25mm

既存ﾄﾞﾚﾝ管に接続 25mm

25, A

既存床ｺｱ抜き 既存床ｺｱ抜き

 F ,50

 C ,30

 C ,30

樹脂ｶﾊﾞｰﾀﾞｸﾄ仕上げ）

9.52φ

ｶﾞｽ側

配管ｻｲｽﾞ

液側

6.35φ

B

A

記号

冷 媒 配 管 一 覧 表

15.88φ9.52φ

(屋内露出部分

※　各配管ｺｱ抜部分は　簡易鉄筋探査の上、監督員と協議を行い　　位置を決定の後、施工のこと。

※　天井開口補強は、建築工事。

※　屋内露出部分の配管は、樹脂ｶﾊﾞｰﾀﾞｸﾄ仕上とする。

※　屋外露出となる冷媒管は、SUSﾗｯｷﾝｸﾞ仕上げとする。

※　　　　　　…　太線部分　改修部分を示す

※　　　　　　…　細線部分　既存部分を示す

No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 1/100図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5 /  R6 /  R7 冷暖房設備　改修２階平面図 M-09
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SUS両開きﾄﾞｱ新設
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+280
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収納付ﾍﾞｯﾄﾞ新設

事務室

ポーチ

救急準備室

地袋

食堂

女子便所

玄関ホール

休憩室

救急器具庫

PS

仮眠室A

廊下Ａ

廊下Ｂ

仮眠室B

洗面
脱衣室

倉庫2

男子便所

脱衣室

倉庫1

洗面所

備品庫

WC

女子仮眠室

車庫

4

150φ　SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟﾞ(防虫網付)(軒天取付)

1

2

3

9

4

3 2

4

9 －

－

1

150φ　SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟﾞ(防虫網付)更新(軒天取付) 2 －5

150φ　SUS製丸型ﾌｰﾄﾞ付ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟﾞ(防虫網付)

100φ　SUS製丸型ﾌｰﾄﾞ付ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟﾞ(防虫網付)

2

1 － 1

(24H) (24H) (24H)

(24H)
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E
A
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E
A

E
A

E
A

E
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E
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E
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E
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E
A

E
A

E
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A

E
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E
A

E
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E
A

E
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150φ

100φ

100φ 100φ

100φ 100φ

100φ

既存壁ｺｱ抜き

既存壁ｺｱ抜き

既存壁貫口再使用

既存壁ｺｱ抜き

既存壁ｺｱ抜き

既存壁ｺｱ抜き
既存壁ｺｱ抜き 既存壁貫口再使用×3箇所

既存壁貫口再使用

既存壁貫口再使用

既存壁ｺｱ抜き

既存壁ｺｱ抜き

既存壁貫口再使用

100φ100φ100φ

5
FV

(UV附属品)
100φ

100φ 100φ

150φ100φ

100φ

100φ

150φ

既存ﾀﾞｸﾄに接続100φ

FV
5

FV
7

FV
6

FV
3

FV
4

FV
4

FV
4

FV
1

FV
3

FV
2

FV
8

100φ 150φ

※　　　　　　…　太線部分　改修部分を示す

※　　　　　　…　細線部分　既存部分を示す

F
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F
1

F
5

1
F
1

1
F

F
1

F
2

150φ

150φ

150φ

150φ

100φ

150φ

150φ

(既存品)

(既存品)

(既存品) (既存品)

(既存品)

(既存品)

150φ

(既存品)

150φ

FV
7

既存ﾀﾞｸﾄに接続150φ

2

3

2

15
1

1 1 3 1 1 1 1 1 2 25

(24H)

(24H)

(24H)

仕様記号

ﾌｰﾄﾞ数量表

1F 2F合計

100φ　SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟﾞ(防虫網付)(軒天取付)

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ　25mm

ﾛｯｸｳｰﾙ　 50mm

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ　25mm

全面 h･(ｲ)･Ⅸ

N･(ﾛ)･Ⅹ

火気使用場所排気ﾀﾞｸﾄ

給気ﾀﾞｸﾄ N･(ﾛ)･Ⅹ

Ⅰ

Ⅰ

外壁より2m部分

全面

防露･断熱施工範囲 保温種別 保温厚

一般排気ﾀﾞｸﾄ(ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ)

換気保温仕様

ﾀﾞｸﾄ名

※　各配管ｺｱ抜部分は　簡易鉄筋探査の上、監督員と協議を行い　　位置を決定の後、施工のこと。

※　天井開口補強は、建築工事。

EA
1

EA
1

EA
1

OA
1

OA

OA
2

3

×3×3 ×3

（A3） No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 1/100図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 換気設備　改修１階平面図 M-10
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F
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,
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1
5
,
0
4
0

2,980 2,120 6,900 7,180 5,000

2,45050 480

7,440

1 1’ 2 3 4 5 6

650 1,050

240

2
4
0

アルミ笠木

アルミ笠木

240

アルミ笠木

タラップ

下ﾙ

アルミ笠木

2
4
0

1
,
1
0
0

ﾄﾞﾚﾝ

±0

±0

±0

±0

天窓
1,050×2,470 1,050×2,470

天窓

-200

±0

大会議室

ポーチ庇

吹抜け

車庫屋根

小会議室

便所

収納庫

Ａ

展開指示 ＢＤ

Ｃ

廊下

予防係

警防係

庶務係
署長

救急係

±0

工事中は事務室

仮眠室 (24H)

EA

FV
1既存壁ｺｱ抜き

既存壁ｺｱ抜き

150φ

100φ

※　　　　　　…　太線部分　改修部分を示す

※　　　　　　…　細線部分　既存部分を示す

3

4

F
5

F
1

F
1

F
1

F
1

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ　25mm

ﾛｯｸｳｰﾙ　 50mm

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ　25mm

全面 h･(ｲ)･Ⅸ

N･(ﾛ)･Ⅹ

火気使用場所排気ﾀﾞｸﾄ

給気ﾀﾞｸﾄ

(24H)

(既存品) (既存品)

(既存品)

(既存品)

N･(ﾛ)･Ⅹ

Ⅰ

Ⅰ

外壁より2m部分

全面

防露･断熱施工範囲 保温種別 保温厚

一般排気ﾀﾞｸﾄ(ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ)

換気保温仕様

ﾀﾞｸﾄ名

※　天井開口補強は、建築工事。

※　各配管ｺｱ抜部分は　簡易鉄筋探査の上、監督員と協議を行い　　位置を決定の後、施工のこと。

1
OA

No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 1/100図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5 /  R6 /  R7 M-11換気設備　改修２階平面図
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ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
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F
I
X

480

足洗場

スロープ

上る

SUS両開きﾄﾞｱ新設

±0

±0

±0

-50

-50

-40

±0

±0

±0

設計GL=-300

+280

手洗い

ｼｽﾃﾑﾊﾞｽ1418
+190

±0

-150

27 32

±0

ﾕﾆｯﾄ
ｼｬﾜｰ

踏込

-200

±0 1 6 7 12

1321

新設

23 222430

将来7人分ｽﾍﾟｰｽ

4 10 21 26

便器更新

スロープ

警防係

庶務係

救急係

署長

下足棚
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ミ
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ｰ
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ﾝ
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予防係
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0
0
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B
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,
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0

1
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,
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0
0

3
,
7
1
0

2
,
7
9
0

1
,
0
0
0

2
,
0
0
0

5
0
0

2
,
0
5
0

A A

事務室

男子便所

救急準備室

地袋

食堂

女子便所

備品庫

車庫

玄関ホール

休憩室

救急器具庫

PS

仮眠室B

洗面
脱衣室

倉庫1

仮眠室A

廊下Ｂ

洗面所

脱衣室

WC

廊下Ａ

女子仮眠室

倉庫2

別紙給排水設備改修1階平面詳細3(M-16)参照
125,20

75

20

50,50

25
既存ｶﾞｽﾒｰﾀｰ

以下配置図(M-02)参照

(M-02)参照

以下配置図

別紙給排水設備改修1階平面詳細1(M-14)参照

別紙給排水設備改修1階平面詳細2(M-15)参照

G G

G

G

G

G

既存ｶﾞｽ管より分岐取り出し

25mm

100,75,32,75

C

D
E

GHW

GHW
3

1
GHW
2

20
100

40

100

100

125

100

75

100

100

100

40,5032,20,32,25,25

100

25,100 25,25

125,80,20

既存排水管に接続 100mm ×2箇所

既存ｶﾞｽ管より分岐取り出し 32mm

25(露出配管)

既存ガス管に接続 25mm

100

既存給水管より分岐取り出し 20mm

※　　　　　　…　太線部分　改修部分を示す

※　　　　　　…　細線部分　既存部分を示す

以下配置図(M-02)参照

※　　　　　　… ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装剥ぎ取り・復旧範囲を示す。

※　　　　　　… 埋設表示柱を示す

T-14蓋

T-14蓋

塩ﾋﾞ蓋

塩ﾋﾞ蓋

塩ﾋﾞ蓋

蓋仕 様

470

440

570

460

420

桝深さ

E

D

C

B

A

記号

小口径塩ビ桝

小口径塩ビ桝

小口径塩ビ桝

小口径塩ビ桝

小口径塩ビ桝

名 称

45Y-100-200

90L-100-200

45YS-100-200

90L-100-200

SUT-100-200

1

1

1

1

1

数量

桝 リ ス ト

 50  50

（A3） No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 1/100図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 給排水設備　改修１階平面図 M-12
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2
4
0

1,050

240

2
4
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アルミ笠木

アルミ笠木

240

アルミ笠木

タラップ

ﾄﾞﾚﾝ

±0

±0

±0

±0

±0

天窓
1,050×2,470 1,050×2,470

天窓

2,980 6,900 5,000

2,45050 480

7,440

1 1’ 2 3 4 5 6

2,120

下ﾙ

7,180

大会議室

ポーチ庇

吹抜け

車庫屋根

小会議室

便所

収納庫

廊下

Ａ

展開指示 ＢＤ

Ｃ

別紙給排水設備改修2階平面詳細(M-17)参照

※　　　　　　…　太線部分　改修部分を示す

※　　　　　　…　細線部分　既存部分を示す

予防係

警防係

庶務係
署長

救急係

便器更新

棚新設

便座改修

±0仮眠室

工事中は事務室

VC-50 VC-50

50

100,75,32,75

既存壁ｺｱ抜き 既存壁ｺｱ抜き

 50 50

No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 1/100図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5 /  R6 /  R7 給排水設備　改修２階平面図 M-13
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FL+191
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洗濯機置場

FL-150

PS

倉庫１

洗面所

浴 室

救急器具庫

脱衣室

ｼｽﾃﾑﾊﾞｽ1418

PS

  
  

  
  

　
  

  
  

  
　

  
  

  
  

　
  

  
  

  
　

  
  

  
  

　
  

  
  

  
　

7,440

GHW
3

GHW
1

50

※　　　　　　…　太線部分　改修部分を示す

※　　　　　　…　細線部分　既存部分を示す

既存不凍栓 32mm×600L(BOX共)

Ａ

20

50

20,75,20

50

 50給湯管 湯水混合栓設置個所まで立下げ 20mm

(露出配管)

75

20

75,20

(床転ｶﾞｼ配管)

R

32,20,32,25,25

32,20,32,25,25

25

80

既存壁ｺｱ抜き　×2箇所

既存壁ｺｱ抜き

既存ｶﾞｽﾒｰﾀｰ

25

既存雑排水管に接続　75mm

既存雑排水管に接続　50mm

不凍栓 25mm×600L(ﾎﾞｯｸｽ(VC-6)共)

既存給水管に接続25mm　×2箇所

既存給水管に接続　25mm

既存不凍栓 25mm×600L(BOX共)

以下給排水設備改修1階平面図(M-12)参照
改修1階平面図(M-12)参照

以下給排水設備

以下給排水設備改修1階平面図(M-12)参照

以下給排水設備

既存不凍栓 20mm×600L(BOX共)

改修1階平面図(M-12)参照

以下配置図(M-02)参照

20

100,25,100

不凍栓 13mm×600L(ﾎﾞｯｸｽ(VC-6)共)

散水栓 13mm　(ﾎﾞｯｸｽ(B3-A)共)

給 水

ガ ス 給 湯 器 廻 り
GHW
1

　　CV，減圧弁，圧力計×2，GV×2，YS

給 水

ガ ス 給 湯 器 廻 り
GHW

20：GV，FJ(300L)，吸気弁

3

20：GV，FJ(300L)，吸気弁給 湯

20：GC，金属ﾌﾚｷガ ス

25：FJ(300L)，吸気弁

20：GC，金属ﾌﾚｷガ ス

給湯往管

給湯返管

25：GV，FJ(300L)，吸気弁,温度計

20：GV，FJ(300L)，CV，圧力計，温度計

※　ｶﾞｽ給湯器廻り 屋外露出給水・給湯管 … 自己制御型凍結防止帯(ｻｰﾓｽﾀｯﾄ付)巻 + 保温 + SUSﾗｯｷﾝｸﾞ仕上。

※　ｶﾞｽ給湯器据付については、建築基準法告示1447号に従い固定を行うこと。

※　各配管ｺｱ抜部分は　簡易鉄筋探査の上、監督員と協議を行い　　位置を決定の後、施工のこと。

既存給水管湯より

分岐取り出し　20mm

20

20(天井配管)

浴室FL下まで立下げ 20mm

浴室FL下まで立下げ 75mm

PS内洗面器水栓取付位置まで立ち上げ

PS内洗面器水栓取付位置まで立ち下げ

25(天井配管)

25(天井配管)

20(天井配管)

20(天井配管)

既存給水管に接続　20mm×2箇所

20

ﾄﾞﾚﾝ管 屋外へ開放

COA-50

既存壁ｺｱ抜き ×2箇所

(屋外露出配管) (屋外露出配管)

既存不凍栓 20mm×600L(BOX共)

既存不凍栓 32mm×600L(BOX共)

既存不凍栓 25mm×600L(BOX共)

既存壁ｺｱ抜き　×2箇所

ﾄﾞﾚﾝﾊﾞﾙﾌﾞ　20GV×2

(天井配管)

25,20

20：AV,GV

20(天井配管)

既存壁ｺｱ抜き

既存壁ｺｱ抜き ﾄﾞﾚﾝﾊﾞﾙﾌﾞ　20GV

G

G

No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 工事名 1/50図　名上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 給排水設備　改修１階平面詳細図１ M-14
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上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
No.24-010

株式会社
事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号

住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名 1/50R5  /  R6  /  R7

事務室

±0

救急係
既存グレーチング
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E
P
S

20

20

B

植
込

み

警防係

署長

庶務係

50

100

T5A-50

100,25

75

T5A-50

32

COA-80

COA-100

5032,20,32,25,25

75

32

25

100

100

100

100

T5A-50

25

75

COA-100

男子便所

FL-50

女子便所

FL-50

FL±0

救急器具庫

救急準備室

FL-40

　20

100

20

32 75

COA-100

既存給水管に接続 20mm

既存給水管に接続 20mm

既存汚水管に接続 100mm

既存雑排水管に接続 50mm

既存雑排水管に接続 50mm

20,50

既存給水管に接続 20mm

20(露出配管)

COA-100

FL±0

車 庫

FL±0

廊下Ｂ

※　　　　　　…　太線部分　改修部分を示す

※　　　　　　…　細線部分　既存部分を示す

※　各配管ｺｱ抜部分は　簡易鉄筋探査の上、監督員と協議を行い　　位置を決定の後、施工のこと。

既存給水管に接続 20mm

既存給湯管に接続 20mm

5,000

4 5

D

C

4
,
5
0
0

4
,
5
0
0

COA-50(更新）

給排水設備　改修１階平面詳細図２ M-15

以下給排水設備改修1階平面(M-12)参照

以下給排水設備改修平面詳細図1(M-14)参照

(立ち上り以降別紙給排水設備改修1階平面詳細図1(M-14)参照)

以下給排水設備

改修1階平面(M-12)参照
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,
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備品庫

仮眠室Ｂ

廊下Ｂ

4321’
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9
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5
×
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FL±0

洗濯機
置場

FL+200

脱衣室

PS
浴室

倉庫２

女子仮眠室

洗面所

ＷＣ

PS

ｼｬﾜｰ
ﾕﾆｯﾄ

洗面脱衣室

 50

GHW
2

50

100
20mm×600L(ﾎﾞｯｸｽ(VC-6)共)

水抜栓

20

(床転ｶﾞｼ配管）

20

A B

(屋外露出配管)

75,100
既存壁ｺｱ抜き×2箇所

以下給排水設備改修平面図(M-12)参照

以下給排水設備改修平面図(M-12)参照

50(床転ｶﾞｼ配管）

COA-50
50

ﾄﾞﾚﾝﾊﾞﾙﾌﾞ 20GV

既存壁ｺｱ抜き×2箇所

50,20,20

GHW
ガ ス 給 湯 器 廻 り2

給 水

給 湯

ガ ス

20：GV，FJ(300L)，吸気弁

20：GC，金属ﾌﾚｷ

20：GV，FJ(300L)，吸気弁
※　ｶﾞｽ給湯器廻り 屋外露出給水・給湯管 … 自己制御型凍結防止帯(ｻｰﾓｽﾀｯﾄ付)巻 + 保温 + SUSﾗｯｷﾝｸﾞ仕上。

※　ｶﾞｽ給湯器据付については、建築基準法告示1447号に従い固定を行うこと。

※　各配管ｺｱ抜部分は　簡易鉄筋探査の上、監督員と協議を行い　　位置を決定の後、施工のこと。

No.24-010
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事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 1/50図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5  /  R6  /  R7 給排水設備　改修１階平面詳細図３ M-16
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,
0
0
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,
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2
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,
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廊下

E’ E

収納庫

D C B

E’ E CD B

大会議室

小会議室

吹抜け

5

4

仮眠室

便所

※　各配管ｺｱ抜部分は　簡易鉄筋探査の上、監督員と協議を行い　　位置を決定の後、施工のこと。

※　各新設配管の立上り配管は全て床ｺｱ抜きを行う。

既存給水管に接続　20mm

100,20

※　　　　　　…　太線部分　改修部分を示す

※　　　　　　…　細線部分　既存部分を示す

既存排水管に接続　100mm

100

75

75

50

COA-80

COA-100

20,50

75

100,75,32,75

100

32

50,75

既存洋風便器便座 温水洗浄便座に更新

No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 1/50図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5  /  R6  /  R7 給排水設備　改修２階平面詳細図 M-17



現状使用

現状使用

記 号 名 称 設置場所 仕 様 電 源 消費電力 数 量 施工内容

ガスヒートポンプエアコン屋外機GHP-1 屋外

(ｻﾝﾖｰ)

3φ200V 冷房 1.32KW

暖房 1.51KW

1 撤去据置型（450型）

ｶﾞｽ消費量　4.28m3N/h

使用冷媒　R22

天井ｶｾｯﾄ四方向吹出型(112型) 1φ200V 0.236KW 22F 大会議室ガスヒートポンプエアコン屋内機AC-1 撤去

使用冷媒　R22

1φ200Vガスヒートポンプエアコン屋内機AC-2 2F 小会議室 天井ｶｾｯﾄ四方向吹出型(50型) 0.156KW 既存機器残置

AC-4

2

1F 休憩室

使用冷媒　R22

1φ200V天井ｶｾｯﾄ四方向吹出型(50型) 1 既存機器残置0.25KWAC-3 ガスヒートポンプエアコン屋内機 1F 食堂

使用冷媒　R22

屋外機 … 据置型（250型）

屋内機 … 天井ｶｾｯﾄ四方向吹出型

　　　　　　　　(125型×2台)同時ﾂｲﾝ

3φ200V 9.93KW 11F 事務室AC-5 パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン

1パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ンAC-6 1F 仮眠室A 屋外機 … 据置型（56型）

屋内機 … 天井ｶｾｯﾄ四方向吹出型（56型)

3φ200V 2.94KW

使用冷媒　R22

パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ンAC-7 1F 仮眠室B 2.45KW

AC-8

3

1F ﾛｯｶｰ室

1F事務室(署長)

屋外機 … 据置型（45型） 3φ200V

使用冷媒　R22

ACR-1 ル ー ム エ ア コ ン MUZ-ZXV9019S

(三菱)

屋外機 … 据置型（90型）

屋内機 … 壁掛露出型（90型)

冷房　3000W

暖房　3200W

1

ﾎﾟﾝﾌﾟﾀﾞｳﾝによる冷媒回収・再充填

使用冷媒　R32

1F 食堂 1φ200V

既 存 冷 暖 房 機 器 一 覧 表

屋内機 … 天井ｶｾｯﾄ四方向吹出型（45型)

撤去

撤去

SGP-CH450F1N

回収機による冷媒回収・適切処分

回収機による冷媒回収・適切処分

回収機による冷媒回収・適切処分

回収機による冷媒回収・適切処分

回収機による冷媒回収・適切処分

回収機による冷媒回収・適切処分

冷房能力　45KW　　　暖房能力　53KW

冷房能力　12.5KW　　　暖房能力　14.0KW

冷房能力　5.0KW　　　暖房能力　5.63KW

冷房能力　10.0KW　　　暖房能力　11.2KW

冷房能力　25.0KW　　　暖房能力　22.4KW

冷房能力　5.6KW　　　暖房能力　7.28KW

冷房能力　4.5KW　　　暖房能力　5.85KW

冷房能力　9.0KW　　　暖房能力　10.6KW

遠 赤 外 線 輻 射 暖 房 機PH-1 1F 男子便所

寸法 1355×250×45t

1φ200V 0.8KW 1 撤去

遠 赤 外 線 輻 射 暖 房 機 1φ200V 1 撤去

遠 赤 外 線 輻 射 暖 房 機 1φ200V 1

PH-2

PH-3

1F 男子便所

1F 女子便所

暖房能力　688kcal/h

暖房能力　1290kcal/h

暖房能力　516kcal/h

寸法 1355×450×45t

寸法 725×475×45t

1.5KW

0.6KW

遠 赤 外 線 輻 射 暖 房 機 1φ200V 11F 身障者便所PH-4 暖房能力　344kcal/h

寸法 900×250×45t

0.4KW

遠 赤 外 線 輻 射 暖 房 機 1φ200V 1PH-5 2F 便所

寸法 935×300×45t

暖房能力　2508kcal/h 3.0KW

建築工事にて撤去

現状

現状

（A3） No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 NO SCALE既存冷暖房機器一覧表 M-18



F-1

F-2

1F 仮眠室A，1F 仮眠室B天 井 埋 込 型 換 気 扇

風量 静圧

(maq)(m3/H)

550

550

560

3.0

3.0

3.0

3.0550天 井 埋 込 型 換 気 扇 1F ﾛｯｶｰ室

250 2.5

2F 便所

天 井 埋 込 型 換 気 扇

70 2.0天 井 埋 込 型 換 気 扇 1F 身障者便所

400 3.0天 井 埋 込 型 換 気 扇 1F 浴室

270 2.0天 井 埋 込 型 換 気 扇 1F 脱衣室

1F 洗面所，1F ﾎﾞｲﾗｰ室 600 3.0天 井 埋 込 型 換 気 扇

天 井 埋 込 型 換 気 扇 650 300

レ ン ジ フ ー ド フ ァ ン

1F 備品庫

1F 食堂

既 存 換 気 機 器 一 覧 表

F-3

F-4

F-5

F-6

F-7

F-8

F-10

F-9

F-11

1F 男子便所，1F 女子便所

現状使用

撤去

現状使用

現状使用

撤去

撤去

撤去

現状使用

撤去

撤去

撤去

1φ 100V

1

8

1φ 100V

78W

105W

105W

31φ 100V

100W 11φ 100V

320W1φ 100V

16W 11φ 100V

50W 11φ 100V

20W 11φ 100V

100W 21φ 100V

104W 11φ 100V

1φ 100V 1

1F 男子便所 1台のみ撤去

記 号 名 称 設置場所

1F 事務室

2F 大会議室，2F 小会議室

1F 休憩室

天 井 埋 込 型 換 気 扇

天 井 埋 込 型 換 気 扇

施工内容電 源 消費電力 数 量仕 様

（A3） No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 NO SCALE既存換気機器一覧表 M-19



2和 風 便 器

屋

外

合

計

附属品・仕様

男

子

便

所

女

子

便

所

食

堂

ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ 1

便

所

1

便

所

車

庫

施工内容

1階 2階

撤去

器具名・機器名

既 存 器 具 表 ・ 機 器 表

11 撤去洋 風 便 器 便 座 撤 去

洗 面 器 1

1壁 埋 込 型 洗 面 器

自動混合栓

自動混合栓

1 撤去

撤去1

湯 水 混 合 栓 2 1 撤去3

G H - 1 　 ガ ス 給 湯 器 据置型　　　50号　　　型番　RUX-V5002MGC

都市ｶﾞｽ　ｶﾞｽ消費量　108W　　　　　電源　1φ 100V　消費電力　100W

撤去1 1

（A3） No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 NO SCALE既存器具表・機器表 M-20



φ

Ｇ

通 気 管

排 水 管 屋内一般

屋外土中

給 湯 往 管

給 湯 返 管

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 JIS K 6741 VP

耐熱ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

耐熱ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

WSP043

WSP043

屋内土中 JIS K 6741 VP

JIS K 6741 VP

JIS K 6741 VU

給 水 管

地中埋設部(不凍栓以降) 水道用内外面塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

水道用内面塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 JWWA K 116 SGP-VB

備 考名 称記 号

地中埋設部(不凍栓まで)

上記の他

耐衝撃性硬質塩化ビニル管

JWWA K 116 SGP-VD

JWWA K 118 HI

JIS K 6741 VP

冷 媒 管

Ｄ ド レ ン 管

Ｒ

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

冷媒用被覆断熱銅管

ガ ス 管 ｶﾞｽ供給業者規定による

埋 設 弁

仕 切 弁

給 水 栓

湯 水 混 合 栓

ﾎﾞｯｸｽ共

フ レ キ 継 手

床 上 掃 除 口

屋 外 掃 除 口

ス パ イ ラ ル ダ ク ト

A型 : 非防水型

亜鉛鋼板製

既 存 凡 例

塩ﾋﾞ小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝

（A3） No.24-010
株式会社
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住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 NO SCALE既存凡例 M-21
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±0

地袋付き棚

±0

-50
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署長雑庫

事務室

ポーチ

救急準備室

脱衣室

浴室

車庫

風除室

玄関ホール

廊下Ａ

ロッカー室

仮眠室A 仮眠室B 洗面所

休憩室

ﾎﾞｲﾗｰ室

食堂

男子便所 廊下Ｂ

便所

備品庫

身障者

女子便所

(現状)

R

R

R
R
R

R

R
R

R

R

R

R R

R
R R

R

D

D

D
D

D

DD

D

D

D

4

AC
3

AC
4

AC
5

5
AC

AC
7

ACR

4
ACR

AC
8

AC
6

AC
7

PH
3

PH
2

PH
1

PH
4

R

R R R R

D

25

A

A

土中まで立下げ

6.35φ 12.7φ

25, H

既存ﾄﾞﾚﾝ管切り離し・ﾌﾟﾗｸﾞ止め処理 25mm

40, A

40, D

40 40

40(地中配管)

冷 媒 配 管 一 覧 表

配管ｻｲｽﾞ
記号

液側 ｶﾞｽ側

A

B

C

D

E

F

G

9.52φ

9.52φ

15.88φ

19.05φ

15.88φ

15.88φ

12.7φ

12.7φ

19.05φ

19.05φ

28.58φ

31.75φ

31.75φ

A

 A , A

40, B

25, B

 G , A , D

 D , A , G , A , A , A

50

40

50(地中配管)

COA-50

　F ,50

　A , A , A , A

 A ,25

6.35φ

H

(既存機器残置)

(既存機器残置)
(使用無し)

(使用無し)

(現状使用)

(撤去)

(撤去)
(現状使用) (室外機取り外し・再取付)

(現状使用)

(撤去)

(撤去)

(撤去)

 F

(撤去)

切り離し・ﾌﾟﾗｸﾞ止め処理

切り離し・ﾌﾟﾗｸﾞ止め処理

(撤去)

(撤去)

既存冷媒管 A , A

既存冷媒管  A

既存冷媒管  F 切り離し・ﾌﾟﾗｸﾞ止め処理

 F ,50

※　　　　　　… 撤去部分を示す

※　撤去範囲以外でも不用となる既存配管で、改修に支障がある部分については 本工事にて撤去を行うこと。

1
GHPAC

5

（A3） No.24-010
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事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 1/100図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 冷暖房設備　既存１階平面図 M-22
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2,120 6,900 7,180 5,000 7,440

1 1’ 2 3 4 5 6

タラップ

タラップ

下ﾙ
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±0

±0

天窓 天窓

2,980

4
,
5
0
0

±0

木製棚

±0

±0

ｽﾁｰﾙﾗｯｸ

ポーチ庇

ベランダ

吹抜け

収納庫

便所

車庫屋根

大会議室

小会議室

書庫

廊下

※　撤去範囲以外でも不用となる既存配管で、改修に支障がある部分については 本工事にて撤去を行うこと。

※　　　　　　… 撤去部分を示す

RR

R

DD

D

RR R R R D

2525

F

AC
8

AC
7

AC
6

AC
7

AC
1

AC
2
AC

PH
5

（既存機器残置）
（使用無し)

（既存機器撤去×4台）
1

 C ,30

 C ,30

25, C

5050

 F ,50　A , A , A , A

既存冷媒管切り離し・ﾌﾟﾗｸﾞ止処理

既存冷媒管切り離し・ﾌﾟﾗｸﾞ止処理

冷 媒 配 管 一 覧 表

配管ｻｲｽﾞ
記号

液側 ｶﾞｽ側

A

B

C

D

E

F

G

9.52φ

9.52φ

15.88φ

19.05φ

15.88φ

15.88φ

12.7φ

12.7φ

19.05φ

19.05φ

28.58φ

31.75φ

31.75φ

6.35φ

No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 1/100図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5 /  R6 /  R7 冷暖房設備　既存２階平面図 M-23
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地袋付き棚

スロープ

下足棚

パーティション パーティション

パーティション
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シ
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ン

救急係

警防係

予防係

署長
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防火衣ロッカー
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タ
イ
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棚
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更衣ロッカー21台
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手洗い
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シ
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パーティション

洗濯機

掃除用具
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事務室

ポーチ

救急準備室

食堂

廊下Ｂ

備品庫

車庫

風除室

玄関ホール

休憩室

廊下Ａ

雑庫

ﾎﾞｲﾗｰ室

浴室

脱衣室

洗面所

ロッカー室

女子便所

仮眠室B

男子便所

仮眠室A

便所
身障者

150φ

150φ

100φ

F
1

F
1

F
1

F
1

F
2

F
3

F
3

F
3

F
4

F
10

F
9

F
8

F
6

F
5

F
5

F

F 9
F

7

11

150φ

150φ

150φ

150φ

150φ

150φ
150φ,150φ,150φ 150φ,150φ

150φ
150φ

150φ150φ

（撤去)

（撤去)

（撤去) （撤去)

（撤去)

（撤去)（撤去)

※　　　　　　… 撤去部分を示す

（撤去)

（撤去)

（撤去)

既存ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ 150φ撤去　×11箇所

（A3） No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 1/100図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 換気設備　既存１階平面図 M-24
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※　　　　　　… 撤去部分を示す
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事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 1/100図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5 /  R6 /  R7 換気設備　既存２階平面図 M-25
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女子便所

ロッカー室

備品庫
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玄関ホール
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洗面所
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GHP

50,50

32,20,32,25,25
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G G

別紙給排水設備1階既存平面詳細1(M-28)参照

G

100,25,100

100,75,32,75

別紙給排水設備1階既存平面詳細2(M-29)参照

100

100

25,25

1
GH

40

※　撤去範囲以外でも不用となる既存配管で、改修に支障がある部分については 本工事にて撤去を行うこと。

※　　　　　　… 撤去部分を示す

100

125

100

75

100

100

100

以下配置図(M-02)参照
既存給水管切り離し・ﾌﾟﾗｸﾞ止め処理

10080

以下配置図

　(M-02)参照

125,80,2040,50

既存ｶﾞｽﾒｰﾀｰ

以下配置図(M-02)参照

（A3） No.24-010
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事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 1/100図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 M-26給排水設備　既存１階平面図
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別紙給排水設備既存2階平面詳細(M-30)参照

100,75,32,75
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事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1） （A3）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 1/100図　名上田東北消防署　庁舎改修工事工事名R5 /  R6 /  R7 給排水設備　既存２階平面図 M-27
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円形自動ドア

A

B

食堂

ﾎﾞｲﾗｰ室

休憩室

廊下Ａ

身障者

便所

浴室仮眠室B

脱衣室

洗面所
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80
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以下給排水設備既存1階平面図参照

以下給排水設備既存1階平面図(M-26)参照

※　　　　　　… 撤去部分を示す

※　浴室以外の撤去範囲内の屋内地中埋設部は、FL部分にて切り離し・ﾌﾟﾗｸﾞ止め処理の上、残置とする。

※　撤去範囲以外でも不用となる既存配管で、改修に支障がある部分については 本工事にて撤去を行うこと。

各配管床面まで撤去(建築工事)・ﾌﾟﾗｸﾞ止め処理(本工事）
各配管床面にてﾌﾟﾗｸﾞ止め処理(本工事）

給湯管切り離し・ﾌﾟﾗｸﾞ止め処理(本工事)×2箇所
ﾌﾟﾗｸﾞ止め箇所…(給水 20A：3箇所，給湯 20A：3箇所，排水 50A：3箇所）

既存給水管切り離し・ﾌﾟﾗｸﾞ止め処理

既存排水管切り離し・ﾌﾟﾗｸﾞ止処理×2箇所

ｶﾞｽﾒｰﾀｰ
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32,20,32,25,25
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不凍栓 32mm×600L(BOX共)

不凍栓 20mm×600L(BOX共)

不凍栓 32mm×600L(BOX共)

不凍栓 25mm×600L(BOX共)

不凍栓 25mm×600L(BOX共)

100,25,100,100

25,100

100

100

20

75

20,50,20

20,50,20

20,50,20

COA-100

20

20

25

25

20

不凍栓 25mm×600L(BOX共)

不凍栓 25mm×600L(BOX共)

50

20

20
75

不凍栓 20mm×600L(BOX共)

既存給湯管流し台下床面まで撤去

　　　　　　・ﾌﾟﾗｸﾞ止め処理

浴室内埋設配管は、本工事にて撤去

不凍栓 25mm×600L(BOX共)

既存給湯管 切り離し・床面にてﾌﾟﾗｸﾞ止処理×2箇所

洗面所・浴室・ﾎﾞｲﾗｰ室の各露出配管・各器具は、建築工事にて撤去

器具撤去建築工事

既存排水管切り離し・ﾌﾟﾗｸﾞ止処理(本工事）

25,25

各配管切り離し・改修図面にて新設配管に接続

以下給排水設備既存平面詳細図2(M-29)参照
以下給排水設備既存平面詳細図2(M-29)参照

以下給排水設備

既存平面図(M-26)参照

以下給排水設備既存1階平面図(M-26)参照

既存給水管 切り離し・ﾌﾟﾗｸﾞ止め処理

20

既存混合栓本工事にて 撤去、更新 ×2
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設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）
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ロッカー

±0

-40

21

地袋付き棚

±0

-50

-50

±0

棚

D

C

B

±0

±0

スロープ

警防係
救急準備室

脱衣室
洗面所

女子便所

身障者

便所

雑庫

4
,
5
0
0

4
,
5
0
0

署長

庶務係

救急係

男子便所

廊下Ａ

廊下Ｂ

事務室

32

各配管床面まで撤去(建築工事)・ﾌﾟﾗｸﾞ止め処理(本工事）

ﾌﾟﾗｸﾞ止め箇所…(給水 20A：1箇所・25A：1箇所，給湯 20A：1箇所，排水 50A：1箇所・100A：1箇所）

25

100

100

100

75

100

T5A-50

COA-100 100,25

75

COA-100

20

COA-80

COA-100

20

T5A-50

25

5032,20,32,25,25

T5A-50

32

50 20,50

100

75 75

32

※　　　　　　… 撤去部分を示す

※　撤去範囲以外でも不用となる既存配管で、改修に支障がある部分については 本工事にて撤去を行うこと。

身障者便所の各露出配管・各器具は、建築工事にて撤去

器具撤去建築工事

COA-100(現状)

T5A-50（COA-50に更新)

既存給湯管 切り離し・ﾌﾟﾗｸﾞ止め処理

COA-100

既存給湯管 切り離し・ﾌﾟﾗｸﾞ止め処理

　・ﾌﾟﾗｸﾞ止め処理

既存給湯管 切り離し

以下給排水設備既存1階平面詳細図1(M-28)参照

以下給排水設備既存1階平面詳細図1(M-28)参照

既存1階平面図1(M-26)参照

以下給排水設備

既存和風便器本工事にて撤去、洋風便器に更新

既存洗面器本工事にて撤去、更新

既存洗面器本工事にて撤去、更新

本工事にて撤去、更新

既存混合栓

（A3） No.24-010
株式会社

事業年度 長野県知事登録　第上田N-78311号
住　所　長野県上田市住吉55番地2
代表者　品田　和久 一級建築士　大臣登録　第292990号

設計者氏名　小福田　洋 縮尺（A1）

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名 上田東北消防署　庁舎改修工事R5  /  R6  /  R7 1/50給排水設備　既存１階平面詳細図２ M-29
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5
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書庫

小会議室

廊下

5
,
0
0
0

4,500

ｽﾁｰﾙﾗｯｸ

±0

±0

±0

木製棚

下ﾙ

吹抜け

便所

100COA-100

COA-80 75

20,50

100

75

32

7550

100,75,32,75

50,75

※　撤去範囲以外でも不用となる既存配管で、改修に支障がある部分については 本工事にて撤去を行うこと。

※　　　　　　… 撤去部分を示す

既存和風便器 本工事にて撤去、洋風便器に更新

既存便座 本工事にて撤去、温水洗浄便座に更新

804,500 4,500
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1
0
0

3
0
0
～

60
0

100
指示による

ＧＬ

100 ×300～600
L

面取り

埋設マーク

ペイント

マーク

10

7
0

25φ

舗装面

　長さが25cm以内になる斜材が必要

・a+bが30cmを超える場合は鉛直吊り

　ボルトを12φにする

・a+bが25～30cmは鉛直吊り長さが

　25cm以内になる斜材か、鉛直吊り

・a+bが25cm以下は斜材不要

図1 全ネジボルトＸ状の据付法

小型空調機など

45±15度

b

a

（防振装置）

小型空調機など

締具 45±15度

締具

（防振装置） 45±15度

45±15度

図2 全ネジボルト放射状の据付法

（防振装置）

500以内

ダブルナット

10φ全ネジボルト

（吊りボルトの場合）（6mm鉄筋の場合）

6mm鉄筋

鋼管（外面被覆鋼管は除く）は全て防食テープ巻きとする

　　　部分については、外面被覆鋼管及びビニル管ともﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾃｰﾌﾟ1/2重ね1回巻きを行う

土間配筋と結束すること

支持材
サンドクッション

（コンクリート製）

１．使用区分は、舗装部分はコンクリート製又は鉄製とし、その他の部分は

（鉄　　製）

ガ　ス：緑

　油　：赤

排　水：黒

天井扇取付（振れ止め）参考図

※  浴室及び厨房の天井裏等の湿度が高くなると予想される部分の吊り金物及び支持金物は、SUS製とする。

２．給湯、冷温水管等保温を行う管及び上記により難い管の場合は、標準仕様書及び特記による。

１．吊り間隔は1000mm内外とする。

10
0

塩ビ製内ふた

面取り

立上り管（硬質塩ビ管ＶＵ）

サンドクッション

φ

φ

1
0
0

1
0
0

台座リング底部まで

砕石又は砂利

硬質塩化ビニル製ふた（鎖付）

コンクリート巻きを行う

必要に応じて、平板ブロック(300×300)を入れること

鋳鉄製防護ハット（蝶番式、又は、鎖付）

VU-VP変換ソケット

小口径桝本体（形式は図示）

流れ方向

Ａ

Ａ

Ｂ×Ｂ

指示による

余盛（舗装のない場合）突き固め

サンドクッション（砂）

埋戻しは、30cm毎に転圧を行う

（アルミ又はビニル製。幅50mm以上、用途を表示のこと）

埋設表示テープ

Ｌ：施工計画書による
Ｌ

管下面

管上面

1
0
0

1
0
0

混入しないこと　

100φ以上の玉石は

埋設土

約
1
5
0

Ｈ
（
管
埋
設
深
さ
）

ｈ
（
掘
削
深
さ
）

　　コンクリート製とする。

２．頭部は上図の例により、マークを彫り込み、色別表示する。（上図は、

　　曲がり部分の例を示す。）

３．鉄製の頭部は、用途及び矢印の表示がある物とする。

５．上記により難い場合は、監督員と協議する。

４．監督員の承諾を得てプラスチック製の表示杭を使用してもよい。

表示の色別

飲用水：青

雑用水：黄

消火水：赤

ＳＤ－１ ＳＤ－２

Ａ

　　　Ｈ≦1200 1200＜Ｈ≦2500管底記号

Ｔ－25

硬質塩化ビニル製ふた

ふ　　　　た2500＜Ｈ

ＳＤ－１ 150 200 300

Ａ

Ｂ
ＳＤ－２

塩ビ製内ふた＋防護ハット
(耐荷重は図示)

350 400 500

150 200 300

防護ハット種類

Ｔ－８

Ｔ－14

２．排水管がＶＰ管の場合は、桝本体との接続にあたり変換用のソケット（ＶＵ－ＶＰ）を用い、管内

３．車輌の乗り入れが予想される場合は、鋳鉄製の防護ハットを用い、桝本体に荷重がかからないよう

６．桝及びふたの性能については、原則として、「日本下水道協会」規格又は「ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ﾏｽﾏﾝﾎｰﾙ協会」

１．桝の深さがGL-1,500mmを超える合流桝については、要所に国土交通省仕様の桝を設けること。設置

　　箇所は図示による。

　　において段差を生じないようにする。

　　にする。（防護ハットの耐荷重は図示によるが、図示なき場合はT-8以上とする。）

４．防護ハット周囲はコンクリート巻きを行う。ただし、アスファルト舗装面では、舗装厚さを除いた

　　規格による。

７．公共下水道へ放流する場合は、下水道事業者が定める排水基準等による。

　　高さでコンクリート巻きを行うなどの横ずれ対策を講じたものを除く。

５．コンクリート巻部分には必要により鉄筋（D10）により補強する。

５．根切り深さ1.5m以上の場合は、山留め工事を行う。

４．埋設給水管(HI管)の分岐、曲がり部には、必要に応じてスラスト防止処置を行う。

３．排水管については、埋設表示テープは不要とする。

２．給水管と排水管が交差する場合も、同様とする。ただし、給水管が凍結深度以下となる場合は除く。

　　排水管の上方に埋設する。

１．給水管と排水管が平行する場合、原則として両配管の水平距離を500mm以上とし、かつ、給水管は

0ﾟC以下となった時にONとする。

温度検出部の設定温度は-5ﾟCから+2ﾟC位の範囲で可変とし、特記ないかぎり

温度検出部の開閉容量が、発熱部合計の容量より小さい場合はリレー回路を設ける。

Ｈ

TH

PL

電 源

ﾋｭ-ｽﾞ
F

Sw　手元ｽｲｯﾁ

表 示 灯

発熱部 : 自己制御型凍結防止ﾋｰﾀｰ又は熱線電球

             (外気温により凍結の危険を予想する方法)

温度検出部 : 表面温度を直接検出させるか又は外気温による

(非加熱帯の塗装は、赤外線を有効に吸収するように黒又は黒に近い色とする。)

電球による場合　 : 電球は赤外線を有効に放射するものとすること。

電熱線による場合 : 温度上昇に伴い消費電力が減少する自己制御ﾀｲﾌﾟの電熱ﾋｰﾀｰとする。

通電は、管等の表面温度又は外気温が凍結温度以下となった場合のみとする。

4.　　給湯用のﾋ-ﾀ-は、耐熱温度が100ﾟC以上の被覆材の製品とする。

3.　　保温材は　ｸﾞﾗｽｳ-ﾙ 又は ﾛｯｸｳ-ﾙとする。

2.　　ｻ-ﾓｽﾀｯﾄの位置・種類及び保温の仕様は　監督員と協議のこと。

1.　　凍結防止帯の長さが図示されていない場合は、上図を参考にする。

Ｄ

凍結防止帯

3.

2.

1.

名
札

5
0
0

200mm内外

ＧＬ

面取り

砂利又は砕石

砂は入れないこと

砂利又は砕石（粒度25－40）

硬質塩ビ管(JIS K 6741 VP 200φ以上)

指示による

400×400

600×600

Ｈ
（
埋
設
深
さ
） 10
0

2
50

鋳鉄ふたＢ１(150φ)

(樹脂製ふたの使用は監督員と協議のこと）

名札（水抜き箇所を示す）

２．アスファルﾄ舗装部分に入る場合は、すり付けとする。

１．コンクリート巻部分には必要により鉄筋（D10）により補強する。

※　Ｈは、凍結深度以深とする

※  浴室及び厨房の天井裏等の湿度が高くなると予想される部分の吊り金物及び支持金物は、SUS製とする。

４点吊り

振れ止め

天井扇

スパイラルダクト

天井扇パネル

凍結防止帯巻参考図

小 口 径 塩 ビ 桝 参 考 図 土 中 埋 設 管 の 布 設 不 凍 栓 取 付 参 考 図 （ Ｖ Ｃ － ６ ）

地中埋設標

機器振れ止め参考図

土間配管の防食及び保護
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φ１００低天井・小空間用（～３ｍ）、３０分間タイプ

ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯

非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００４

レンズ：ガラス、カバー：鋼板（クールホワイトつや消し仕上）

電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池

点検スイッチ付、自己点検スイッチ付

充電モニタ（緑）付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）

φ１００低天井用（～３ｍ）、３０分間タイプ

ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯

非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００４
レンズ：ガラス、カバー：鋼板（クールホワイトつや消し仕上）

電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池

点検スイッチ付、自己点検スイッチ付

充電モニタ（緑）付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）

保守率：０．９２ Ｋ０１４３７７９

器具取付高さ 2 . 1 m 2 . 4 m 2 . 6 m 3 . 0 m

四角配置

直線配置

単体配置 Ａ１ 3 . 8 4 . 0 4 . 0 2 . 8

Ａ２ 8 . 5 9 . 4 9 . 9 1 0 . 1

Ａ４ 6 . 9 7 . 6 8 . 1 8 . 9

保守率：０．９２ Ｋ０１４３７８０

器具取付高さ 2 . 1 m 2 . 4 m 2 . 6 m 3 . 0 m 4 . 0 m

四角配置

直線配置

単体配置 Ａ１ 4 . 2 4 . 6 4 . 7 4 . 9 3 . 3

Ａ２ 9 . 3 1 0 . 2 1 0 . 8 1 1 . 9 1 2 . 9

Ａ４ 7 . 4 8 . 2 8 . 7 9 . 6 1 1 . 7
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